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「余は第一王子ギルフォードに王位を譲ることをここに宣言する」

　国王から高らかに発せられた宣言とともに現れた美丈夫の姿に、建国を祝うパーティに訪れていた貴族がすべからくどよめいた。

　混乱が生じるのも無理はない。次期国王として指名されたギルフォード・ベルハイムは長きに渡り病に侵されていたため、表舞台にはまったく顔を出さなかったのだ。しかもつい先日持病の悪化を理由に国に一つしかない公爵家の令嬢に婚約を解消されたばかりだ。

　そのギルフォード・ベルハイムがたった今壮健な姿で貴族の前に現れたのである。これには皆言葉を詰まらせ、まるで示し合わせたかのように一人の令嬢に視線を向けた。ホール内の視線を一身に浴びる令嬢──アーレンハイト公爵家の長女ロスマリンは、やはりこの場に立つ者すべてが予測したとおりの冷ややかな視線で王族を見上げ、隠すことなく不快な表情を浮かべている。

　ロスマリン・アーレンハイトは極めて傲慢な公女として知れ渡っており、二十四歳を迎える歳になって第一王子との婚約関係を解消したことについても、国の行く末を思えば不幸中の幸いであったと囁かれているほどだ。

　当初は公爵家側からの申し出を王家が受け入れる形で成された婚約解消だと報じられていたが、その当人である第一王子が壮健な姿で現れた。これはつまり、実際は王家が第一王子の婚約相手として不相応であるロスマリンを引き離すために持病を理由として公爵家に婚約解消を申し出させたと受け取ることもできる。

　ホール内の誰もが婚約解消の実情を予測し、アーレンハイト公女がこれから一波乱を起こすのではないかと密かに気を揉む。しかしその時ロスマリン・アーレンハイト公爵令嬢はまったく真逆の思いを抱いていた。

　──ようやくこの日が訪れたのね。

　王の横に並び立つギルフォードは誰もが息を呑むような麗しい顔立ちをしている。特に輝きを放つプラチナブロンドと新緑を思わせるエメラルドグリーンの宝石のような瞳は、彼の顔立ちの優美さをさらに際立たせている。幼い頃の彼はその瞳によく怒りの炎を灯していたが、今年二十八歳を迎えた今、落ち着きのある柔らかな笑みを浮かべていた。白地に緑のラインが入った式典服を着こなす彼の肉体はまるで病を理由に婚約を解消されたとは思えぬほどしっかりと発育しており、そのことにロスマリンは人知れず安堵していた。

　──立派に成長したのね。きっとあなたならすべてを正しく導いてくださるはずだわ。

　彼女は不遜な態度を続けながらギルフォードを見つめ、やがてふいと視線をそらした。

　彼女は知っている。ギルフォードがどれほど清廉で潔白な王子であるかを。彼が導く王国が必ず正しく人々を救済することを。そして、罪深きアーレンハイト家の者のすべてを一人残らず断罪し、その罪を白日の下に晒しだすことを。

　ゆえにロスマリンはただひたすらこの日を待ち続けていた。

　ロスマリンは今すぐにでも踊りだしてしまいたいほどの喜びをひた隠し、あえて嘲るような笑みを浮かべた。

「くだらないわ」

　観衆に見せつけるように言葉を吐き捨ててギルフォードを睨み上げ、視線が絡む前に踵を返す。そうして悪趣味な深紅のドレスを上品に翻して、足早にホールを出た。

　ほとんどの貴族には彼女が機嫌を損ねてパーティを抜け出したように見えているだろう。それこそが彼女の狙いだった。機嫌を損ねた公爵令嬢の側にわざわざ現れる人間はいない。

　クロヴィス・アーレンハイト公爵は娘であるロスマリンと王家との婚約を解消してから、彼女をより高く売り飛ばす先を探そうと躍起になっている。観衆がどう思おうと勝手ではあるが、この婚約解消を申し出たのは当初報じられた通り公爵家であり、アーレンハイト公爵がすでに利用価値がなくなった王子よりも他の貴族にロスマリンを嫁がせた方が金になると踏んだ結果であった。

　二十四歳のロスマリンは決して若くはなく売れ残りなのは間違いないのだが、歳を差し引いても彼女はたいそう美しい。長い睫毛に覆われた双眼はアメジストのごとく複雑な光彩を放ち、甘く色づいた唇は思わず噛みつきたくなるほど愛らしい。ほっそりとした手足とは対照的に胸元は豊かで、肌は丁寧に磨き上げられたパールのようだ。濃いブロンドは神々しく、天女のようにさえ見える。清らかとも肉感的とも思えるアンバランスな魅力を放つ彼女はだが、悪辣な性格を隠そうともしない苛烈な女性として知られている。ゆえに公爵はこの建国祭のパーティに現れる他国の貴族に彼女を売り飛ばそうと考えていた。

　アーレンハイト公爵家では父クロヴィスの意向が絶対であり、たとえロスマリンがどれほど傲慢な性格であったとしても、決して父の命に逆らうことは許されない。

　──お父様の考えが手に取るようにわかるドレスだわ。

　豊かな胸がこぼれ出てしまいそうなくらい大胆に胸元の開いたドレスはいっそ滑稽なほど下品であり、これをよしとする公爵の考えがロスマリンにはまったくわからなかった。いや、そもそも彼女が父の考えに同調できたことは一度もない。

　──まあ、そのようなことなど、もうどうでもいいけれど。だってやっと終わるのだから。

　ロスマリンはゆっくりと王宮の廊下を歩きながら周囲に人影がないことに気を緩め、軽やかな気分を隠すことなく笑みを浮かべる。瞼を閉じると脳裏には顔を顰める公爵の姿が思い浮かんだ。

「お父様、捨て駒の人形に裏切られた今の気分はどうかしら？」

　──娘が長い年月をかけて精神を支配し弱らせたはずの王子が壮健な姿で現れたのを見て、父はどれほど怒りに震えたことだろう！

　ロスマリンはその様子を想像するだけで天にも昇るような心地だった。

　公爵は弱りきった王子を支配するのにもはやロスマリンの手を借りる必要はないと思い込んでいた。ゆえにロスマリンを他国の貴族へ売り飛ばし、莫大な富と権力を得た後王子を傀儡にした彼女の存在を消し去るつもりだったのだろう。娘さえも手駒として扱い、目的が達成されれば躊躇いなく捨てる。ロスマリンのよく知る公爵の裏の顔だ。彼は今日この瞬間まで、自身の勝利を確信していたはずだ。しかし弱り果てているはずの王子は壮健な姿で現れ、しかも知らぬ間に王位継承を遂げている。

「っ、こほ……っ、ごほっ、こほっ……っ」

　彼女は至極爽快な気分で歩みを進めていたが、ふいに咳き込んでその場に立ち止まった。咳は止まることなく出続け、ついに彼女は壁に体を寄せて俯きながら胸のあたりを擦る。激しい咳のせいか、口内は血の味がしていた。

「……っ、ごほ……っ、……やっと、終わるのね」

　静かに囁いた彼女は、己の命の灯が幾ばくもないうちに消えてしまうことを知っていた。そのためギルフォードが腐敗したこの国を救う日が訪れることを誰よりも願い、この日を一目見ることができれば己の命など消えてしまってよいと考えていた。

　──それに父の命に背いた人間が生かされるはずもないし、ギルフォードも私のことを生かしてはおかない。いずれにしろ私は死ぬ。さて、どちらの手の者が先に私を殺めにくるかしら？　できるならば私は……。

　思案しながらも彼女は周囲の音に耳を傾け、やがてその時が訪れたことに気付いた。

　──来たわ。

　その瞬間、確かにロスマリンはこれが己の人生の最後の記憶になると信じ込んでいた。

「やあ、アーレンハイト公女」

　──まさか。そんなはずがない。

　強い意志を持つ者の声はいつも力強く、気高い。すべてを従わせる力を秘めているのだ。彼女がその事実に初めて気付かされたのは、この声の主に出会った日のことだった。

　彼女は今まさにその人物に名を呼ばれた事実に動揺を隠すことができず、振り返りかけていた体が止まってしまった。

　彼女はその声の主に殺したいほど憎まれていることを知っている。己を亡き者にして、彼の過去を清めなければならないと思われているだろうことも想定している。しかし彼女は、この国で最も尊い身分にあらせられる彼──ギルフォード・ベルハイムが自ら手を下しにくるとは想像してもいなかった。彼女は次第に近づいてくる足音に震え、恐る恐る俯きかけていた顔をあげた。そうしてギルフォードの顔を振り返り見ようと決意したその時、何の予告もなく耳元に甘い囁きが触れた。

「久しいね。とても君に会いたかったよ」

　ギルフォードの息遣いが肌に感じられる。ロスマリンは急激な接近に何一つ言葉を返すこともできずに立ち尽くしていた。

「ところでロスマリン、何が終わるというのかな？　君の声が聞こえてつい耳を傾けてしまった」

　どうやらいらぬ言葉を口走ったところを見られたようだ。言葉とともにギルフォードに肩を撫でられ、ロスマリンは驚きのあまり無意識に彼から距離を取ろうとする。しかしそれを拒むように彼の腕が腰に巻きつき、彼の胸がロスマリンの背中にぴたりとくっついてしまった。

「驚かせてしまったかな。ロジー」

　──どうしてこのような、優しく甘ったるい声で名を呼ばれているのかわからない。

「な、なにを……！　離して……！」

　ロスマリンは激しく動揺して彼を突っぱねようとするが、逆にその手を彼に掴まれて一切の抵抗を封じられた。

「ねえ、ロジー、いったい何が終わるというのかな。僕にもわかるように教えてくれ」

「何のことだか……っ」

「もしかして、僕から逃げようとしているのかな？」

　ロスマリンは捕縛することが目的で彼に抱きしめられているのだと理解しているはずが、至近距離で囁かれる言葉にどうしようもなく胸が騒いでいた。

　──我ながら己の好意の重さに吐き気がする。

　ロスマリンはそのように思いながら、気分を落ち着かせるように深く息を吸って、後ろに立つギルフォードに向け、声を上げた。

「……いいえ、逃げようだなんて。殿下がお越しになるのをお待ちしておりました。どうぞ、お好きなように嬲り殺してください」

　ギルフォードにはその権利がある。彼はロスマリンに散々痛めつけられ、苦痛を味わい続けてきた。どれだけの拷問を試しても、この非道な行いを超えることはできないだろう。

　ロスマリンは覚悟を決めて痛みを受け入れようと力を抜く。──しかしそこで予想外の言葉を耳にした。

「そう。やっぱり僕から逃げようとしていたんだね。他の婚約者では飽き足らず、死んでこの世界から逃げ出そうと思っていたんだ。……でもね、僕の可愛いロジー。今度ばかりは君の手のひらの上で踊るわけにもいかない」

「なに、を言って……」

　──ギルフォードの言葉の意味が何一つ理解できない。

　ロスマリンは理解の範疇を超えた展開に目眩を起こしながら、ようやく後ろを振り返ろうと体に力を入れた。

「……っ、んぅ……っ」

　しかしギルフォードはロスマリンの混乱を解くことなく片手で手巾を取り出し、今にも悲鳴を上げてしまいそうなロスマリンの鼻と唇を素早く塞いだ。

　乙女の悲鳴がシミ一つない手巾に呑み込まれる。

　ギルフォードはその様子を後ろから覗き込み、やがてロスマリンの体からくたりと力が抜けると、恍惚と笑った。

「やっと捕まえたよ、僕のロジー」
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　アーレンハイト公爵家は代々精神支配を得意とする家門であった。そのことを知るのは王族とアーレンハイト公爵家のみであり、アーレンハイト家は代々この力を国家繁栄のために利用してきたと言い伝えられている。このような特殊な力を秘技と呼び、国に一つしかない公爵家であるアーレンハイト家と王族だけに授けられる力であることを父から聞き及んでいた。

『ロスマリン、お前の力で悩める王子を導いて差し上げるのだ』

　それがロスマリンの父、アーレンハイト公爵の口癖だった。しかし彼の言う悩める王族を導く行為とは、その言葉と真逆に決して褒め称えられるべき行為ではない。

　王族は建国時からたびたび精神の崩壊に悩まされ、それゆえにアーレンハイト家と密接な関係を保ってきた。いつの時代までその関係が対等なものであったのかロスマリンには定かではないが、少なくとも現当主であるアーレンハイト公爵はこの力を悪用し、現王の王政を腐敗させている。彼はアーレンハイト家きっての精神支配の秘技の使い手であり、彼の支配から抜け出せる者はいない。そうして過ぎた力がやがて彼に邪心を植え付け、彼は王族を支配することで国家を我が物にしようと計略を練りはじめた。

『王子を支配し、傀儡にするのだ』

　公爵の腐りきった命令の下、疑心に苛まれた目をしたギルフォードが公爵家へと運び込まれたのが彼が十四歳、ロスマリンが十歳のころだ。ロスマリンの予想のとおり、突然攫いだされた年若い王子は必死の抵抗を試み公爵家を徹底的に嫌い、特に自身よりも四つ年下であるロスマリンによる精神支配の術を受けている際は屈辱を隠すことなく歯を食いしばっていた。しかしそれもロスマリンの精神支配が効きだすと、ギルフォードの反抗的な態度は徐々に薄れ、恍惚とした表情を浮かべて神を崇拝する信者のように彼女を見上げるようになった。

『ロジー、あなたをお慕いしています』

　──なんとおぞましい記憶だろう。このような忌々しい記憶など消えてしまえばいいものを、片時も忘れられずにいる。それこそが私の醜悪さを物語っている。
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　目を開いたロスマリンが一番に考えたのは、少し前まで頭の中に浮かんでいた情景が夢でよかったという安堵だった。次に思ったのが、まだ己が死ぬこともできずこの世を彷徨っていることへの絶望と己が眠るこの場所についての疑問だ。非常に上等なベッドに眠らされているようだが上品な天使の壁絵が描かれた寝室には見覚えがなく、ロスマリンはしっかりと周囲を見回そうとした。

「やあ。おはよう、ロスマリン」

　彼女は言葉をかけられた瞬間に慌てて体を起こし、無意識に声の主から距離を取った。まさかこの場に自分以外の人間がいるとは思いもしなかったのだ。その男──ギルフォードは彼女が寝そべっていた寝台の横の椅子に座り、彼女の表情を覗き込んでいる。

　彼の顔立ちは神によって造られた精巧な彫刻のように美しく、一目見ただけではそれが生きた人間であるのか芸術作品であるのかの判別がつかない。一度も公の場に姿を現さなかったためか彼の肌は乙女のように白く滑らかで、彼の肉体が成熟した男性のものでなければ天使が舞い降りたと勘違いしてしまうほどだ。幼いころは顔を顰めてばかりだったが、大人になった彼は憎き敵であろうロスマリンにも微笑みを見せるようなおおらかな性格になったのだろうか。

「ロスマリン、ご機嫌いかがかな」

　──いいえ、そんなはずがないわ。このギルフォードに薬を嗅がされたのよ。

　ゆったりと微笑むギルフォードを見つめながら、ロスマリンはようやく己に起こったできごとを思い出した。ロスマリンの長年の願いは叶えられ、ようやくギルフォードの即位が約束された。このまま汚らわしい己の人生に終止符が打たれると確信していたはずが、なぜかギルフォードが目の前に姿を現し恋人のように甘く囁いてロスマリンを労わっている。なにゆえこのような事態になってしまったのだろうか。

　ロスマリンは思案しながらギルフォードの美しい容姿を一瞥し、白い滑らかなシャツから覗く首に微かに古い傷跡が残っていることに気付いた。──忘れもしない。無力で愚かしい私のせいで負った傷。

　ロスマリンはその傷跡を見るだけで自身のこれまでの彼への非情な態度を思い出し、暗澹たる思いで口を開いた。

「……なぜ私を殺していないの」

「熱はすっかり下がったようだけど、君に触れてみてもいいかな？」

　ギルフォードはロスマリンの質問など意に介すこともなく美しい笑みを浮かべ、さらに頬に手を寄せようとしてくる。ロスマリンはその態度があまりにも予想外で、目を見張りそうになるのを必死でこらえた。

　──なぜわざわざあの場で殺さず私を寝台に寝かせたのかしら？　今から私を殺すつもり？　それとも我がアーレンハイト家にも情状酌量の余地があるとお思いなのかしら？　いずれにせよ、もう一芝居打たなければ。

　混乱しながらもロスマリンは自身が取るべき態度を計算する。そして不自然にならない程度に大げさなため息を吐いてギルフォードの手を叩き落とし、彼の顔を睨み上げた。

「触らないでくださいませ」

「うん、悪くはなさそうで安心したよ」

「これはいったいどういうことかしら？　お父様がお知りになれば、ただでは済まされないわ。ここはどこですの？」

「薬が効きすぎていないようでよかった」

「ちょっと、話を聞いていらっしゃる？」

「ああ、もちろんだよ。君は怒った顔も可愛いね。もっと近くで見せてほしい」

　──これは、あの頃の精神支配の名残りかしら？

　ギルフォードの微笑みは砂糖菓子のように甘く、熱い視線はまるでロスマリンに恋する男のようだ。そのことに思い当たり、ロスマリンはさあっと血の気が引いていくのを感じる。

　解術は完璧だったはずだ。しかし今彼女の目の前で蕩けきった熱い瞳をしている男が正気であれば、ロスマリンに好意を持つはずがない。

「近づかないでっ！　意味がわからないわ。なぜあなたがこんなことを……」

「なぜ？　婚約者に触れたいと思うことの何がおかしいのかな？」

　ギルフォードは至極当然のことのように囁き、言葉を失うロスマリンのほうへ体を乗り出した。彼のたくましい両腕がロスマリンの体の両脇に置かれ、彼女は訳もわからず瞳を震わせる。

「なに、を……おっしゃる、の。私たち、は」

　すでに婚約関係を解消しているはず。そう告げようとしたロスマリンの声は、ギルフォードの艶やかな低音にかき消された。

「ここは王宮の君のための部屋だ。……そして君はこれから、僕の妃になる」

　ギルフォードの甘い声音に、ロスマリンは背筋がびりびりと震えるのを感じた。ロスマリンの予想では自分はすでに死しているはずだった。この男か、もしくは己の父の手によってこの命の蝋燭に灯る炎は消されてしまうものだと思い込んでいた。なによりロスマリン自身もその瞬間を切望していた。それなのに、なぜこのようなことが起こったのだろうか。

　ギルフォードはロスマリンがただひたすら困惑し、微動だにしない様子を見下ろしてうっとりと微笑む。そして微かに赤く色づいたロスマリンの頬を撫で、ゆっくりと口を開いた。

「ロスマリン、どれほど君が嫌がろうとこれは決して覆らないんだ」

「ですが、……私たちは、すでに婚約を解消しています、わ」

　ロスマリンは悪逆非道の悪者のように振る舞うつもりが、ギルフォードを前にしてただ不可解な現実に対する怯えを隠すことに精一杯になっている。恐る恐る事実を述べた彼女は、その言葉にぴくりと眉を動かしたギルフォードがさらに笑みを深めるのを見た。

「ああ、そうか。……だから君は新しい婚約者を探すために、こんなに悪趣味な格好をしていたのかな」

　正しく弁明するならば、ロスマリンにそうさせたのは彼女の父であるアーレンハイト公爵だ。しかし彼女がそのような弁明をする隙を与えられることはなかった。

　ギルフォードが躊躇うことなく彼女の顎に触れてさらに距離を縮める。ロスマリンは突如として吐息が唇にかかってしまいそうなほど近い距離で瞳を覗き込まれ、麗しい微笑みにただ圧倒されていた。彼はその様子を確認し、ますます笑みを深めて口を開く。

「とても許しがたい裏切りだね。ロスマリン、君が昔言っていたとおり『僕は君のもの』だ。しかしそれならば君も僕の、僕だけのものである必要があるとは思わないのかな？」

　その言葉はロスマリンの本心ではない。ただ公爵家の忌まわしき屋敷で、次期国王となるギルフォードを守りたい一心で放った言葉だった。しかし散々彼を貶めたロスマリンが今さらそのことを口にできるはずもない。──いえ、そんなことよりも。もしもギルフォードにかけた術が解けていないのだとしたら、一刻も早く彼を元に戻さなければ。

　ロスマリンの決意など知らず、彼は彼女が黙り込む姿を見ると恍惚とした表情を浮かべて彼女の耳元に囁いた。

「君の人生のすべては僕のものだ。君の死の瞬間さえも、僕だけのものだ。……もう一度確認しよう。聡い君ならわかるはずだ。君は誰の妃になるのかな？」

　彼が持つはずもない執着心をまざまざと見せつけられ、ロスマリンは目眩に似た何かに侵されて倒れてしまいそうだった。彼はいずれ、幼いロスマリンがかけた術から脱する日がくる。その時ロスマリンが唯一の妃となっていたら、どれほどの後悔に苛まれることだろう。

　──私たちの関係がこうでなければ、どれほどよかっただろう。

　ロスマリンはありもしない過去を夢想する自分が滑稽で嘲笑してしまった。砂漠に現れる蜃気楼のような錯覚の愛だ。彼女は努めてそれを突き放そうと彼の胸板を力を込めて押した。

「ばかばかしい。私は初めからあなたのものではないし、私もあなたなんてもういらないの。あなたの妃だなんて吐き気がするわ。それくらいならいっそ今ここで死んだ方がマシよ」

　吐き捨てるように言い放ったロスマリンの表情は氷のように冷たく、眼光鋭くギルフォードを睨みつけていた。しかし彼はそのようなロスマリンの態度など意に介することもなくいたずらを試みる恋人を甘やかすような笑みを浮かべて囁く。

「そうか。そこまで嫌われているとは知らなかったな。死を望むほど、僕が嫌いなんだね」

　ロスマリンは内心、まったく動じないギルフォードの態度に狼狽えつつ、努めて嘲笑を表情に張り付けた。

「ええ、そうよ。これ以上近寄らないで。所詮あなたは犬で、もう何年も前に私が捨てたの。野良犬が私の寝室にいるなんて到底耐えられないわ。あなたを見ているだけで虫唾が走る」

「視界に入るだけでも苦痛とは知らなかった」

「ふふ、あなたはこんな私を不敬罪で裁くのかしら？　そういえばあなたを散々傷つけた罰もあるのかもしれないわね」

　──だから今すぐに、私を見限って殺して。

「だから今すぐ死ぬべきだとでも言いたいように聞こえるね」

　まるで胸の内を読んだかのような囁きに、ロスマリンは一瞬表情を強張らせた。ギルフォードはその瞬間を見逃すことなく笑みを浮かべて囁く。

「だけど君が望む甘い死を、僕がそう簡単に与えるはずもないだろう？」

　これは罰なのか、それとも術の名残りによって作り出された虚像の愛なのか。彼女が思考を巡らせていられたのはこの時までだ。

「ロスマリンは悪い子だね。……君もよく知っているだろう。『悪い子にはお仕置きをしないといけない』」

　ロスマリンは名画のように完璧に美しく微笑むギルフォードの言葉に、動揺を隠しきれず思わず息を呑んだ。──『悪い子にはお仕置きをしないといけない』。それは、ロスマリンがギルフォードに精神支配のための術をかける際、必ず口にしていた言葉とまったく同じものだった。
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　アーレンハイト家の者にとって、精神支配の術とは何も秘技を持たずとも叶うものだ。術をかけることで相手の尊厳を奪い、依存できるのが己のみであると思い込ませて徹底的に不遇にし、頃合いを見て優しく甘やかす。

　現公爵は確かに精神支配に有利となる決定的な秘技を会得しているが、その他に彼が行うのは通常の精神支配の術と何ら変わらない。ゆえに、彼も秘技が通用しない相手には根気強く術をかけるしかないのだ。

『ロスマリン、お前があの子どもを調教しなさい』

　十四年前、公爵はその秘技がギルフォードに通用しないことに気付き、ロスマリンに大役を任せると言い放った。そうしておけば、いざ失敗に終わったとしても不出来な娘が暴走して王子を攫ったと言い訳ができるように。

　公爵家の地下室は昼間でも夜のように暗く、甘ったるい薬品の臭いがする。幼いギルフォードはその部屋の中で一方的に行われる蛮行に耐え続けていた。ロスマリンは幻惑を見せつけられ、精神を汚染され続けてもなお輝きを失うことのないギルフォードの瞳を見下ろして囁く。

　──本当はこんなこと、したくはないの。

『お前は誰の物？　話し方を忘れてしまったのかしら？　そうね、あなたはもう私の犬だものね』

　──あなたはあなただけのものよ。こんなところで、屈辱に耐え忍ぶ必要なんてない。

『……僕は犬じゃない』

　どれほど痛めつけられようと彼の目からは決して光が消えなかった。そのことにロスマリンは心から敬服し、同時に苦々しくも感じていた。彼が高潔であればあるほど、彼女は彼を酷い目に遭わせなければならないのだ。

『あら、本当に忘れっぽい犬なのね。ギルは悪い子だわ。そうねえ、ギル。悪い子にはお仕置きをしないといけないのよ』

『……何をさせる気だ』

『ご主人様の靴を舐めてごらんなさいよ』

　──嫌な夢だわ。いや、夢なんかじゃない。これは過去に起こったできごとだ。

　ロスマリンはあの日のギルフォードの怒りに燃える瞳を忘れたことがない。屈辱に耐えかね、激しい怒りの表情を隠すこともなかった。しかし彼は、彼女が彼の側近に暴行を働くかもしれないと嘯くと、躊躇いながらも彼女の靴に口づけた。

　それだけでなくあの日のロスマリンはさらに『キスではなくて、舐めてちょうだいと言ったのだけれど』と横暴を囁いて彼に激しく睨みつけられた。

『いつか天罰が下る』

　幼いギルフォードは確かにそう呟いていた。

　ロスマリンはその呟きが聞こえなかったふりをして、何か理由をつけてその場を去った。これ以上謂れのない侮辱に震える彼を見ていられなくて逃げ出したのだ。

　その日以降、彼女は自身に天罰が下る日が訪れるのをただひたすら待ち焦がれていた。──だというのに。

「ロジー、考え事をしているなんて、随分と余裕があるんだね」

「っ、あ……っ、嫌っ」

「嫌？　そうだね、君が嫌がることでなければいけないから、当然のことだ」

　おかしそうに小さく笑い声をあげたギルフォードは、寝台の上で息を乱すロスマリンを見下ろしうっとりとため息を吐いた。彼は柔和に微笑んでいながら横たわるロスマリンの手首をシーツに縫い付けるように押さえ、上から彼女の痴態を眺めているのだ。

　仕置きをすると言い放ったギルフォードは躊躇うことなくロスマリンの体を押し倒し、バランスを崩した彼女の片足に触れた。そのまま何をされるのかわからず震える彼女をじっくりと堪能し、素足を躊躇いなく舐めた。

　彼女がどれほど動揺し、逃げ出そうとしてもギルフォードは意に介すことなく熱心に足に口づけ舐めしゃぶり、熱い吐息を漏らす。そのうち彼の唇は爪先からくるぶし、足首から膝へと隈なく口づけながら徐々に体の中心へと近づき、彼女のドレスはすっかり乱れきって、きつく締められていたコルセットも抵抗する間もなく外されていた。

「あ……っ、う、」

「ほら、こんな男を誘うようなドレスを着ているから、こうして悪戯されるんだ」

　天使のように美しい男が、頬を上気させながら乱れたロスマリンの鎖骨に触れる。彼女はその指先が焦らすようにゆっくりと下へ降りてまろい乳房に触れようとしているのを見て、慌てて両手で胸を隠した。全身への甘い口づけに酔わされて自身のドレスがほとんど脱げかけていることに気付いていなかったのだ。

「や、やめてくださ、い」

「困ったな。僕は君が嫌がることをしないといけないから。……それともロスマリン、君は僕の妃になると誓ってくれるのかな」

　なぜそのようなことを願われているのか想像もできない。彼女はただ必死に思考を巡らせ、答えを見つけられずに俯く。その姿がギルフォードの目には拒絶のように映った。

「……そう。それならもっと君が嫌がることを続けなくてはいけないね」

「まっ、……っあ、ぅ」

　ギルフォードはロスマリンの制止を聞くことなく胸を隠す細い腕を掴み、彼女の頭上に縫い付けた。突然のことにロスマリンは目を白黒させ、ギルフォードの唇が己の胸の飾りに触れようとしているのを見てさらに息を呑む。

「ロジー、ほらよく見て。とても美味しそうだ」

「っ、やめ……ん、ぁっ……！」

　まるで見せつけるように表情を覗き込まれ、ロスマリンは慌てて拒絶の声をあげようとしたものの、ギルフォードの行動を止めることなど不可能だった。彼の唇が固く実った乳首を口に含む。

「っん、あ、っ、……やっ、ああ」

　ギルフォードは飴を舐めるようにねっとりと乳首の輪郭をなぞり、彼女が熱い吐息を吐き出したのを見て、咎めるように甘く噛みつく。空いた手でもう一方のふくらみを柔らかく揉めば、彼女は耐え難い快楽を逃がそうと腰を揺らした。

「こんなに固くして、僕が触れるとたまらなく気持ちがよさそうにしているのに、君の心は嫌がっているのかな」

「あっ、そこでしゃべらな、ぁ、ああ」

「じゃあ、僕のような不埒な男に二度と襲われないよう、こういうドレスは控えてね」

　ギルフォードはロスマリンに答える隙を与えず微笑んで囁き、脱げかけていたドレスを躊躇いなく引き裂く。

「ひ、っ……、や、やめ」

「残念だけど、君が妃になると誓うまで、僕はやめてあげる気がないよ」

「ど、うして」

「君は僕のものだ。僕だけの。……何人たりとも君に触れてはならない。ロジー、君に触れていいのは僕だけだ」

　力強い宣言にロスマリンは言葉を失う。なぜ、どうしてと疑問ばかりが頭を巡り、今目の前で起こっていることがまるで夢のようにさえ感じられるのだ。はくはくと唇を震わせ、笑みを浮かべるギルフォードにその唇を奪われると、訳もわからずされるがままになった。

「ん、んんぅ……ふっ、ん」

　彼女が初めて受けた口付けは優しく幸福なものではなく、淫靡で衝撃的なものだった。柔らかく触れた唇に食まれ、呼吸を続けようと薄く口を開くとその隙間から舌が捩じ込まれる。彼の舌はねっとりと歯列をなぞり、彼女の舌を吸って口内を自在に蹂躙する。ロスマリンはまだ知らぬ未知の快楽に足を取られ、ろくな抵抗もできずに息を乱すばかりだ。

「はは、もしかして口付けははじめてかな」

　嬉々とした声で耳元に囁かれ、その甘ったるさにロスマリンは自身の背筋がぞくぞくと震えるのを感じた。このようなことを、長年婚約者がいたロスマリンが経験しているはずがない。当然のことなのだが、ギルフォードに指摘されるととても恥ずかしいことのように思えて頬が紅潮していく。

「見ない、で」

「君の肉体はこんなに熱心に男を誘っているのに、君の心は純真なんだね。どうしてこうも君は可愛らしいんだろう。十四年間、君は僕のために貞操を守ってくれていたのかな。そうだとしたら嬉しいよ。ロジー。……でももう守る必要もないよね。僕が君の全てをもらうんだから」

　うっとりと蕩けた瞳を浮かべたギルフォードが、予告なく再びロスマリンの唇に噛み付く。彼はまるで長らく餌の前で待たされ続けた獰猛な野獣のように唇に食らいつき、興奮を隠そうともせずに彼女の体に触れた。胸を弄っていた手はやわやわと肌を撫でながらへそからその下へと降りていき、彼女が長い口付けに脱力してしまった頃には、とうに秘所へと到達していた。

「ああ、とても感じているんだね」

　ロスマリンはくつくつと笑う彼の手に触れられて、初めて己の体の中心が酷く泥濘んでいることに気づいた。

「っ、ひぁ！　っ……な、なん、で」

　ショーツの上から輪郭をなぞるように秘所をくるくると撫でられ、ロスマリンは混乱のまま高い声で鳴いてしまった。それが己の唇から漏れ出た声であることが信じられず、両手で口を塞ぐ。ギルフォードはその仕草さえも愛おしそうに微笑んでいた。

「君は僕に触れられるのがたまらなくいいんだ。君の体が僕に触れられたがってる。わかるだろう？」

「ん、ぁっ、わかんな……っあ……！」

　彼女が拒絶の言葉を吐こうとした途端、曖昧な力で触れていた指先がわかりやすく主張した突起を引っ掻く。その強烈な刺激に目の前が真っ白になり、爪先がピンと張り詰めるような不可思議な感覚に突き落とされた。心音がうるさい。まるでギルフォードに聞こえてしまいそうなほどだ。

「もう達してしまったんだね？　ロジー、かわいいね。もっとよく見せて」

「あ、あぁっ……や、やめ」

　くちゅり、と淫靡な音が聞こえる。彼女はそれが己の秘所から発せられたはしたない音であることを察して、顔から火が出てしまいそうだった。ギルフォードはまるでロスマリンの拒絶の言葉を遮るように音を聞かせ、彼女の表情を覗き込んでいる。

「本当にやめてほしいのかな。ロジー」

「あっ……ぅああ、ん、んんっ、やめ、やめて」

「はは、じゃあ僕の妃になると誓う？」

　──どうしてそうなるのよ！

　ロスマリンは叫びたい思いでギルフォードを睨みつけたつもりだが、その眼力は彼の巧みな悪戯のせいで弱々しく曇った。

「ひぁああん……っ！　ぁ、ああっ、や、触らな……っ！　ああんっ！」

「君ならそう言うだろうと思っていたよ。それならもう、先に進むしかないね」

　朗らかに囁くギルフォードの手によってショーツを脱がされる。息が整う前に両足を掴まれ、力を込めて開かされた。ギルフォードはロスマリンの秘所を覗き込むようにして寝台に座り直し、ロスマリンの体を折って両足を彼女の顔の両脇に押し付けた。

「やっ、なに……っあぁ！」

「君のここがよく見えるね。ああ、すごく濡れているよ。ロジー、君からも見えているかな？」

　ショーツが脱がされたことで、ロスマリンの秘所はしっかりと二人の眼前に晒し出されている。ギルフォードが言ったとおりそこはぐっしょりと濡れ光り、たらたらとはしたなく粘性の液を垂らしていた。ギルフォードの節くれ立った長い指先が、ロスマリンの濡れそぼった突起に近づく。ロスマリンはすでに、そこを刺激されるとたまらなく体がおかしくなり、目の前が真っ白になってしまうということを学習していた。

「っ、や、だめっ……っんあああっ……！」

　だめだと言っても、ギルフォードが行為を止めることはない。

　──私だって十四年前、ギルに同じ仕打ちをしたじゃない。

「考え事はだめだと言ったよね」

「ひぁああっ……！」

　過去を悔いる暇もない。繊細な動きで突起を刺激していた指先は、ロスマリンの行動を詰って荒々しい手つきに変わっていく。ひっきりなしに強い快感に追い詰められ、ロスマリンは引き攣った呼吸を繰り返すだけで精一杯だ。やがてギルフォードの指先が秘所から溢れ出して肌を伝い流れる粘液をなぞると、彼女はそれがこぼれて流れ出るほど感じ入っていることを晒し出されているような気分になった。ギルフォードは滴り落ちる粘液を指先で掬って、ロスマリンに見せつけるように舐めとり、制止を聞くことなくその唇を秘所へと寄せる。

「っ、いやっ、ああっ、あんっ、ひあああっ……！」

「君はよく、僕に君のことを舐めさせたがっていたよね」

　ギルフォードがはしたなく音を立ててロスマリンの粘液を啜る音が響き渡る。彼女はその音を聞くと泣きたい気分で必死に首を横に振り、ギルフォードの頭を押し返そうと躍起になった。しかしその抵抗はまるで意味をなさず、むしろギルフォードの頭を秘所へと押し付けている。体の中心に溜まった欲情を絶えず強引に引き出され、ロスマリンは逃げ出すこともできずに呼び起こされる快感に悶え続けている。

「ち、がっ……あんっ！　ああっ」

　いやいやと首を振るロスマリンはとうとうその瞳から大粒の涙をこぼして目をきつく瞑った。彼女は己の悪行が彼の心に闇を灯してしまったのだと打ちひしがれ、ろくな抵抗もできずに快楽に呑み込まれる。

　彼女はなぜこのようなことが起こっているのか理解ができなかったが、一方で間違いなくギルフォードが彼女との間に起こった過去を覚えており、そのせいで彼がおかしな行動を起こしていることを察していた。

「目を逸らさないでロジー。君がこうなっているのは僕のせいなんだ。それをよく見ていて」

　優しく甘い声に囁かれて、彼女の肩がぴくりと震える。頬を流れる涙を柔らかな手つきでなぞられ、ロスマリンは性懲りもなく瞼を開いた。その途端、眼前に信じがたい光景が映る。

「っ、……なに、」

「君のすべてをもらうよ」

　美しく成長を遂げたギルフォードが、天使のような微笑みを浮かべながらロスマリンの濡れそぼった蕾に舌を伸ばし、長い指先をその下の蜜壺に突き入れようとしている。

「やめ……っ～～！」

　思わず絶叫しかけたロスマリンの声はギルフォードの性技の前に霧散して消えた。隘路を躊躇うことなく突き進む指先にロスマリンの粘液がしっとりと絡みつく。ギルフォードの指が的確に彼女の弱点を暴こうと蠢き、腹を内側からなぞるように嬲った瞬間、ロスマリンの腰がひくりと動いた。

「ここがいいんだね」

「っ、ひ、あああっ、や、ああ」

　ギルフォードが刺激に弱い蕾を絶えず舐めしゃぶりながらその箇所を擦ると、ロスマリンはあっけなく快楽を極めて全身を痙攣させた。

「ロジー、達するのが上手だね。とても素晴らしいよ」

「ひ、あ……っ」

　ロスマリンは過ぎる快楽に足を取られ、言葉を紡ぐこともできない。ただ快楽を逃がそうと努めて呼吸を繰り返し、それを妨げるように中を擦られるたび高い声をあげて猫のように媚びてしまう。彼の指先は次第に大胆にロスマリンの中を引っ掻いて執拗に擦るようになり、その指が根元まで深々と突き入れられるようになるころには、彼女は快楽に全身を絡め取られ、もはや指先一つ己の意思では動かせないようになっていた。

　ロスマリンは己が達するたび中から分泌されるはしたない粘液を美酒のように啜るギルフォードのことを見ることができずに顔をそらすのに、彼はそのたび彼女の名を呼んで注意を促し、さらに執拗に蕾を舐め、甘噛みする。耐え難い快楽のるつぼに、ロスマリンはあっけなく陥落してしまった。

　──何一つ考えがまとまらない。

　ただ快楽を受け入れるだけで精一杯になっているロスマリンに、ギルフォードは満足げな笑みを浮かべて甘いキスを落とした。

「ロジー、目がとろとろだ。気持ちがいいんだね」

「ど、うして……、こんな、ぁ……こと、……んっ」

「どうして？　君が悪い子だからお仕置きをしているんだっただろう？　気持ちがよすぎてもう忘れてしまったのかな。ロジー、君が僕の妃になることを、今さら拒んだからだよ」

　ロスマリンはなぜギルフォードがそのようなことに執着するのかわからない。復讐がしたいのだろうか。それほど憎んでいるということなのだろうか。それともやはりまだ精神支配に苦しんでいるのだろうか。ロスマリンの頭は混乱するばかりで、ギルフォードに微笑まれるたび居心地の悪さに震えている。しかし同時に胸の奥がくすぐったくなることにも気づいていた。

「ロジー、もう一度聞くけど、僕の妃になると誓ってくれないのかな」

　彼の瞳は熱せられたチョコレートのようにどろどろと甘く光っている。ロスマリンはその色気の籠った妖しい微笑みに唆されてしまいそうで逃げるように顔をそらした。

　──これがギルの本心であるならば、どれほどよかっただろう。けれど決してこの言葉が本心であるはずもない。

　ロスマリンは十四年前の己の仕打ちを思い返し、結局黙り込んでしまう。頑なに首を縦に振ろうとしない彼女の姿に、ギルフォードが笑みを浮かべながら言った。

「そう。じゃあ力ずくで僕のものになってもらうよ」

「なっ……ん、ぁあ……！」

　ギルフォードは咎めるように彼女の内腿に口付け、強く吸って鬱血痕を残した。彼は秘すべき所に鮮やかに咲いた執着の痕を見下ろし、薄く笑みを浮かべる。

　──ギル、なぜこのようなことをするの？

　ロスマリンは心のどこかで、拒絶を繰り返せば彼が正気に戻るだろうと思い込んでいた。しかし現実は彼女の思い描く未来とは真逆の方向に進んでいる。

「……どうしてそんなに驚くのかな。どんな禁じ手を使ってでも手に入れたいものは奪うべきだと教えてくれたのは君じゃないか」

　そのようなことをしなくとも、この世のすべてがギルフォードのものだ。ロスマリンはそう確信していたはずなのに、彼が一瞬苦しげな表情を浮かべたように見えて、目を見張った。

「ロジー、十四年前君もそうしたじゃないか。どれほど嫌だと言って抵抗しても、結局君が期待したとおりになった。選択肢なんてないんだ、ロジー。君は僕のもので僕も君のものだ。これは覆らない事実なんだ。……だから今ここで君がどれほど抵抗しようが無駄なんだよ。君が折れて僕の妃になるか、君が折れることなく僕に抱かれて子を孕み、結局僕の妃になるか。たどり着く答えは同じなんだ」

　ギルフォードは静かに囁きながらロスマリンの腹に触れる。その手つきはロスマリンの腹に何かを宿そうとしているかのようにも見えた。ロスマリンは誤った答えにたどり着こうとしている彼の姿に目眩を感じ、弱弱しく腕を掴んでもう一度拒絶の言葉を口にしようとしていた。

「っ、げほ……っ、けほっ、けほ」

　しかしその言葉は何一つ口から出てこず、代わりに空咳が飛び出る。慌てて咳を抑えようと片手で口元を塞ぐと、ギルフォードは少し前までロスマリンを脅していたとは思えぬほど悲痛な表情を浮かべて彼女の頬に触れた。

「ロジー」

「っぐ、けほ……っ、大丈夫、です……っから」

「……それなら続けよう」

　残酷な言葉を口にしているのに、ギルフォードは傷つけられた子どものような表情を浮かべている。彼女には彼のその表情が、どうしてか昔の幼い彼と被って見えた。ロスマリンが呆然とその姿に見惚れているうちに、彼はもう一度ロスマリンの腹に触れて瞼を閉じる。

「っ、なにをして……！」

　呆気に取られていたロスマリンは反応が遅れ、ろくな抵抗を試みる間もなく彼に呪文のような何らかの言葉を囁かれた。全てを終えた彼はゆっくりと瞼を開き、彼女に言った。

「これで君は、一度僕に子種を注がれればどう足掻いても僕の子を孕む体になった」

「な……っ、」

「ロジーも知っているだろう。一度の交接では子を授からないこともある。だが僕には君と同じように特別な力が授けられているから、君の体に力を込めるだけでそれを叶えることができる」

　ギルフォードはアーレンハイト家に連れ去られたばかりの頃によく見せていた無表情に似た顔つきで、ロスマリンの瞳を射抜くように見つめている。

　ロスマリンは彼にこれほどまでに執着されているとはつゆほども想定しておらず、ただ彼の真剣な顔つきを見上げることしかできずにいる。しかしそれも彼に腰を掴み寄せられて怒張が許可なく秘所に擦られると、生理的な危機感を覚え無意識に逃げ出そうとシーツを蹴った。

「これは君が選んだことだ」

　だがそのような抵抗は、ギルフォードの前では児戯のようなものだ。

「まっ、……ああっ！」

　散々解された蜜壺は難なくギルフォードの強直を飲み込み、最奥へと誘った。ロスマリンの心情とは真逆に肉体は歓喜に打ち震え、背筋が感電してしまったかのようにびりびりと痺れる。たった一突きで法悦に呑まれたロスマリンははくはくと唇を震わせ、暗い笑みを浮かべるギルフォードに視線を絡めとられた。

「はは、かわいそうなロスマリン。……っ、君の純潔は、たった今散らされて、しまった、ね！」

「ああっ、あ、あんっ、や、やあ……っ」

　ロスマリンの快楽が極まってもギルフォードは休むことなく腰を穿ち、彼女の正気を奪い尽くしていく。彼はロスマリンの体を折り曲げて屹立が蜜壺に飲呑み込まれていくところをまざまざと見せつけ、ロスマリンが中を擦られるたび少しでも甘い声をあげれば執拗にそこを責め立てた。ロスマリンは絶え間ない快楽の波に溺れ、ただむせび泣くことしかできない。

「ひあああっ、あ、ああっ」

「また達してしまいそうなのかな、……っいいよ、いくらでもよくなればいい」

　ギルフォードはくつくつと笑いながら、ロスマリンの胸を弄り、そこにロスマリンの気が取られれば隙をついて蜜壺の最奥をぐりぐりと擦る。あちこちを刺激されるロスマリンは、目眩のような快楽に全身を染め上げられて、たまらず甘く喉を鳴らした。

　息が整わないうちに名を呼ばれて熱く口づけられ、逃げ場のない快感が弾ける。

「ん、んんっ、ひ、や、っ、あああ……っ！」

「……っ」

　前後不覚になってただ快楽に身を任せていると、ギルフォードが耐えるように眉を寄せて奥歯を噛み締めているのが見える。その苦しげな表情が胸に刺さって、ロスマリンは夢うつつのまま彼の頬へ手を伸ばした。この時ロスマリンは、過ぎる快楽に全身を犯されて正常な判断が下せなくなっていたのだ。

「ギル……」

　決してもう呼ばないと決めていた愛称を囁くと、ギルフォードは目を見開いて、ぽたりと涙のような汗をロスマリンの頬へ落した。

「ロジー……？」

　二十八歳の次期国王であるギルフォードは引く手数多だろう。美しくもたくましく、優美で力強い。天使のような顔立ちとは裏腹に彼の声音は実に男らしく乙女の心を揺さぶるだろう。そのはずが、ギルフォードのすべてがアーレンハイト家のおぞましい力によって歪められてしまった。──今この場所で一刻も早く解術することはできないだろうか。

　通常では聖水の用意が必要になるのだが、それを準備している暇はない。ロスマリンは疲れきってくたびれた頭で考えを巡らせ、ようやく覚悟を決めて頬に触れていた手を彼の額へと伸ばす。だがその手はあっけなくギルフォードに掴まれてしまった。

「今度は何の術をかけようとしているのかな？　僕を操ってここから逃げるための術？」

「そ、うでは……っ」

「君の中に、僕がいることを忘れていないよね」

「っ、あ、んっ……っ」

　忘れるはずがないどころか、彼女はそれが先ほどよりも存在感を増しているようにさえ感じていた。しかし彼女はそのことをどのように伝えればよいのかわからず顔を背け、結局ギルフォードの手によってすぐに視線の先を彼へと戻された。

　美しい男の瞳にただ一人己だけが映る。それがロスマリンにとって、何よりも背徳的だった。なぜなら彼女は決して彼の瞳に映されていい人間ではないと確信しているからだ。

「僕が君の中に子種を放ったら、君はどれほど僕を嫌っていても僕の子を孕むことになる」

　そうすればギルフォードは今後精神支配から逃れたとしても、憎しみの対象であるロスマリンをすぐ側に置いておかなければならなくなる。それはなんという地獄だろう。

「ロスマリン、君はそれでいいんだね？」

　ギルフォードは囁きながら唆すようにゆっくりと腰を動かして、確実にロスマリンの快感を呼び起こそうとしている。彼の頬に触れていた手は、彼に何度も口づけられていた。

　このまま黙り込めば、ギルフォードはずっとロスマリンのものだ。彼女は悪魔のような囁きが耳に聞こえた途端、ふるふると首を横に振った。

「だめ、だわ」

「……それなら僕の妃になるんだね？」

「それは……っあああ!?　ひあっ、ああっ、」

　口ごもるロスマリンを責めるように熱い怒張が最奥をこつこつと叩き、そのたびに視界に星が散る。

「うん？　何かな？　よく聞こえないよ、ロジー」

「あ、あああっ、あんっ、ひ、あああ……！」

「気持ちがいいんだね。僕も気持ちがいいよ。思わず君の中にすべてを出してしまいたいくらい」

　これはギルフォードの最終警告なのだ。はっきりと言葉にされたわけでもないのに、彼女は耳元に甘く囁かれるだけでぞくぞくと背筋が震え、本能的な恐怖にかられて絶叫するように叫んだ。

「なりま、す……っ、あなたの」

「僕の？」

「あなたの、妃に……っ、なります、からぁ……っ」

　息も絶え絶えになりながらロスマリンが言いきると、ギルフォードは一瞬切なげな表情を浮かべてすぐに笑みを見せた。

「それはよかった」

　ギルフォードの甘い囁き声に、ロスマリンは訳もわからずにこくこくと頷く。一方ギルフォードは快楽に翻弄され、自我を失うロスマリンを見下ろし、予告なく強直の切っ先を抉るように子宮口に叩きつけた。

「……っひあああああっ～～!?」

　感じたことのない強い快楽が襲い、ロスマリンははくはくと浅い呼吸を繰り返す。まるで感電してしまったかのように全身が痺れていた。自身に訪れた強い快楽が何なのかすら判別がつかず、目を白黒させるロスマリンを、ギルフォードはすべて見下ろしていた。

「……君の賢明な決心のおかげで、明日も僕は君とこうしていられる」

　それが果たしてギルフォードの本心であったのか、ロスマリンが尋ねることは叶わない。

「なんで、そんな……ひぁんっ、あんっ！」

　ギルフォードの剛直が一気に引き抜かれ、腹の上に白濁した液が吐き出される。ロスマリンはその光景をただ呆然と見下ろしていた。息を乱したギルフォードが汚れたロスマリンの腹を丁寧に拭い、頭を優しく撫でる。

「かわいいロジー、君は僕のものだよ。それがわかるまでたくさん愛してあげるよ」

「っひ、あああぁあっ……!?」

　その日のギルフォードは結局それからもロスマリンが気を失うまで彼女の体を蹂躙し続けた。
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　公爵にとって娘とは使い勝手のよい駒でしかない。ロスマリンはそのことに絶望するよりも先にすべての調教を終えられていた。

『お前の血はアーレンハイトのためのもの。つまり当主である私のためのものだ。わかるな？』

『はい、お父様』

　己のすべてが家門のための物であり、苦痛に耐えるのもまた家門のため。彼女はそれがこの世の理であり、正しいことなのだと信じ込んでいた。公爵の特殊能力によって生み出される毒はこの国唯一のものであり、物心つく前からそれを実験と称して浴び続けたロスマリンはいわば中毒症状を起こしている。彼女がその異常性に気づいたのは九歳の誕生日だった。

　公爵に精神支配のための毒が与えられたように、彼女には夢渡りの力が備わっていた。この力は相手の夢に干渉することでその者の心に触れることができるものだ。しかし幼いロスマリンはその力の存在を認識しておらず、中毒症状に苦しむ己の目の前で公爵がカウチに寝そべって舟をこぐたび、邪心に満ちた彼の策略を目にすることになり、恐ろしさにただ震えていた。だがそれも九歳を迎えたその日、夢渡りで見たとおりに父から第一王子の篭絡を命じられた時、疑念が確信に変わった。己には夢で相手の心の中を盗み見る力がある、と。

　公爵は決して家門のためにロスマリンを苛め抜いているのではない。己の野望のためにロスマリンを都合のいい駒にしようと画策している。ロスマリンには母がいない。兄弟も姉妹もいない。父は自身にとって代わる長子が現れることを恐れ、同時に自身の絶対的な駒となる子に執着していた。それゆえに父は妻を支配し、子を支配し、壊れてしまえば躊躇いなく殺した。

　──だから私も、公爵に精神支配が解けてしまったと悟られればあっけなく殺されてしまう。

　ロスマリンに残された答えはただ一つ。公爵の支配から逃れつつあることを隠し、好機を窺うことだった。彼女は己に特別な力が芽生えたことを決して公爵には明かさず、何の力も授からないことに苛立つ公爵から定期的な暴力を受け続けた。愛など教わらなかった。優しさなど知らない。無意味な物だ。情けや思いやりも必要がない。そう思っていたのに。

『あの小賢しい王子め……！』

　公爵が王の精神を操って政に干渉するたび、ギルフォードは幼いながらも会議に顔を出し、果敢に意見を口にしていた。王の精神は汚染されきっているため結論が変わることはなかったが、それでも彼の主張は一部の貴族の心を動かし、王子が王位に就く時を早めるべきだと言う者まで現れている。狡猾な公爵がこの状況を見逃せるはずもない。

　ロスマリンは常日頃人を馬鹿にしたような笑みを浮かべている公爵が、ギルフォードの行いを口にするたび憤慨する姿を見て胸が空くような思いがしていたのだ。幼いロスマリンから見ても、ギルフォードの主張はいつも民を思う正しいものだった。──ギルフォード第一王子とは一体どのような人なのだろう。

　ロスマリンが繰り返される苦痛の日々の中、彼を正しい人として尊敬するようになるのにそう長く時間はかからなかった。そんな時だ。公爵が彼女に無謀な命令を下したのは。

『ロスマリン、お前はこれからあの忌々しい偽善王子の妻となれ』

　父の命により参加した王宮の茶会は、実質第一王子の婚約者候補を探すための場でもあった。ロスマリンはそのことをよくよく言い含められていたから、その場には必ず顔を出した。だが決して第一王子の側に近寄ろうとはしなかった。そうだというのに、どうしてか彼は避け続けるロスマリンの前に姿を現して言った。

『そこの君、もしかして体調が悪いんじゃないかな』

　──この世にこんなに綺麗な存在がいるなんて。

　今でもばかばかしいとは思うが、その時のロスマリンは本当にギルフォードが天使のように見えた。彼女は父が気に食わないことがあれば癇癪を起して暴力をふるう姿をよくよく見ていたし、彼女自身も軽率な行いで何度も躾をされ、痣を作った。だというのにその天使はまるでこの世の暴力や苦しみなど知らなさそうなほど美しい微笑みを浮かべてロスマリンの体調を気遣っていた。

『ご令嬢？』

『あ、ええ。何でもありませんわ。ただ少し眩暈がしただけで』

『それはよくない。すぐ近くに薔薇園があるからそこまで案内するよ。あそこは日影が多くて過ごしやすいだろうし。……よければこれを使って』

　善意を隠しもしない優しい指先が、ロスマリンの目の前に折り目正しく畳まれたハンカチを差し出す。思えば恋に落ちるにはあまりにも単純すぎる動機だった。

『ありがとう、ございます』

　今時ロマンス小説にも描かれはしないだろう程簡単に恋に落ちた少女は、それ以降どれほどつらい夜が訪れようと、王子に差し出されたハンカチを握りしめて痛みをじっと耐え忍んだ。

『ギルフォード王子とはどうなっている』

　公爵の目がない茶会では努めて王子から離れた場所に隠れ続けた。

『……私の顔があまりお気に召さないようです』

『なんだと？　顔だけは手を付けないでやっているというのに……！』

　──本当はもっと話したい。いや、そんなことをして、父がギルフォード様を傷つけたらどれほど後悔するだろう。

　はじめのうちは気遣わしそうに私の顔色を窺っていたギルフォードも、彼女が距離を取り続けるのを見て、何かを察したのか視線を向けることもなくなった。

　葛藤するロスマリンの心を置き去りにして、公爵はあっさりと第一王子とロスマリンの婚約を取り付けた。現王は心を病み、ほとんど公爵の傀儡人形と化している。そのことを痛いほど思い知らされた。

『いいかロスマリン。第一王子をお前の人形にしなさい』

　公爵はおぞましい命令を口にし、ロスマリンの頭を撫でる。力のないロスマリンはただ震えを隠しながら頷き、一方で婚約後も王子とは形式的な茶会だけを済ませて逃げ帰っていた。

　そうして日々を騙し騙し過ごしていたロスマリンにとうとう絶望の日がやってくる。

『何をする！　やめろ……！　このようなことが知れればどのような目に遭うかわかっているのか！』

　公爵が第一王子を攫いだしたと聞いた時、ロスマリンは全身が凍り付いてしまったかのような錯覚を起こした。公爵家地下の仕置き部屋から絶え間なく叫ぶ声が聞こえてくる。あの部屋は人の精神を歪ませるためだけに存在し、一時間が一日、いやもっと長く感じるほどの苦痛を味わう部屋だ。

『お父様……』

『ロスマリン、お前がアーレンハイト家の願うとおりにできなかったから、父である私がこのようなおぞましい行為を強いられているんだ。わかるな』

　ロスマリンの父の心には悪魔が住みついている。父は悪魔のような言葉を囁きながら、常に聖人のような微笑みを浮かべている。

『ゆえにこの苦しみは、お前が背負わねばならん』

　十歳を迎えるころには、ロスマリンも善悪の判断がつくようになっていた。国の第一王子であらせられるギルフォードに精神支配のための術をかけるのは大罪にあたる。しかしそれを公爵が自ら行わないということは、公爵が調合する独自の毒がギルフォードには通用しなかったということだ。昨日公爵が酷く癇癪を起していたのはこのためだろう。

　ロスマリンは父の姿を盗み見ては存在が不確かな神に感謝の言葉を叫びたいほど安堵し、足音を立てず自室へ戻った。姿見に映るのは、父が他者を誘惑するためだけに磨き上げた顔を持つ人形だ。父はロスマリンを最も使いやすい駒だと認識している。ゆえに父がギルフォードの精神支配を命じる相手は、間違いなく自分になるだろうことをロスマリンは察していた。彼女はドレッサーの三番目の引き出しからハンカチを取り出して胸に抱き、深呼吸とともに瞼を開く。

　こうしてロスマリンは死へと続くいばらの道を歩む覚悟を決めた。

『お父様、必ずや私が、あれを手中に収めて見せますわ』




　地下の仕置き部屋からは嗅ぎ慣れた毒の匂いがする。妙に甘ったるく、ねっとりとした匂いだ。

『誰だ……』

　ギルフォードは目隠しをされ、両手を後ろで括りつけられていた。部屋は年中真っ暗で光が差すことはない。この部屋の主が訪れるその時以外、音も光も何もかもがない。そのような場所に押しとどめられれば人間はあっという間に精神を壊してしまうのだ。

　ロスマリンは声をあげることなくギルフォードに近づき、幻惑の蝋燭に火を灯した。

　──さすがに一つも使った形跡がなければすぐに疑われる。

　ロスマリンはほとんど正確な手順でギルフォードの精神支配を試みた。ギルフォードはやはり高潔な人間で、初歩的な術では決して揺らがなかった。それゆえにロスマリンはその手を緩めることができず、拷問にも似た行為を繰り返した。

　一番ギルフォードに効いたのは、他人が鞭で打たれる幻惑を見せる蝋燭だった。

『おい！　もうやめろ……！　僕を打てばいい！　やめろ！　っ、やめてくれ……、頼む、このとおりだ』

　善良な人間にはこの蝋燭の香りが一番効く。父が嬉々としてそれを話していたことを思い出し、ロスマリンは迫りくる吐き気を必死に堪えていた。彼が懇願して頭を下げるようになれば、彼女は躊躇せず彼の目隠しを解いて顔を見せた。彼女の顔を見た瞬間、ギルフォードは隠すことなく目を見開き、困惑して唇を震わせ、悪夢を見せられたような青い顔をしていた。ロスマリンはその表情を見ただけで、潰れそうになる心をひた隠して言う。

『仕方がないから、あなたのお願いを叶えてあげるわ』

『き、みは……、ロスマリン公女……？　なぜ、このような』

『だからちゃんと覚えてちょうだい。あなたのものは私のもの。あなた自身も私のもの。私だけのものなのよ。いいわね』

　己を攫いだしたのが婚約者であるアーレンハイト家の令嬢であることを悟ったギルフォードは、呆気に取られていた瞳に怒りを燃やしてロスマリンを詰った。

『なんというおぞましいことをするんだ！　どれだけの数の人を傷つけた！』

　ギルフォードは幻覚を見せられていたことがわからず、居もしない人間を救おうと躍起になっていた。今でもロスマリンは思う。あの瞬間、己の保身ではなく真っ先に民の安否を気にして怒りを見せる彼だからこそ、この身のすべてを託そうと決められたのだ。

『うるさい犬だこと。いい？　これからあなたは私の犬になるの。もっとお利口でいられるよう、躾けてあげるから喜びなさい』
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　夢渡りは精神支配に最も適している。ロスマリンはそのことに気付いていながら、決してギルフォードの心の自由を奪おうとは思わなかった。昼間は傍若無人に振る舞い、夜はギルフォードの夢を守る。彼の夢はいつも幸福なものなのに、気を抜くと万年筆からインクがぽたりと落ちる時のように突然黒いシミが広がり、あっという間に闇に呑まれる。

『やめろっ……！　っやめてくれ！』

　十四歳のギルフォードが夢の中で思い描く十歳のロスマリンは嗜虐的な笑みを浮かべて、彼の目の前に跪く王宮の使用人を鞭で打とうとする。その度彼は決して動かない体をどうにか動かそうと躍起になる。だが、夢の中で己の行動を変えることができる人間はいないのだ。夢渡りしたロスマリンはいつもその悪趣味な様子を見て、もがき苦しむ彼の前に躊躇うことなく現れ、夢の中の自分の悪行を身を張って止める。彼は夢に現れる二人のロスマリンに心底困惑しているようだったが、それも夢が終われば忘れてしまうことだ。

『どっちが本物の君なんだ』

『そんなこと、どうでもいいことだわ。だから早く幸福な夢に戻って』

　毎日これを続けることによって、ギルフォードはぎりぎり精神を保ち続けていた。彼は悪魔のような囁きを続けるロスマリンをきつく睨み上げ、決して屈服しない。ロスマリンは彼のその行為が彼女の首を絞めていることを理解していても、ついぞ夢渡りをやめなかった。

『なぜあの男は、いまだにお前を反抗的な目で睨んでいる』

　不出来な娘を、アーレンハイト公爵は許そうとしない。三か月が経過してもギルフォードの心を完全にものにできないロスマリンを激しく鞭で打った。

『なぜお前は私にこのような酷い行いをさせるのだ。ロスマリン』

『お、おとうさま、っ……ああっ……！』

　──これは夢だわ。いつもの、毎日見ているただの過去の夢。

　十四年も前、ロスマリンの過去に起きた事実だ。今起こっていることではない。彼女は胸の内でそう強く念じて、鞭が打ち付けられる瞬間にきつく目を瞑った。しかし慣れ親しんだ痛みが一向に訪れないことを不審に思い、顔をあげる。

「え……？」

　その先に、ロスマリンをかばう形で鞭に打たれる若き日のギルフォードが立っていた。

　──これは夢だ。だがしかし、これまでの夢でこのようなことは一度もなかった。ロスマリンは自身の夢の中で、現実に起こっていない場面を見ることがない。彼女の夢に登場する人物は現実で起こったこと以外の行動を取ることができないはずなのだ。それなのにギルフォードは本来彼が立ち入るはずがない公爵の寝室で、ロスマリンを守るように立ちはだかっている。

「……ようやく君を守ることができた」

「な、にを……」

　己の夢の中では都合のよいことなど起こらない。ロスマリンの夢は、いつも過去の繰り返しでしかない。ではなぜギルフォードはロスマリンを守ろうとしているのか。彼はロスマリンの父が形を失いどろどろと溶け、消え失せていくのを見遣ってゆっくりとロスマリンを振り返った。その姿はいつの間に大人の彼へと変貌を遂げている。

「ロスマリン」

「どう、して……ここ、に」

「ロジー」

　ギルフォードは幼いころのロスマリンが求めたように彼女を愛称で呼び、甘く蕩けてしまいそうな視線でロスマリンを見下ろしている。彼は躊躇うことなくロスマリンの頬に触れ、この世の宝物を手に入れたかのような満ち足りた笑みを浮かべた。異様なほど熱を帯びた視線に囚われ、ロスマリンは彼のこの瞳に既視感があることを思い出す。

　──そう、私はギルフォードに寝台に押し倒されて、それで……。

　ロスマリンが現実の己を思い出そうと思考を巡らせると、あたりはいつの間にか公爵家にある彼女の寝台の上に切り替わっていた。現実を自覚した途端、ギルフォードの瞳に映るロスマリンが大人の姿に戻る。彼は美しく成長したロスマリンの姿に目を細め、甘やかに彼女の愛称を囁いた。

「ロジー」

「どう、してこんな」

　動揺して震える声を上げるロスマリンに夢の中のギルフォードが説明をするはずもなく、彼は現実の彼と同じように彼女の唇を吸い、体を押し倒す。不可解な夢に慌てたロスマリンが現実に戻ろうと呪文を唱えたその時、ギルフォードは言った。

「愛しているよ、ロスマリン」
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　──随分と長い夢を見ていたみたいだわ。

　ロスマリンは夢渡りの力を使いこなせるようになってから、精巧に作られた他人の夢と現実の区別が非常に難しいことを感じていた。幼少期は特に意図せず家の者に対して夢渡りの力を使ってしまい、現実の相手に訳のわからない質問を繰り返したこともある。しかしその妄言はすべてロスマリンにかけられた精神支配と毒の影響によるものだと判断され、夢渡りの力が周囲に漏れてしまうことがなかったのが幸いだ。

　幸か不幸か、そのうち彼女は公爵にかけられた毒の影響で今自分が意識を置いている世界が夢の中なのか、それとも現実の世界なのかの区別がつけられるようになっていた。

「っけほ……っ」

　公爵が作る特殊な毒は中毒性が高い。一晩毒を飲まなければ喉の渇きに苛まれ、血を吐き、極端に食が細くなる。一日と耐えられない苦痛だ。

　──毒を飲んだからと言って、苦痛を感じないわけではないけれど。

　毒を飲めば身体的な苦痛からは一時的に解き放たれる。意識が朦朧として一晩中苦しい幻覚を見るが毒を飲まずに苛まれる苦痛よりは数倍マシだ。しかしそのわずかな痛みの軽減を求めて服用を続ければ身体中が毒に蝕まれ、死を回避することはできない。つまり公爵の毒を一口食らえば、程度は違えど苦しみのない瞬間などない。ゆえに彼女は、今目を開けて見ている世界が夢か現実なのか、自身の身体の痛みをもって判断するようになっていた。

　夢の中では、中毒症状に体が痛むことはない。

　──毒を飲まなくなって一日程度かしら？

　最後に毒を飲んだのは王宮で建国祭のための夜会が開催された日の朝だ。毎朝公爵とロスマリンの二人だけで行われる悪趣味な朝食を思い返し、彼女はすぐに考えを打ち消した。

「おはよう、ロスマリン」

　長く考え込みすぎていたようだ。ついうっとりしてしまいそうなほど心地よい低音で発せられる朝の挨拶に、ロスマリンは仰ぎ見る前からその声の主が誰であるかを理解していた。彼女は頭上からかけられた声に反応してゆっくりと視線を上げる。

「よく眠っていたみたいだね」

　ネグリジェ姿のロスマリンとは違い、しっかりと身支度を整えたギルフォードが片手に朝食のトレーを持ってにこやかに微笑んでいる。彼は白地の滑らかなシャツにブラックのスラックスを履き、スラックスと同系色のタイをきっちりと結んでいる。タイピンにはロスマリンの瞳によく似たアメジストの宝石が使われているようだ。

　成人男性となった彼は、ティーンのころの荒々しさや尖りが鳴りを潜めて、まるで苦労など言葉さえも知らないかのような優美な笑みを浮かべていた。あれはもう十四年も前の出来事なのだと、ロスマリンは今更ながら時の流れを感じた。自身の非力を恨み、己よりも年若い娘に自尊心を蹂躙される苦痛に憤怒していた少年はもう、ここにはいない。

「君が二日も眠り通しだったから、仕事が手につかなくてエルマーに怒られてしまったよ」

　ロスマリンはギルフォードの言葉を聞いて、体内時計が狂ってしまったのだろうかと不可思議に思った。二日も毒を飲まずに暮らしていれば、今ほど冷静に思考を巡らせることなどできないはずなのだ。吐血の痕跡さえ見られない。彼女が今まで、仕置きと称して二日毒を飲ませてもらえなかった時にはこれほど穏やかに眠れたことがなかった。

　ベッドの左側にある大きな窓からは柔らかな日差しが差し込んでいる。美しい光景だ。陽の光を浴びて、自然に目が覚めただろうことが察せられる。時刻は十一時頃だろうか。随分と深く眠り込んでいたらしい。ふとそのような些末なことを考えてしまうほど、ロスマリンの身体は中毒症状が抑えられていた。

「二日……」

　自身に起こったことが信じられず、思わず声を上げたロスマリンにギルフォードがますます笑みを深めた。

「よかった。もう僕とは口もきいてくれないのかと思ったよ。……あれほど酷いことをしたからね」

　あれほど酷いこと、と言われてロスマリンはようやく二日前の夜に起こったできごとを思いだした。長い不可思議な夢の中にいたせいで、自身の記憶が曖昧になっている。それどころか和らいでいるとはいえ、彼女は中毒症状にも侵されているのだ。彼の言葉を受け、彼女は身の振り方を間違えたことを感じ取りつつ、努めて顔には出さずに大袈裟にため息を吐いた。

「あのようなことが許されるとお思いでしたら、あなたを心底軽蔑します」

　軽蔑されてしかるべき人間が何を言うのだろう。ロスマリンは自身の発言のおかしさに笑いだしてしまいそうだった。しかし彼は彼女の心など知らず、一瞬痛みを堪えるような表情を浮かべた。

「それでもいいよ。ロスマリン、どれほど僕を軽蔑しようと君が僕の妃になると言ったことには変わりがない」

　なぜギルフォードがロスマリンを妃にしたいと考えたのか、その理由がロスマリンにはどうしてもわからない。

　──復讐、かしら。それとも本当に十四年前の術がまだ尾を引いている？

　十四年前、ロスマリンはギルフォードの自尊心に徹底的に傷をつけた。王族で、次期国王の座を約束された尊い身分であるというということをしっかりと自覚した高貴な少年に悪意を持って傷をつけたのだ。ゆえにロスマリンは彼がまた表舞台に戻ってくる時、一番に殺されるのは己だろうと覚悟していた。

「それよりほら、朝食を持ってきたから是非食べてほしいな。王宮のシェフの料理は評判がいいらしいし、君にもたくさん味わってほしい」

　警戒するロスマリンとは真逆にギルフォードは鼻歌を歌いだしてしまいそうなほど機嫌がいい。キングサイズの広々としたベッドの脇に配置されたサイドテーブルの上にトレーを置いた彼は、ベッドに浅く腰かけて彼女の身体を起こした。

「っ、さわらないで」

「ごめんね。でももう二日前、散々君に触ったよ」

　やはりあれは夢ではないのだ。ロスマリンはギルフォードの動きに警戒をするふりをしながら、頭の片隅では自身の頭の中のあるおかしな夜の記憶が現実のものであることに頭を殴られるような衝撃を受けていた。

「どうして……」

「うん？　どうかしたのかな」

　囁くギルフォードの視線はいっとう甘い。ロスマリンの表情を覗き込んで、安心させるように優しく微笑んでいる。

　どうしてあのようなことをしようと思ったのか。どうしてこのような、最愛の恋人にするべきであろう扱いをするのか。何一つわかることがなく、ロスマリンは問うておきながら結局閉口してしまった。

　彼女は、二日前王宮のホールの壇上で輝かしい笑みを浮かべていた王子が目の前にいる事実に違和感を隠すことができなかった。もう二度と近くで彼を見つめる機会など訪れないと思っていたのだ。

「……黙り込んで僕を見つめて、どうしたいのかな？」

　彼の声色はまるで恋人に睦言を囁いているかのようだ。ロスマリンは誰かにそのような声色で囁かれる日がくるとは思いもしていなかった。何も言えずふいとギルフォードから視線を外し、敷き詰められた緑色に金の刺繍が施された絨毯を見下ろす。王族の私室にはそれぞれの瞳の色に合わせた調度品が置かれているというのは有名な話だ。そうすると、緑を基調とするこの部屋が王宮のギルフォードの部屋であるというのはあながち嘘でもないようだった。

「今朝は僕もこれを食べたけど、おいしかったよ。ほら、ロスマリン。口を開けて」

　ロスマリンは努めてギルフォードの方を見ないようにしていたのに、彼に優しく囁かれるとあっさりと視線を上げてしまった。唇の前にスプーンが差し出されている。スプーン上には黄色の何かが乗せられていた。おいしそうな匂いが鼻腔をくすぐる。

　ロスマリンは初めて毒を飲んだ夜ですら、このように手ずから食事を摂らせようとする人など見たことがなかった。

「ロスマリン？」

　だからこそロスマリンはこの行為にどのように応えるべきなのかわからないのだ。さらに黙り込むロスマリンに、ギルフォードが眉を下げて言葉を続ける。

「毒なんて入っていないよ」

　寂しそうに囁かれる言葉に、ロスマリンは思わずぴくりと肩が跳ねた。毒が入っているかどうかなど、気にも留めていなかったのだ。

　──そもそもいまさら入っていようが入っていまいが、この身体の終わりなんてそうそう変わらないはずだ。

　長年毒を飲まされ続けてきた彼女は、自身の命がそう長くないことを感じ取っていた。公爵が彼の夢の中で、これまで彼が毒を与え続けてきた者たちの傾向から、ロスマリンは二十五歳を迎える前に死ぬだろうと言っているのを聞いたのだ。彼女は今年二十四歳になった。これでも生きながらえているほうだろう。アーレンハイト家への復讐心と王位につくギルフォードが見たいという心だけでここまで生きながらえてきたのだ。彼女はギルフォードが王位につくことがわかれば、どちらの望みも叶うとわかっていた。ゆえに彼が次期国王として指名を受けた時、ここでこの命が終わってもいいと確信していた。

「僕が毒見をしてもいい」

「……そのようなこと、なさらなくてもいいわ」

　ロスマリンは考え続けるのが苦痛で、とうとうさじを投げてしまった。いつもより幾分か体調はいいが、やはり強い中毒症状によって思考の余地を奪われているのだ。

　彼女は差し出されるスプーンをおずおずと口に含み、卵を飲みこむ。味覚などとうに消えたものと思い込んでいたが卵のまろやかな味わいが感じられ、彼女は無意識に微笑んでいた。

「……口に合ったようでよかった。ロスマリン、もう一口食べて」

　物語の中で見るメイドのように甲斐甲斐しくロスマリンの世話をしたがるギルフォードに、彼女は思わず苦笑してしまう。国の第一王子ともあろう人が、どうしてこうも心優しくいられるのだろうか。理由はわからないが、ギルフォードはロスマリンを妃として繋ぎ止めようとしている。王宮とはいえ、ロスマリンに反逆心があれば今ここでギルフォードを殺すことも、逃げ出すこともできてしまいそうだ。それなのに彼は嬉々として彼女の口に食料を入れ、満足げに笑みを浮かべている。

「もういらないわ」

「まだ少ししか食べていない。これほど小食じゃ身体に力が入らないよ」

「……私に逃げられてもおかしくないとは思わないの？」

　ロスマリンがギルフォードを飼っていた時、食事は必要最小限に抑えていた。そうするよう公爵から命令されていたのだ。生物を調教する時は思考の余裕が持てるほど健康的にしてはならず、味覚や見た目の美しさなどは二の次だ。実際に体験したギルフォードもそれを知らないわけではないだろう。

　ロスマリンはどうしても彼の動機がわからず呟いたが、彼は彼女の問いを聞いて、おかしそうに笑いだした。

「何がおかしいの」

「いや、君があまりにも可愛らしくて」

「可愛らしい……？」

　まるで言われたこともない言葉だ。ロスマリンは思わぬ言葉に繕うことなく首を傾げてしまった。ギルフォードはその仕草を見てますます顔をほころばせる。

「ロスマリン、君はもしかして、あの頃の僕のように手枷をされたいのかな？」

　ロスマリンはギルフォードの言葉を聞いた瞬間、背筋が冷たくなるのを感じていた。彼はやはり、あの頃に起きた悪夢のようなできごとを忘れてはいない。酷く抵抗を続けていた彼は獣のように首輪を繋がれ、常に手枷と足枷をつけられていた。ギルフォードの手足はいつも激しい抵抗の痕が残り、血まみれになっていた。痛々しい思い出だ。ギルフォードが深く意識を失った時だけ、ロスマリンは人目を盗んで彼の手足を治療していた。軟膏を薄く塗るだけのほとんど効果のない治療だ。

　無意識にロスマリンの視線がギルフォードの腕に注がれる。その腕は少年のころとは違い逞しい腕に変わっていたが、手首には薄く怪我の痕が残っている。これこそが公爵家が、そしてロスマリン自身が彼につけた傷跡なのだ。

「冗談だよ。僕は自分のものに傷をつける趣味はないから、あんなものをこの細い腕に嵌めようとは思わないよ」

　ロスマリンの心情など知らず、ギルフォードはくつくつと笑いながら囁いた。あんなものをこの細い腕にと言いながら彼はロスマリンの右手首に触れて傷一つない皮膚を優しく撫でる。その仕草だけで彼女の身体はぞわぞわと不思議な感覚に陥った。

　彼は十四年前のできごとを覚えている。ゆえに彼女がどのような仕打ちをしたのかも知っている。そのうえでこの言葉を放ったのだ。これが復讐なのか精神支配の名残りなのか、それとも都合のいい夢なのか。彼女には何一つ判別がつかなくなりかけていた。

「だけどそうだね、君がこの部屋を出ようとするなら、もっと酷いお仕置きが必要になるかもしれないね。あとは、そうだな。君が死を望むようなことがあるなら、昨晩以上の苦痛を与えるよ」

　笑いながら囁くギルフォードの指先がロスマリンの手首からむき出しになった首元へ伸びる。その手がロスマリンの鎖骨をなぞって、優しく顎を掴んだ。

　二日前の夜、彼はお仕置きと称して、ロスマリンの身体を奪った。

「まあ、君に僕から逃げ出すような体力が残っていればの話だけどね」

　天使のような麗しい笑みを浮かべたギルフォードが、許可を取ることなくロスマリンの唇に口づける。まるでロスマリンの身体に触れた夜を思い起こさせるような濃厚な口づけに酔って、彼女は力の入らない両手で彼の胸板を押し返した。しかしそれが無意味な抵抗だと理解させられるのに長い時間はかからなかった。

「君はこの部屋で、ずっと僕に愛でられていればいい。……それに僕だって、君が逃げ出したいなどとは間違っても思わないよう、最善を尽くすつもりだよ」
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　ギルフォードは宣言のとおり、時間を問わずロスマリンが目を覚ませば目の前に現れて彼女の体に触れた。彼はやはりアーレンハイト公爵家で行われた過去の精神支配の記憶を持ち、そのうえでロスマリンに執着している。

『ロスマリン、相当無理をさせてしまったよね。僕がお風呂に入れてあげるよ』

『君にスプーンなんて重いものを僕が持たせると思うのかい？　ほら口を開けて』

　王宮に連れ去られてからもうすでに一か月は経過しているだろうか。ロスマリンはギルフォードの前ではほとんど口を閉ざすようになった。しかしそうなると彼女が誰かと会話をする機会はない。彼が部屋に侍女を連れてくることはないし、彼の部下などもってのほかで、彼女が目に入れられるのは彼一人だけだ。

　ギルフォードはロスマリンの身の回りの世話のすべてをやりたがり、彼女が一人で服を着替えることすら嫌った。彼は特にナイフや針のような人を殺傷できる類の物を置くことを嫌がり、『ロスマリンに傷がついてはいけない』と執拗に囁いていた。

　それだけを見ればただの過保護な給仕のようにも見えるのかもしれないが、ギルフォードは毎朝ロスマリンが目覚めるたびにプレゼントを手渡し、暇さえあれば彼女の体に触れた。彼の淫らないたずらに耐え続けられるはずもなく、彼女が声をあげるのは閨のうちだけに限られていた。

　──どう考えても精神支配が解けきっていなかったとしか思えないわ。

　復讐に燃えた人間が敵にするにはあまりにも優しく甘すぎる触れ合いに、ロスマリンは早々にギルフォードが復讐を考えているという線を打ち消してしまった。

　──それに、復讐する相手に毎日プレゼントを捧げようと思うなんて、正気じゃない。

　公爵家でもなかなか手に入れることができないようなドレスや大量の宝石や貴重な花、骨董品や絵画など、プレゼントの数は増えるばかりでこれには極力口を利かないようにと黙り込んでいたロスマリンも呆れかえって声をあげてしまった。

『……こんなことしなくていいわ』

　彼の行いはまるで主人の愛をねだる忠実な飼い犬のようだ。

『なぜ？　僕が君にしてあげたくてしているのに。君は僕の妃だ。妃が王の寵愛を受けるのは当然のことだよ。それとも君は、僕に大切にされたくはないということかな？』

　──説得しようにも、うまく話が通じたためしがない。

　そもそも、ロスマリンが自身の意見をはっきりと口にすることができるのは、一日の中でわずかな時間だけだ。それ以外の時間はずっとギルフォードに手によって快楽に導かれている。はじめの夜、彼の手によって付けられた、一度精を放たれれば子を孕んでしまうという紋様は、毎日つけ直されることによってくっきりと下腹部の表面に浮かんでいる。ギルフォードはその紋様を見るたび一瞬苦しそうに顔を顰めていた。

　──本当は、このようなことなどしたくないのに、精神支配の力によって行動が歪められているとしたら。

　ロスマリンの選択肢には初めから逃げる選択などなかった。ギルフォードの即位が決まったその時、ロスマリンの人生も終わりを迎えると信じて疑わなかったからだ。しかし今ではそれ以外の理由があるのではないかと聞かれると、答えに黙してしまう。

「ロスマリン？」

　考え込むうちに目の前までギルフォードがきていたようだ。近頃のロスマリンは彼の奇行に頭を悩まされ、ふとした瞬間に思い悩むばかりだ。しかし一方でこの関係に厭わしさを微塵も感じていないことにも気づき始めていた。

「また具合が悪いのかな？」

　ギルフォードはロスマリンが極力会話に応じないようにしている姿を見ても決して狼狽えることなく側に寄り、美しい笑みを浮かべて会話を続けようとする。この一か月の間でロスマリンが彼の動揺する姿を見たのは一度だけだ。部屋に連れられてきたばかりのころ、中毒症状によって食事を吐き戻した時だった。

　──いっそのこと、具合が悪いと言って遠ざけた方がいいのだろうか。

　ロスマリンはしばらく黙り込んでいたものの、今にもことを大ごとにしてしまいそうなギルフォードを見て仕方なく重い口を開いた。

「……別にいつも通りですわ」

　調子を崩しているのはいつものことだ。それに、ギルフォードに不調であることが知れてよかったことは一度もない。食事を吐き戻してから、彼はそれまで以上に躍起になってロスマリンの体を労わり必要以上に丁寧に接した。それによって、ギルフォードの優しさを目にする時間も長くなるからよくないのだ。

「それならよかった」

「私のことはもうお気になさらないで」

「そうはいかない。僕にとって君を気にするというのは目覚めて花を愛でるのと同じ、当たり前の行為なんだ。ロスマリン」

　どうしてこのような忌々しい術をかけてしまったのだろう。彼のまなざしを見るたび、傷ついた手首や首筋を見るたび、ロスマリンは言い知れぬ罪悪感に押しつぶされて肺の奥が激しく痛んだ。まるで呼吸するたび針に刺されているかのような苦しみは、公爵が植え付けた毒の痛みをも凌駕する。

　ロスマリンは自身の過去にある罪を思って俯くが、ふいにその頬をギルフォードにそっと触れられて思わず顔をあげた。

「ロスマリン、どうかそんな悲しい顔をしないで」

　──いったいあなたには私がどのような表情を浮かべているように見えるのだろう。でもきっとどのような表情であったとしても、今のギルよりよっぽどいい。

　彼はその美しい顔に深い悲しみの色を浮かべている。まるで彼の大切な人が傷つけられた時のような表情だ。心なしか疲れた表情のようにも見える。ロスマリンは思わずその頬へと手を伸ばしかけ、すぐにやめた。手を止めたロスマリンを見てギルフォードが自嘲的に笑いながら口を開く。

「君がどれほど僕を嫌っていようと、僕は……。いや。……ロスマリン、体調が悪くないなら、少し外へ出てみないかな。見せたいものがある。これはきっと、君も気に入ってくれると思うんだ」

　言葉を呑み込んでまったく違う誘いを持ち掛けてきたギルフォードに対し、彼女は何を言いかけたのかと問うことも、そもそも悪しき感情など持っていないということを伝えることもできず、ただ瞳を見つめていた。
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　己の意のままに動く精巧な人形のような人間がいたら、それは果たして幸福なことなのだろうか。公爵はロスマリンを人形として愛で人形として酷使した。彼女の容姿が褒められれば鼻を高くし、彼女の力で政に影響力を与えることができれば、十分すぎるほどに権力を振りかざした。

　──私にはどうしても理解しがたい。

　十四年前、初めてギルフォードが術に屈した時、ロスマリンも確かに絶望の中に微かな高揚を感じた。その芽は今も自身の中に芽吹いている。だが同時にそれが一生己の中にある欲望を満たしきることなどできないことにも気づいた。

　──人形のように操って得た関係に何の価値があると言うのだろう。

「ロスマリン、足元に気を付けて」

　ギルフォードに呼びかけられた彼女は頭に浮かんでいた考えを消した。そして差し出された手を取ることなくしっかりと一歩を踏み出し、寂しげな表情を浮かべる彼を努めて視界から切り離す。

「……思ったよりもずっと元気そうでよかったよ」

　──外に出るのも一か月ぶりかしら。

　ロスマリンが眠っていた部屋はどうやらギルフォードのために用意された新緑の離宮の中心にあったらしい。新緑の離宮は本殿からそれなりに離れているが、歩いて行き来ができない距離ではない。もちろんそれは寝台に寝たきりになっていなければの話だが。

　──私を逃がさないと言っておいて、とても無防備だわ。

　夕暮れ時の離宮はその名のとおり、新緑の木々に包まれた美しい所だ。若々しく生い茂る木々に夕日が差し掛かり、淡い橙色の光が輝いている。

　──なんて美しい夕暮れ。

　ロスマリンは人知れずその景色に視線を奪われ、表情を取り繕うのも忘れて足を止めてしまった。

　ロスマリンの細やかな趣味は、自然に満ち溢れる生命を見つめていることだった。宝石やドレスや美しく整えられた花や骨董品、きらびやかな絵画などではない。しかし彼女自身が趣味として公言していたのは間違いなく高価なものばかりだった。

「ロスマリン、こっちだよ」

　ロスマリンが外の景色に浮かれている間に、ギルフォードは数歩先へと歩んでいたらしい。懲りずにロスマリンへと手を差し伸べながら微笑みを浮かべている。彼女はその一幅の絵画のように美しい光景に目を細め、小さく息を吐いた。

「私が逃げると言ったらどうするの」

「今から逃げようと考えている人はそんなことを宣言したりしないものだよ」

　軽快な口調で返された言葉に、ロスマリンは思わず大きなため息を吐いた。確かに図星だ。彼女にはもともとこの場所から逃げ出そうなどという気力もない。ただ毎日、ギルフォードの手によって殺されるその時を待っているだけだ。それにこうして微笑みかけてくる彼を彼女が拒絶できるはずもない。ロスマリンは結局上手い返し文句を探し出すことができずに俯いていると、爪先に影が映るのが見えた。影を追って顔をあげ、自然とギルフォードと視線が絡む。

「だけどそうだね。せっかくだから逃げるかもしれない君を捕まえておくことにするよ。……そういう口実があれば、君と手を繋げるから」

　秘め事を囁くように耳打ちされ、至近距離にギルフォードの笑みが映る。いつも浮かべているような微笑みではなく子どものような無邪気な笑みだ。確かめるように彼の手にそっと触れられると、ロスマリンはとうとう呼吸が止まりかけた。

「ロスマリン？」

　名を呼びながら指先を握られ、彼女は思わず顔をそらす。──こんな気持ちになるのはいけないことだと知っているのに。

「……はやく連れて行って」

　ロスマリンは心に浮かんだ思いをかき消し、精一杯悪態を考えて言葉を吐き捨てる。しかし彼はそのような態度にも愛おしそうに笑って言った。

「仰せのとおりに」

　ロスマリンは黙り込んで連れられるまま歩いているうちに彼の指先が恋人のように己の小さな右手に絡んでいることに気づいた。ギルフォードは今までにも見たことがないほど上機嫌で、彼女はただうるさい心音を聞かぬようにと努めて平静を装いつつ、本心では無駄にときめく心に困り果てていた。

「ロスマリン、今日のドレスもとても似合っているね。あまり着ているところを見なかったけど、君は淡い色もよく似合う」

　エメラルドグリーンのドレスはギルフォードが直々に選んでロスマリンに着せたものだ。公爵家ではコルセットを必要とするような華美なドレスばかりを着せられていたが、ギルフォードは呼吸が楽な締め付けの少ないドレスばかりを着せたがる。もちろんそれはギルフォードが着せやすく、脱がしやすいデザインを好んでいるためでもあるだろう。

　彼は気まぐれにロスマリンの髪を結うのも好んでいるようだが、今日は下ろしっぱなしのままにさせられていた。

「君にはエメラルドがよく似合うよ」

　紳士が女性に己の瞳の色と同じ色が似合うと伝えるのは、その女性へのアプローチを意味している。ロスマリンはふいにそのことを思い出し、即座に頭からかき消した。

「……気のせいだわ」

「そうかな？　じゃあ、君が気に入るまでたくさんエメラルドグリーンのドレスを見繕うことにするよ」

「いらないわ」

「はは、こんなに可愛く頬を染めながら拒絶されたら、期待してしまうよ」

　ギルフォードは細やかに笑いながら繋いだ手を唇に寄せてロスマリンの指先に口付ける。彼女はその美しい仕草に耐えられずにまた顔をそらし、視線の先に夕暮れに染まる湖があることに気づいた。水面が風に揺らされて波紋を広げる。その波紋が夕暮れの光を浴びて星屑のような輝きを放つ。まるで天の川のようだ。

「……これを見せたかったんだ」

　繋ぎ合わされた指先が優しく撫でられる。壊れ物を扱うような手つきに惹かれ、ロスマリンはやはりギルフォードの表情を見上げてしまった。夕陽に照らされた彼は十四年前よりもずっと大人になっている。

「……唯一僕が、直接聞いた君の好きなものだから」

　十四年前、ギルフォードを隠していた公爵家の領地には大きな湖があり、幼少期のロスマリンはその湖にいる間だけが心安らぐ時間だった。ゆえに彼に仕置きをするのが心苦しくなるとよく窓から湖を眺めて心を落ち着かせていた。そんな時だ。何度解術しようとしてもあまり回復の兆しが見られないギルフォードが突然媚びることなく平静な声色で問いかけてきたのは。

『何を見てるの』

『……湖があるの。あなたが飼い犬らしくお利口にしていれば、連れて行ってあげるわ。素晴らしいところだから』

『へえ、そうなんだ。そんなに素晴らしいなら僕も見てみたいよ』

『ええ、いいわよ。あなたがお利口だったら』

　ロスマリンの言葉はギルフォードにアーレンハイト公爵領の中で近くに湖がある場所に監禁されていることを暗に気づかせるためだけに放ったものではあったが、決して嘘ではなかった。彼女は彼を湖に連れて行こうと考えていたし、それを最後の思い出にするつもりだったのだ。だが結局湖に行く機会は訪れず、そのあとすぐに彼は行方をくらませた。

「君の好きなものが何なのか、いくつも知ることができるほど僕は君の側にいられなかったから。ロスマリン、本当は宝石やドレスなんて興味もないんだろう？　気付くのに時間がかかりすぎてしまった。……そうだ。あっちにボートがあるんだ。せっかくだから乗ってみないかな。湖の中心に小さな丘が見えるだろう。あそこで少し休んでいこう」

　ギルフォードはロスマリンの好みをよく理解しているようだった。ロスマリンが黙り込むとその態度を肯定と受け取ったのか、彼は小さなボートが置かれている場まで彼女を連れて行った。

「ほら、ロジーはここに座って」

　ギルフォードはなおも黙り込むロスマリンを座らせてあっという間にボートを湖へと押し出し、湖に浮かび出したそれに難なく乗り込んだ。彼はそのまま呆気に取られるロスマリンを見つめて表情を緩めながらゆっくりとボートを漕いで行く。ギルフォードがボートを漕ぐたびに周囲に橙色の波紋が広がり、やがて消えていく。彼女はその様子をぼんやりと見つめ続け、ふいに視線を感じて彼を見上げた。

「君の口を開かない作戦、なかなか手強いね。……そうだ。それならこうしよう。勝手に解釈して都合よく君の心を読み解いてしまうけど、それでもいいのかな？」

　ロスマリンに問いかけるギルフォードは、ボートを漕ぎながらいたずらを思いついた子どものような笑みを浮かべていた。一方で彼女は答えることなく視線を水面へと移し、わざとため息をつく。その姿を見てもどうしてか彼は機嫌を損ねることなく楽しそうに笑っていた。

「そうだな……。『離宮にこんなに美しい場所があるとは知らなかった。毎日でも足を運びたい。ギルフォードと一緒に』とか、そんな感じかな」

　──どこをどう見たらそんなふうに見えてしまうの。こんなに隠しているのに。

　それが図星であることを隠そうとロスマリンはますます視線をギルフォードから遠ざける。それでもなお、彼女の耳には細やかな笑い声が聞こえていた。

「あとはそうだな……、『目が合うのが恥ずかしくて、ギルフォードを正面から見つめられない』とか、そんな感じかもしれない。ロジーが照れ屋だってことにはつい最近気づいたんだ。さっきも僕が口説いたら、君は耳を真っ赤にしていてとても可愛らしかった。ああ、本当に可愛いな。ほらまた頬が赤くなってる。もしかして僕を誘惑してる？　『ここでキスしてほしい』とか」

　──そんなこと、思っていないわ！

　ロスマリンは思わず声を張り上げそうになったところでそらしていた視線を戻してしまい、待ち構えていた彼のエメラルドグリーンの瞳に釘付けになる。彼はいつになく真剣な顔つきでロスマリンを見つめていた。真っ直ぐにロスマリンだけを見つめ、小さく囁く。

「……綺麗だ。ずっと、初めて出会った時からずっと。こっちを見てほしい。その瞳に映してほしい。ようやくこうして、二人で湖に来ることもできた。君の望むあの湖ではないけれど、……いつかまた一緒に行けるだろうか」

　切実に囁かれた言葉はロスマリンの心に深く突き刺さった。その言葉が、今彼女の胸の内に仄かに燃えている思いと全く同じだったからだ。彼女が何も言えず黙り込むと、ギルフォードはさらに言葉を続けた。

「キスがしたい。世間も家柄も関係性も、すべて消してただ君だけを感じていたい」

　──それができれば、きっと私たちの間に悲劇は生まれなかった。けれどそれを望むには、あまりにもギルフォードの未来を壊しすぎている。

「そんなこと、……思っていないわ」

「はは、それはそうだ。だってこれは最初から僕の気持ちだから」

　どうして泣きたい気分になってしまうのか。ロスマリンは己の心の動きを正しく表すことができない。惨めで苦しくて、それでいて甘く痺れるような感覚が胸を蝕んで、うまく息を吸うことができない。

「そんなの……どうかしているわ」

　彼女がようやく絞り出した言葉は何とも陳腐でくだらないものだった。ボートが音もなく止まり、小さな丘にたどり着く。それと同時にギルフォードが立ち上がり、恭しくロスマリンへと手を差し伸べた。

「どうかしていてもいい。僕は君に触れたいし、君が喋らない限り勝手に想像して期待して、勝手な都合のいい感情を押し付けるんだ。だからロジー、どうか君の言葉を聞かせてくれないかな。僕は君の本当の想いが知りたい」

　出会ったその日から、ロスマリンはどうしようもなく彼に惹かれてやまなかった。それなのに彼の真心に触れるたび、もっと深く彼を愛しそうになる。

「答えてくれないのなら、君が嫌がってもここでキスをしてしまうかもしれないな」

「……それはお断りだわ」

　そんなことをされたら、今度こそロスマリンは縋りついてでも彼を放すことができなくなりそうで恐ろしいのだ。彼女は散々躊躇って、結局差し出された手におずおずと触れ、ゆっくりと立ち上がった。ギルフォードはキスを拒否されたというのに、手を取るだけで極上の笑みを浮かべている。ロスマリンは彼のその姿を見て、とうとう思考を放棄してしまった。

「……よし。今日はいい日になりそうだ」

　浮かれたギルフォードの言葉に、ロスマリンは思わず微笑んでしまう。

　──ああもう、末期だわ。……どうせ私は死ぬ。それなら一日くらい、ギルの時間をもらってもいいじゃない。少しくらいあなたの仮初の姿に寄りかかってもいいはずだわ。

「とても綺麗なところね」

　結局自身の欲望に抗えずロスマリンが本音をこぼすと、ギルフォードは満面の笑みを浮かべてロスマリンの耳元に愛を囁いた。

「……君ほどじゃない。でも気に入ってくれてよかった」

　湖の中心に位置する小高い丘の上にはドーム型のガゼボがあり、ギルフォードはそこへロスマリンを案内した。ロスマリンは爽やかな風が吹き抜けるガゼボに招かれ、勧められるまま椅子に腰掛ける。同じように隣の椅子に腰掛けたギルフォードは隠すことなく甘い視線を向けて、彼女の長い髪に触れてそっと口付けた。

「随分と髪が伸びたね」

「そうかしら」

「うん。十四年も会えなかったから当然かもしれないけれど。十四年前君の元を去る時、僕は君と湖を見に行く約束を守ることができないのがとても気掛かりだった」

　思い出を懐かしむにはあまりにも残酷な過去だ。ギルフォードはロスマリンの髪から手を離し、痛みを堪えるように拳を握っている。強い後悔を思い浮かべるような沈痛な表情を見て、ロスマリンは伝染するように痛む心を押し隠して冷たくつぶやいた。

「……もう覚えてもいないわ」

　──だからあなたは、そのような些末な過去に傷ついたりしなくていい。

「そうかな？　君は上手に嘘をつくから。僕は何度も騙されたし、騙されて君を傷つけるようなこともたくさん言った」

　宝石の類になど興味もないことも、美しい景色をただ眺めている時間を愛していることも、ギルフォードには気づかれてしまっている。ロスマリンは父にさえ悟られたことのなかった本心をことごとく見破る彼から顔をそらした。

「そんなの、知らないわ」

「それでもずっと、謝りたかったんだ。君は一人で戦っていた。僕を頼ることもなく、あの家で一人で、僕を守るために」

　──違う。我が身可愛さにギルを守ることもできず結局術にかけた。これは解けきっていない術の名残り。そのせいであなたは、悪しき女を最愛の者のように錯覚しているだけ。

「殿下……」

「そんなふうに呼ばなくていい。僕は君のギルだ」

「違う！」

　──あなたはあなただけのものよ。ただ惑わされているだけ。

　ロスマリンはそう伝えるために再度口を開こうとしたはずが、胸の内から気色の悪い感触が込み上げ、耐えきれずに咳き込んでしまった。

「っ……っげほ、ぅ、げほっ……！」

「ロジー！」

　止まることのない咳とともに口内に血の味が滲み、ロスマリンは慌てて手で押さえた。

　間違いなく重度の中毒症状だ。途轍もない喉の渇きとともに激しい気分の悪さに見舞われている。ここ最近は鳴りを潜めていたというのに、突如襲われたせいでロスマリンはうまく対処することができず、なすすべもなく背中を丸めた。

「ロジー！　息を吸って！」

　呼吸さえままならず、ギルフォードに抱き寄せられて命じられるままに呼吸を繰り返す。しかし耳元でギルフォードではない忌まわしき声が『毒を飲め』と執拗に囁き、彼の声さえ遠ざかってしまう。激しい耳鳴りと不快な呪いの言葉に襲われて、ロスマリンは恐怖に手足を乱暴にばたつかせた。爪先が何かに引っかかり、弾かれるように視線を上げる。

「あ……、っ」

　ギルフォードの頬に線のような引っ掻き傷ができている。ロスマリンはその傷から血が滴り落ちるのを見て、全身から血の気が引いた。あれほどうるさかった幻聴も水を打ったかのような静けさに消える。美しい彼の頬に傷を作ってしまった。それだけがロスマリンの頭を埋め尽くし、指先が震える。しかしギルフォードはその傷を気にするどころか、ロスマリンを安心させるように微笑んで彼女の背中を撫でた。

「ロジー、大丈夫だ。大丈夫だから、呼吸を続けるんだ。いいね？」

「傷、が……」

「なんてことない。ほら安心してくれ。大丈夫だから」

　ギルフォードの陶器のような滑らかな頬には傷が残り、彼の白いクラヴァットはところどころロスマリンの血に染まっている。視界がくらくらして止まらない。久々に感じる強い中毒症状で、ロスマリンはほとんど正気ではなかった。

「私がいつも……、あなたを穢してしまう。いつも、傷をつけてしまうわ」

　ギルフォードがいつも首の詰まった服装ばかりを着ているのは、首筋に薄らと首輪の跡が残っているためだ。彼が常時長袖を着ているのもそのためだろう。

　どう足掻いても、結局ロスマリンはギルフォードの毒にしかならないのだ。彼女は自嘲して、抱き抱えてくれているギルフォードの胸を押した。しかしその瞬間強く肩を掴み寄せられ、思わず目を見開いた。彼女の視界の真ん中に彼だけが映る。

「君に傷つけられたことなど一度もない！　君がつけた傷があるとしたら、それは僕が君を守れなかった証だ！　君は悪くない！　君が悪だったことなど一度もないだろ！」

　それは力強い怒りの言葉だった。まるで本当に、心から想う人への叫びのような言葉だ。ギルフォードの常ならぬ真剣な様子にロスマリンは呼吸さえ忘れて彼に見入る。

　彼女は彼の、愛する恋人を一身に想う甘い姿が術によって作り出された幻想であることを知っている。それなのに彼の姿を見るたびに、彼が過去の仕打ちを許してくれる日がいつか訪れるのではないかなどというありもしない錯覚を起こしてしまいそうだった。

　そのような日が存在しないことなど、ロスマリンはよくわかっている。だというのに、彼に再会してから、彼女の心はそのような未来を愚かしくも夢想してしまうのだ。

　彼女はしばらく唇を震わせて、薄く開く。

「……ギル、っげほ……、っ」

　しかし結局彼女は何一つ思いの内を話すこともできず激しく咳き込んでしまった。ギルフォードはその姿を見て慌てて彼女の体を抱き直し、優しく背中を擦った。

「いや、……突然怒鳴ってしまってごめん。もういい、今は何も言わなくていいから。息を吸って、吐いて……、そう、上手だ」

　少し前までの彼とは対照的にどこまでも優しい声色が響く。彼が血に濡れたロスマリンの口元をハンカチで拭う。その手つきさえ泣き出してしまいたいくらい優しく、ロスマリンは困り果ててしまった。

　──なぜそんなに優しいのかしら。苦しいのは私だけなのに、どうしてそんな顔をするの。

「……ギル、どうしてあなたが死にそうな顔をするの」

　ギルフォードは今にも泣き出してしまいそうなほど苦しげな表情を浮かべている。どれほど厳しい拷問を受けても決して泣き言を言わなかった彼が、どうしてかロスマリンの吐血を見ただけでこれほどまでに狼狽え怯えている。

「ロスマリン、死にそうだなんて縁起でもないことは言わないでくれ」

　ギルフォードはロスマリンの問いに対し、不意に親がいなくなってしまったことに気づいた赤子のようにはっきりと怯えの表情を浮かべ、彼女の体を抱きしめた。まるで存在を確かめるかのような抱擁だ。ロスマリンはその胸の温かさで全身から力が抜けてしまった。

「君がこの世を去るようなことがあったら、僕が生きる意味などない」

　──そんなはずがないわ。

　ロスマリンが死んでも当然のように彼の世界は回り続ける。むしろその方が世界は幸福でいられるだろう。この国で一番尊いお方が、年下の悪女にペットとして扱われていた記憶などすべて燃えて消えてしまえばいい。

　──それなのに、どうしてギル、あなたが私の死を悲しんでいるの。

「やっぱりどうかしているわ」

「君が僕を、そうしたんだよ」

　──そうね。本当にその通り。

　ロスマリンがギルフォードの精神を歪めたせいで、彼は今幻想の愛に苦しんでいる。結局は全てロスマリンのせいなのだ。またしても自身の罪を思い知った彼女は激しく痛む胸の原因が毒にあるのか、それとも己の汚い恋心にあるのか。すでに判断することができなくなっていた。

「……もう離して。私、血で汚いわ」

　血で汚れていなくとも、きっとロスマリンはギルフォードには必要のない邪魔な存在だろう。そう思うのに彼女の心とは違い、ギルフォードは力強く彼女を抱きしめ直した。

「僕は構わない」

　泣きたくなるほど真っ直ぐな声色だ。言葉とともに強く体が密着し、ますますギルフォードの温かさがロスマリンの胸に伝わってくる。

「ん、……もう、力が入らないわ」

「うん、じゃあ諦めてこうしていて」

　甘い囁きに唆されて、とうとうロスマリンは抵抗を諦めてしまった。──ギルが好き。ずっと前、初めて出会った時から。

「ロジー、……キスは諦める、から……。まだ、もう少しこうして君を抱きしめていてもいいかな」

「……勝手にすればいいわ」

　──どうして人は何度でも同じ相手に恋をしてしまうのかしら。

「ロジー。今後こそ僕が君を守るから」

　ロスマリンは意識が途切れる寸前に、ギルフォードの優しい声を聞いたような気がした。
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　今日もギルフォードは真昼にロスマリンが目を覚ましたと同時にどこからともなく現れ、食事を手伝ってからすぐに彼女の体に触れた。すでに彼は本人以上に彼女の体を熟知しており、彼女は口づけられるだけでたちまち理性を忘れてしまうほどだ。

　最近のギルフォードは以前にも増してロスマリンの体に触れる時間を増やしている。

　ロスマリンは快楽の渦に足を絡めとられ、知らぬ間に気を失っていたようだ。目を覚まし緩慢に視線を動かすと、見覚えのないネグリジェを着せられていることに気付いた。袖口が広がった白いワンピースのようなネグリジェはベルベットの滑らかな生地で作られており、丸く開かれた襟元には細かなレースがあしらわれている。気絶から目を覚ますとすでに全身が清められ、楚々としたネグリジェを着せられていることはいつも通りだ。

　しかしこの日は珍しいことが起こった。

　隣から静かな寝息が聞こえてくる。ロスマリンはその音に気付いて視線をやり、思わず息を呑んだ。

「……殿下？　眠っていらっしゃるの？」

　この場所に軟禁されてから、ロスマリンがギルフォードの眠る姿を見るのは初めてだった。

　どのような時でも彼はしっかりと襟首の詰まった服に着替えて身支度を済ませてから彼女の目の前に現れていた。その彼が、今日はロスマリンの隣でぐっすりと眠りこけている。

　眠るギルフォードは美しい。彼女は声をかけてからほんの束の間彼の姿に見とれ、恐る恐る手を伸ばしかけてすぐにやめた。

「ねえ、疲れているんじゃないの？」

　ここ最近、ギルフォードの体調が思わしくない。特に湖のガゼボに足を運んでから彼の体調不良は一目瞭然で、今では顔を見ただけでも調子の悪さがわかってしまうほどだ。何事もない時にも何かを耐えるように額にうっすらと汗をかき、寝顔は死人のように色がない。ロスマリンよりも圧倒的に体力があるはずの彼が彼女よりも後に起きることなどこれまで一度もなかった。

　政務に疲れているだけならばまだいいが、この苦しみ方は明らかに何かしらの精神異常が起因しているだろうことをロスマリンは察していた。幼いころ、ギルフォードは悪夢を見ると必ず青白い顔色で眠りこけていた。彼女は何度もその様子を見るたびに彼の夢へと渡ってきたのだ。彼女は自身の予感が外れているとは思えなかった。

　ロスマリンが知る限り、ギルフォードの夢に現れる悪魔はただ一人だけだ。彼女はそのことに思い至った瞬間突き刺されるような痛みを感じ、咄嗟に胸を押さえた。

　夢渡りは渡る相手の額に触れて呪文を唱えるとほぼ完全な形で行われる。念じるだけでも夢に潜ることはできるが、干渉するには身体的接触が必要だ。今のギルフォードは誰に妨げられることなく触れられる距離で無防備に眠りこけている。この状態の相手の夢に入り込むのはロスマリンにとって造作もないことだ。しかし彼女はどうしてもそれをすることができなかった。

『ロスマリン、可愛い僕の妃。僕だけを見てほしい』

　昨晩何度も囁かれた言葉が脳裏に浮かび、ロスマリンはそっと寝台から降りた。

　好かれるはずがないと諦めていた相手に愛を差し出されて、目が眩まない者など存在するのだろうか。

「……強欲さに吐き気がするわ」

　最近のロスマリンはベッドの上から起き上がることもほとんどなくなっていたからか、体の調子もいい。痛みを忘れ、ここが夢の中なのではないかと勘違いする日があるほどだ。そんな自分とは真逆に日々顔色が悪くなっていくギルフォードを思い、彼女は再び顔を顰めた。

　触れることもできずに寝台の脇からギルフォードの表情を眺め、ロスマリンは踵を返して部屋の扉の前に向かった。手を添えて力を込めると扉は何の閊えもなくゆっくりと開き、扉の両脇に兵士が立っていることもない。

　──拍子抜けしたわ。まさか誰もつけていないなんて。

　ギルフォードが言っていたとおり、彼女にはこれまでほとんど部屋を出る機会がなかった。それどころか自分の意志でベッドを降りることさえ初めてだ。足取りは少しおぼつかないが、それでもしっかりと歩みを進め、誰に会うこともなく離宮を離れて王宮へと足を踏み入れることに成功した。窓の外から見える月は静かに王宮の廊下を照らしだしている。

「今は何時ごろかしら……」

　月の形と位置を見るに、深夜と呼ぶにはまだ少し早い頃だろう。物思いに耽りながら黙々と歩くうちに前方から男性二人の声が聞こえてくるのを感じ、彼女は慌てて柱の陰に隠れた。

「しかしギルフォード殿下はなぜ突然あのような命令を……」

「私たちのような者にはわかりかねる深いお考えがあるのでしょう」

　──レファンダル宰相とエルマー・フェイザー公爵だわ。

「アーレンハイト公爵家の悪事をようやく暴くことができたというのに、なぜロスマリン・アーレンハイトなどをお側に……。あれほど公爵家を憎んで粛清を指揮しているお方があのようなことをおっしゃるなど、何か恐ろしい呪いにかかっているとしか思えません」

「宰相閣下。それ以上の言葉は不敬ですよ」

「しかしですな……」

　なおも言葉を重ねようとする宰相を、エルマー・フェイザーが宥めている。その隙を狙ってロスマリンは二人から遠ざかり、壁に身を寄せて大きく息を吐いた。

　ロスマリンが部屋で怠惰に過ごしていた間に、どうやら公爵家の悪事は無事に暴かれたらしい。ギルフォードは正しい人だ。決して対処を見誤らないだろうことは確信していた。事態はおおむねロスマリンが予測していた通りに動いている。この様子では、公爵家の者は全員粛清されていることだろう。何よりも尊いこの国の太陽を貶める行為をしていたのだから、当然の報いだ。

　──それならばまだ処刑されていない私は、何になるというのかしら。

　宰相は言っていた。ロスマリン・アーレンハイトを側に置くギルフォードは何か恐ろしい呪いにかかっているのではないか、と。

　まさに己の懸念を外側から指摘されたような気分だ。頭を鈍器で殴られたような、とにかく衝撃的で痛烈な痛みにロスマリンは気を失いかけ、歯を食いしばった。

　ロスマリンが以前ギルフォードにかけた解術がうまくいっていなかった可能性について考えたのは一度や二度のことではない。この境遇に突き落とされてからもう何百回と考え続けてきたことだ。しかし、彼女はそれが正しいと認めるのが恐ろしかった。彼女は今のギルフォードの行いが、彼の心のままに起こされたものでないことを知るのが恐ろしい。ギルフォードは傲慢にも淑女の体を奪い、脅し文句を囁いてロスマリンをこの場所にとどまらせているくせに、触れるたび口づけるたび、瞳に痛切さと優しさを滲ませている。心から大切に思う者に触れるように抱きしめて愛の言葉を囁く。

　ロスマリンは彼のその姿が自身のおぞましい行為によって作り出された虚像であることをどうしても認めたくなかった。ゆえに彼女はギルフォードの悪夢に入り込んで、彼の心を守ることができなかった。夢に現れる悪魔が己であることを目撃したくなかったのだ。

　ロスマリンは出会う前からギルフォードの清い行いを心から尊敬していた。初めて会った時には、どうしてこれほどまでにも美しい天使がこの穢れた地にいるのだろうかと驚いた。次に会った時、どのような逆境にも屈しない力強い瞳に圧倒された。そのうちギルフォードが精神支配に歪められて彼女を愛する主人として崇拝するようになったのを見て、ロスマリンは人の道を穢した己を愚かしく思いつつ、どこかで胸をときめかせていた。

　彼女は己の心に善なる物ではない感情が存在していることを知った。そして今もその感情が自身の行動を鈍らせていることに気付いている。

　──私の恋心は醜い。穢れで形成されている。だから一刻も早く解術をして、私はギルフォードに殺されるべきだわ。

　決意したロスマリンは見知った廊下を足早に歩き、聖堂へとつながる廊下に向かった。

　解術に必要なのは聖堂や教会に湧き出る聖水と術師の呪言だ。術をかけられた者が聖水を飲んだあと、術師がかけた術と真逆の言葉を発するだけでよいとされている。

　幼いロスマリンはギルフォードが術にかかってしまったと気づいてすぐに解術を試みたが、その後も彼はなかなか術が解けず、結局術を解くことができたと気づいたのは彼が邸から逃げ出したその日だった。

　彼女は彼が解術されてからも術にかかったふりをして逃げ出すその時を見定めていたのだと信じ、邸で大きな騒ぎが起こらぬよう公爵に『ギルフォードの精神は完璧に汚染しきって傀儡とし、王宮の様子を逐一報告させるために王宮に戻した』と説明した。

　初めはロスマリンを疑っていた公爵も、彼女が王宮の侍従の夢を媒介にして知りえたくだらぬ政の情報を横流しすると、満足そうに薄汚い笑みを浮かべていた。

　ロスマリンはすべてがうまく運んでいると確信しても、ギルフォードが邸を出てからは一度も彼の夢に潜り込もうとは思えなかった。なぜならロスマリンは、これ以上己がギルフォードの侮蔑の対象となっている姿を見るのが恐ろしかったからだ。彼の護衛騎士が優秀であればおそらく彼はこの国にはいない。そうするよう、ロスマリンがそれとなく忠告していたからだ。王にかけられた術と毒を少しずつ治療して、すべての脅威が取り払われてからこの国に戻ってくるはずだ。そうして彼は公爵家の悪事を暴くだろう。彼がロスマリンとの婚約を解消していないということはつまり、まだその時ではないと判断しているということだ。ゆえにその時が来るまで彼は安全なところで息をひそめていることだろう。彼女はそう信じ込んで、決して夢に渡ろうとしなかった

　しかしそれがあだとなった。

　もっと早くに解術が失敗していたことに気付いていれば、ギルフォードはロスマリンに触れることなどなかった。きっと術が解けた時、自身に起きた過去を思って寒気がすることだろう。それどころか、今度こそ心を壊してしまうかもしれない。

「……大聖堂の聖水なら、きっと効果がでるはずだわ」

　ロスマリンは考えを巡らせながらしばらく歩き続け、ようやく王宮の東に位置するゴーシェ大聖堂にたどり着いた。この大聖堂はこの国で最も神聖な聖堂だ。彼女はその場に立ち尽くし、中央に聳え立つ噴水を見上げていた。

　天使の彫刻の目から流れ出る涙が雫となって少しずつ聖水がたまっていく。

　公爵は神への信仰心がなく、聖堂や教会を訪れることもなかったため、ロスマリンは聖堂の内観を見るのもこれが初めてのことだった。

　──そもそも悪女ロスマリン・アーレンハイトに信仰心など不要だと心得ていたから、近づくつもりなどさらさらなかった。

「おや、このような夜半にどのような御用でしょう」

　ロスマリンが噴水に貯められた聖水を見下ろしながら考え込んでいると、柔らかな声がかけられた。彼女は弾かれるように顔をあげ、聖人服に身を包む神父を見て慌てて口を開く。

「……このような時間の訪問、申し訳ありません」

　ロスマリンの言葉を聞いた神父は夜遅くの訪問にも眉を顰めることなく微笑んでいる。そのことにロスマリンは内心安堵してひそかに息を吐いた。

「いえ、決して咎めているわけではありません。教会はいつ何時でも迷える魂を受け入れる場所ですから。しかし何かお困りなのではないかと思いまして」

　年若い神父は柔和な笑みを浮かべたまま、そっとロスマリンの側に近寄ってくる。瞳は聖職者によく現れる深いブルーで、顔立ちは端正に整っていた。彼女はその顔をどこかで見たように思えて一瞬考え込んだが、視界の端に聖水がちらついてすぐに考えを取りやめた。

「ええ、その、……聖水を少し、いただきたいのです」

「……聖水をですか？」

「はい。あの……」

　ロスマリンは言い訳を考えつつ、今更自身がネグリジェのまま外へ飛び出してきたことを思い出して口をつぐんだ。楚々としたデザインではあるが、ロスマリンが着ると何とも言えない淫猥さが目立ってしまう。彼女は気恥ずかしさで視線を下ろし、さらに胸元についた赤い鬱血痕を見つけて顔を赤らめた。

　──服を着替えてくるべきだった。さらに言うと顔を隠せるヴェールも必要だった。自分らしくない行き当たりばったりの行動のせいで、すっかり気が動転しているみたい。

「構いませんよ。水差しで汲んでさしあげます」

「それは、……ありがとうございます」

　神父は動揺するロスマリンなど気にせずに聖堂の奥に消え、水差しと聖職者がよく身につけているマントを持って再度目の前に現れた。

「肌寒いでしょう。こちらをお召ください」

「……ありがとうございます」

　聖職者らしい好意に頬を緩ませたロスマリンは、今更ながら己の振る舞いがロスマリン・アーレンハイトらしくないことを思い出して小さく咳払いした。神父は彼女が一人勝手に慌てているうちに水差しに聖水を汲んで、マントを羽織り終えた彼女の前に差し出す。

「……しかしこうしてお話しますと公爵令嬢は随分と噂とは違う印象を受けますね」

　聖水を差し出しながら、神父はやはり柔らかな笑みを浮かべていた。その美しい笑みに、ロスマリンはようやく目の前に立つ男のことを思い出した。彼はギルフォードの即位が宣言される一か月前、突如として教皇に指名された年若い聖職者──ビットーリオ教皇だ。

　ロスマリンが何一つ言葉を発することもできずに後ずさりすると、ビットーリオはさらに笑みを深めて彼女の手を取り、その手に水差しを握らせながら言った。

「本来はこちらがあなたの正しい姿であるということでしょうか？　あまりにも可憐で弱々しく、まるでどこかから逃げ伸びて教会を頼りにしたご婦人かと見紛いました」

「そのようなこと、は」

「何か恐れがおありなのでは？　教会はあなたのようなご婦人を守る砦でも……」

「ビットーリオ、それ以上そのお方に触れるな」

　決して逃げてきたわけではなかった。そのことをロスマリンがビットーリオに伝えるよりも先に、彼女に水差しを握らせていた教皇の手が引き剥がされた。

　後ろから教皇に命じる声は低く重苦しい。ただ一声発せられただけで、ロスマリンはその声の主がギルフォードであることに気付いた。

　酷く機嫌を損ねている。まるで彼が公爵家に閉じ込められた日のような荒々しい声色だった。

「おや、第一王子殿下。なにゆえそのような恐ろしい顔をなさるのです？」

　ギルフォードの表情を見上げるビットーリオはますますおかしそうに笑って、同意を求めるようにロスマリンへと視線を向けた。その視線が絡む前に彼女の眼前は真っ暗になる。

「このお方を見るな」

　ギルフォードは威嚇するようにビットーリオへ言い放ち、手のひらでロスマリンの目を隠す。彼女はますます近づいた距離に息を呑み、強く水差しの持ち手を握りしめた。

「なぜ殿下がそのようなことをお命じになるのですか」

「このお方が私のものだからだ」

　ギルフォードは少しも躊躇うことなくその言葉を口にし、隠すように後ろからロスマリンの体を抱きすくめた。彼女は力強く抱きしめられるうちに、ギルフォードの指先の隙間からビットーリオの表情が見えた。少し前までに見ていた柔和な面持ちとは違い、冷たくギルフォードを見据えている。

　ギルフォードは精神を汚染された影響でこのような言葉を口にしている。しかし客観的に見れば、夜半にネグリジェ姿で教会に駆け込む婦人など何かのっぴきならない事情があるようにしか見えない。そしてそれを追いかける男がいれば、間違いなくその者が婦人に危害を加えたと思われるだろう。

「このような夜中にご婦人が教会を訪れる理由を、殿下ともあろうお方がご存じないわけではないでしょう」

「……なんとでも言えばいい。もう二度とこの方はここへは訪れない。それだけが事実だ」

　教会と王家は互いに協力する立場でありながら完全に分立した権力であるとして知られている。つまり、教皇が王位に疑問を持てば十分に王権の危機になり得るということだ。

　──このままではギルフォードが誤解されてしまう。

「ビットーリオ教皇様、わたくし、……っ」

　決して、ギルフォードから逃げるためにここに来たわけではない。それを口に出そうと開いた唇は、ギルフォードの手のひらに覆い隠された。

「僕以外の男にその可愛らしい声を聞かせてはいけないよ」

　耳元に囁かれた声に滲む狂気に、ロスマリンは言葉を失ってしまった。何も言えず立ち尽くすロスマリンの手から水差しを奪ったギルフォードは、さらに彼女が羽織るマントをその場ではぎ捨てて彼女の手を握り、大股で外へとつながる聖堂の扉へ向かう。ロスマリンは予期せぬ行動につられて小走りで後に続き、混乱しながら後ろを振り返った。

「公爵令嬢、教会はいつもあなたのために開かれております！」

　真剣そうな顔つきの教皇の言葉を否定する前に、ギルフォードに握られた手のひらに強く力が込められる。

「返事をする必要はない」

　まっすぐに前を見据えながら歩くギルフォードから発せられたのは限りなく命令に近い言葉だった。

　ロスマリンの行き当たりばったりの行動のせいで、ギルフォードが精神汚染されている姿をまざまざと教皇に見せつけてしまった。それだけでなくロスマリンは彼が憤りに押し黙っているのを感じていた。

「……で、んか」

　月だけが煌々と輝く静かな夜の廊下にロスマリンのか細い声が響く。ギルフォードはその声にぴくりと反応したものの、ますます歩調を強めるだけだ。彼女はすでにほとんど走るような形で引きずられ、彼が持つ水差しからは絶えず聖水がこぼれだしていた。

　ロスマリンは以前、公爵が『主を奪われそうになった犬は必死で敵に食らいつく』と言っていたことを思い出し、せりあがる吐き気を押し殺した。彼がそうなるように支配したのは、他でもない自分自身なのだ。その事実を思い出すたび彼女は自分を消してしまいたくなった。

「殿下……」

　数回目にロスマリンがギルフォードを呼んだ時、すでに二人の体はよく見知った私室に戻ってきていた。ギルフォードは少し乱暴に水差しをベッドサイドのテーブルに置き、ゆっくりとロスマリンを振り返る。

「なぜ僕を名前で呼んでくれないんです」

「あ……」

　その瞳に浮かぶのは、ロスマリンが想像したような怒りや憤りではなく、切なさや苦しみのような色だ。予想外の反応に彼女は言葉を失って黙り込んでしまう。

「君はいつもそうだ。僕を散々甘やかすのに、突然突き放す」

「な、にを」

「僕の妃になるのがそれほどお嫌ですか。何もかもを捧げますよ。富も名声も、権力も。すべてが君のものだ。君は何不自由なく暮らしていけるでしょう。僕の妃にさえなればそれが叶う。それでも君は僕に興味を持ってくれないのですか。教えてください。あなたは何をほっしているんです。僕はそのすべてをあなたに捧げます。お願いです。教えてください」

「待って、」

　──これほどまでに追いつめているとは思わなかった。

　これまでギルフォードはほとんどの時間笑みを浮かべていた。一瞬苦痛の表情を浮かべても、すぐに消し去っていた。ゆえにロスマリンは彼がどれほど精神の歪みに苦しんでいるのか気付くことができなかった。ギルフォードは己の失態に顔を青くするロスマリンを見下ろし、自嘲するように笑う。

「いいえ待てません。……君は教会にも興味などなかったでしょう。どうしていまさらあんなところに？　持ち合わせてもいない信仰心を捧げてもよいと思えるほど、僕の側にいるのが嫌ですか。ロスマリン」

　その言葉を否定してほしいのだということがひしひしと伝わってくる。ロスマリンはギルフォードの熱意に押されるようにじりじりと後退し、いつの間にすぐ後ろがベッドの縁になっていた。

「でん……、ギルフォード、様、落ち着いてください」

「僕は落ち着いているよ。男と夜を過ごしただろうことが一目でわかるような装いで教会に助けを求めようとした君よりはよっぽどね」

「そんなつもりじゃ」

「ではどんなつもりで？　は、まさかビットーリオを誘惑するおつもりですか。君は美しいし、可憐で可愛らしい。そのうえ聡明で、心優しく純真だ。どんな男でも僕のように君に夢中になるだろうね」

　ロスマリンはギルフォードが言い放った言葉のすべてが不可解で到底立っていられず、ベッドの縁に座り込んだ。すかさずギルフォードが両脇に腕をついて至近距離から彼女のアメジストの瞳を見つめる。

「ロジー、君が好きだよ。狂おしいくらいに。……君しかいらない。僕だけの人でいてください。よそ見をしないで。誰にも君の美しさを見せたくない。僕だけに囁き、僕だけを見つめていて」

　捨てられまいと震える子犬のようにロスマリンの髪に頬ずりしたギルフォードが、言葉なく彼女をもう一度正面から見つめ、顔を傾けて唇に口づける。その唇の優しさに、ロスマリンは思わずギルフォードの胸を押した。柔らかな触れ合いが彼女の些細な抵抗に阻まれる。

　──これはすべて過去の私が招いた作り物だわ。

　自嘲してギルフォードを見上げたロスマリンは彼の瞳に暗い色が浮かんでいるのを見て息を呑んだ。

「でん、っ、けほ……！　っ、」

　焦って解術に協力してほしいことを伝えようとしたロスマリンは激しくせき込んで背中を丸めた。ここのところ少し改善の兆しがみられていたが、外へ出た影響で毒が回ったのだろう。急激な倦怠感を覚えた彼女は呼吸を乱しながらベッドシーツに縋りついた。

「ロスマリン」

　背中をギルフォードの手が撫でている。この優しさがすべて偽物だと思うと、ロスマリンは息苦しさで胸が詰まってしまいそうだった。呼吸を落ち着けながら彼の手を払い、ベッドの上でさらに距離を取ろうと後ろに下がる。このままでは血を吐くのも時間の問題だ。

「近寄らない、で」

　吐血の場面を見せまいと必死に振る舞う彼女は、彼がどのような表情を浮かべているのか見ることができなかった。だからこのような言葉を発することができたのだ。

「──僕から君を遠ざけようとするすべてが憎いな」

　少し前に強く手を払ったはずが、ギルフォードの指先がすでにロスマリンの頬を撫でている。彼女はそのことに気付いてすぐに顔をあげ、ようやく彼の瞳に激しく怒りが燃えていることに気付いた。

「ねえロスマリン。逃げれば仕置きをすると言ったのを、まさか君は忘れていないよね」

「逃げようとしたわけでは……」

「そう？　じゃあそれを証明すればいい。聡明な君ならできるよね。逃げようとしたわけではないなら、僕がどんな仕置きをしても逃げ出そうとしないはずだよ、ロスマリン」
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「あ、あああっ、あんっ、ひ、ああっ……！」

　部屋中にロスマリンの嬌声と機械の振動音だけが響く。それ以外には微かに本のページをめくる音だけが聞こえていた。しかしロスマリンの耳にはそのどれもが届かず、一心不乱に体に襲い掛かる快楽を逃がそうと全身をくねらせていた。

「あっ、も、……っ、あ、っ」

　逃げ出したら仕置きをするという言葉は、ギルフォードが折に触れて囁いていた。ロスマリンは清廉潔白で正義感あるギルフォードがそのような行いをするとは到底思えなかったがしかし、これはまさに仕置きだ。

「ひ、っ、あ、ああっ、おねが……っ、外し……っ、ん、んん」

　いつの間にか外から薄明の光が差し込んできている。どれほどの時間が経過したのか、ロスマリンには見当もつかなかった。ネグリジェと下着を奪われ、小石のような丸い機械を両胸の飾りと秘所に固定され、両手を後ろで縛り上げられた。ギルフォードに絹のタオルで結ばれた腕は痛みこそないが、決して結び目が緩むこともない。

　ギルフォードははじめにロスマリンの体にすべての機械を取り付けると、すぐに彼女の下腹部に触れて呪文を唱えた。すっかり定着した下腹部の紋様が光り、ロスマリンの体がじわりと熱くなる。これを刻まれるときはいつも快楽を与えられると体が覚えてしまったのだ。蜜をこぼしたロスマリンを一瞥し、ギルフォードは静かに笑っていた。

『こんなに期待する君の体に達せない苦しみを教えたら、君も少しは僕を必要とするかな』

　その言葉のとおり、ギルフォードはロスマリンが達しそうになる度にスイッチを切り替えて丸い機械の刺激を弱め、彼女の精神を追いつめた。

「あっ、んんんっ、あ、あっ……っ！　……ふ、っでん、かぁ……っ」

　ギルフォードは一瞥もくれずにロスマリンの機微を察し、巧妙に強弱を入れ替えている。しばらく気丈に耐え続けていたロスマリンも秘所から滴り落ちる粘液がシーツをぐっしょりと汚しているのを感じられるほどになると、ただ媚びるように嬌声をあげて切なげな眼でギルフォードを見上げるようになっていた。

「……ロジーは僕の名前を忘れてしまったのかな」

「っ、ギルフォード、さま……っ、ああっ、も、もう、くるし……っ」

「苦しいからどうしてほしいの？」

「っ……んんんっ、」

「それを言えないなら、仕置きにならないよ」

　くすくすと上品に笑うギルフォードは椅子に腰かけて時折ブランデーのグラスを傾けながら読書に励んでいる。まるでロスマリンとは違う世界の住人のようだ。

　ロスマリンはすでに、どうすればこの苦しみから解放されるのかを知っている。ただ止めてもらうだけでは、ここまでぐずぐずに疼いてしまった体を収めることはできない。もっと早くに止めてほしいと願っていれば、ギルフォードはそのとおりにしてくれていたかもしれない。どうにか逃げようとしていたわけではないことを伝えようと必死になっているうちに快楽に呑まれ、結局それどころではなくなってしまった。

「あっ、あああっ……っ、また強くな……っんんん」

「ビットーリオのことでも考えていた？」

「っ、ちが、っ、ちが、うっ、から……っ」

「ほら、達しちゃいけないよ」

「っ、んんんっ、……っ！」

　上り詰めようとする体を抑えようと力を入れると、かえって別の刺激に反応してしまう。ぐずぐずになって顔を赤らめるロスマリンを見て、彼はおかしそうに笑っていた。ギルフォードは気まぐれにロスマリンの秘所へと手を伸ばし、ゆっくりと中指を蜜壺に侵入させる。

「っ、～～～！　だめっ、だめ……っ」

「本当かな。今すごく気持ちがよさそうだったよ。ビットーリオのことを思い出していたんじゃない？」

「～～～っ、でんか、がっ、さわってる、からぁっ……っああ、っ」

「そう。僕に触れられて、こんなに蜜を垂らしているんだ」

　もはや隠す気さえ起こらず、彼女は夢中で頷いて太ももを擦り合わせる。彼女はどうにか動かせる腿でベッドの縁に腰かけ直した彼の足をさすり、涙で潤みきった瞳で彼を見上げた。

「おねが、……っ、でん、かっ」

「……本当に君は何をしていても可愛くて参るな」

「ねえっ、……っ、あっ、んんんっ」

「ほら、僕の妃。どうしてほしいか言ってごらん」

　ギルフォードは悪魔のような言葉を天使の微笑みを浮かべながら囁く。一方の手はロスマリンの下腹部を丸くなぞり、もう一方はロスマリンの膣壁を甘く引っ掻いた。彼女はその刺激で一気に天井近くまで上り詰めさせられ、とうとうなけなしの理性をかなぐり捨てて叫んだ。

「っでんかを、……っ、でんかを、ください……！」

「……君が望むならいくらでも」

　恍惚と微笑んだギルフォードが勢いよく服を脱ぎ捨て、ロスマリンの上に跨った。彼の指先は確かめるように蜜口をなぞり、くぷりと音を立てて中に侵入する。

「あっ、ああ」

　あくまでも傷をつけないように中を確かめる指先の動きにもロスマリンは達しそうになるのをただひたすら耐え続けている。散々胸と蜜口の蕾を刺激された体はもうとっくにギルフォードを待ちわびている。そのことを理解しているだろう彼は喉を鳴らして笑いながらロスマリンに口づけた。

「少し触っただけなのに、たまらなくよさそうだね」

「っ、ん、ああっ、……っはや、く……っ」

「かわいいおねだりだ」

　ギルフォードは蕩けそうな瞳をロスマリンに向けつつ怒張した強直を隠すことなく見せつけ、ロスマリンの秘所をなぞった。数回なぞられるだけでたまらなく焦らされた気分になり、ロスマリンはどうにか腰を動かしてギルフォードのものを中に取り入れようとしている。その様子を真上から見下ろしたギルフォードは今度こそ強直をロスマリンの中に挿し込み、恥骨が触れ合うほど奥へと侵入した。

　ギルフォードのしなやかな筋肉がぴったりとロスマリンの体に密着する。

「～～っひああああっ……!?」

　胸の飾りと蜜口の突起に張り付けられた機械がさらにぐりぐりと押し付けられ、一度も触れられていなかった最奥を穿たれた瞬間、彼女は息つく間もなく深い法悦の波に呑み込まれた。全身を雷で打たれたかのような衝撃に目の前が真っ白になり、ぴくぴくと痙攣を繰り返している。何時間も達することができず耐え続けていた体はとうに耐えられる快楽の量を超えて、肌が触れ合うだけで途轍もない法悦に襲われた。

「まっ、……っ、まっ」

「まだ中に入っただけだよ」

　彼は笑いながら容赦なく彼自身を引き抜く。ロスマリンはその刺激にも気を失いかけるほどの快楽に襲われた。

「こんなふうになるほど我慢したんだね。ロジー、普段感情を見せずに隠している君が一心不乱に僕を求める姿をもっと見せて」

「ひ、っああああっ」

　ゆっくりと腰を動かされるだけで意識が飛びそうなほどの快楽に足を取られ、ただしがみつくことしかできない。中を穿たれるたびにそれぞれの機械の振動にも追いつめられ、ロスマリンは過ぎた快楽に泣きながら、嬌声を上げ続けた。

「君は理性的な人だから、こうして快楽に溺れることを恐ろしく思うかもしれない、けどね」

「っひ、ううっ、あっ、あっ……！」

「僕はどんな君も愛おしく思うし、君が気持ちよくなっているところをずっと見ていたい」

「あっ、んんん～～っ……！」

「君のすべては僕のもので、僕のすべても君のものだ。だからもう、僕の側を離れようとしないでほしい。ロジー、君はただ健やかに笑って僕の隣にいるだけでいい。それ以外のすべては、君の目に入れるべきでもない些末なことだよ。何者にも僕から君を奪わせない。君の次の婚約者候補だった男にも、教会にも、そして死にさえも」

　まっすぐに囁かれた言葉が胸に刺さる。真実を伝えようと口を開いても、ロスマリンの口からこぼれ出るのは嬌声だけだ。紋様がくっきりと浮かぶ腹をなぞられ、更なる快楽に視界がぼやける。

「ひ、ああっ、あんっ、んんんっ、も、だめ……っ！」

　ギルフォードはロスマリンの限界が近づいていることを悟って額に優しく口づけ、ロスマリンの右耳に囁いた。

「ロジー、たとえ君が僕を嫌っていても、僕は君を愛しているよ。僕のただ一人の妃……！」

「ギル、……っ、っひあああああっ……！」

　びりびりと脳幹が痺れるような強い快感に襲われ、膨張し続けていた快楽が一気に弾ける。ロスマリンは激しい絶頂にはくはくと唇を震わせ、足の爪先が空を蹴った。

　すべての思いを込めるように囁いたギルフォードが最奥を穿ち、すぐに強直を取り出してロスマリンの腹に白濁液を出しきる。ギルフォードは額に汗を浮かべながら息を切らせて、強く目を瞑っていた。

　ロスマリンは今にも途切れそうな意識を繋ぎとめ、ギルフォードの姿を見上げている。

　──今、ここで打ち明けなければ、もっとギルを傷つけてしまう。

　その思いだけでどうにか上体を起こしたロスマリンは、俯いたまま自嘲的な笑みを浮かべるギルフォードを見て目を見張った。

「殿下……？」

「君にだけは軽蔑されたくないのに、いつも君にだけふがいない姿を見せてしまう」

　まるで初恋に苦しむ少年のように寂しげな声だ。俯いていた視線をあげたギルフォードが、まだ息の上がっているロスマリンを見て、すぐに彼が脱ぎ捨てたローブをかけた。

「ロジー、君は君がこの部屋からいなくなってしまったことに気付いた時の僕の気持ちがわかるかな。ついにこの日が来てしまったんだと、そう思ったよ」

　ロスマリンの体の穢れを拭きながら、告解のような言葉を告げてくる。恋い慕う人に嫌われてしまうことを心から恐れているのだということがはっきりと感じられる言葉だった。

「殿下、お待ちください。私の話を」

「変な話だろう。君に嫌われても、軽蔑されてもいいから君を側に置きたかった。けれど君に触れれば触れるほど、どうしようもなく君の心が欲しくてたまらなくなった。今では君が、もう二度と美しい顔の男を視界に入れることがないことを願うほどだよ。……君が僕を犬にした理由が、僕の顔を気に入ったからだなんていう戯言を、僕はいまだに心のどこかで信じていたらしい」

　そのようなことをロスマリンが言ったのは彼の体を守るためだ。彼女の居ぬ間に彼が傷つけられることがないよう、そして精神を汚染された彼自身が彼女の命じるままに体を守るように意識させるため、彼の容姿が好きなのだと邸内で積極的に言いまわっていた。本来なら、ギルフォードが嫌悪すべき記憶だ。彼はそのような記憶を心底大切そうに呟き、哀願するようにロスマリンの瞳を見つめる。

「ごめん。僕は……、やっぱり君を愛しているんだ。ただ君が健やかであればいいなんて、そんなことは願えない。僕の側で、僕の隣で笑っていてほしい。僕は君に優しくしたいのに、一方で嫌がる君を手放すことができない。僕の愛は美しい君にはふさわしくないだろう」

　ギルフォードは打ちひしがれるように静かに呟き、眩しいものを見るような眼差しでロスマリンを見つめた。

　──どうして私はギルにこんな言葉を言わせるまで、解放する言葉を告げられなかったのだろう。

　ロスマリンは彼の切ない眼差しに激しい自責の念にかられ、とうとう重い口を開いた。

「殿下、殿下は私のことなんて愛していないですわ。……ただ、心が歪められているだけなのです。あなたの人生には私なんて必要ない。きっと本当のあなたは私を心から憎んでいる」

　ロスマリンがこの言葉を告げるのに、長い時間がかかってしまった。真実を告げれば、夢のような日々が終わる。彼女は己の命などすでに終わったものだと思っていたはずが、甘い夢を見てどうしても目を覚ましたくなくなってしまった。

　──でもそれも今日で終わり。

「ロジー、僕は君が何を言っているのかわからない」

　当惑する子どものようなギルフォードの表情に、ロスマリンは意を決して言った。

「十四年前、殿下は我が公爵家に誘拐されました。あなたはその時私に尊厳を踏みつけられ、絶対服従するように精神を歪められた。私の解術が至らないせいで、殿下はあれから十四年も私を愛しているかのように錯覚しているだけなのです。術が解ければきっとあなたは」

　嫌悪して、ロスマリンの首をはねるだろう。そう、言葉を続けるつもりが、彼女はギルフォードに手を握られたことによって口をつぐんでしまった。何も言えず戸惑うロスマリンをギルフォードが見下ろして言う。

「そうか。……まだ君は僕の想いを理解していなかったんだね。ああ、それで聖水を？　はは、そうか。じゃあ本当に僕から逃げたかったわけではないんだね」

　少し前までとは違い心なしか少し明るい表情で囁いたギルフォードが、おもむろに立ち上がって水差しを持って戻ってくる。彼女が心の準備をする間もなく彼はそれを呷り、再び視線を合わせた。

「……さあ、いくらでも試せばいいよ。あの時のように何度やってもいい。まさかまだ術にかかっていると思われていたとは驚いたな。ほら、はやく君の手で触れて、僕の呪いを解いてくれ」

　彼はそう言いきると瞼を閉じ、ロスマリンの前に体を差し出してくる。潔すぎる行動にロスマリンはしばらく狼狽えて周囲を見回したが、結局彼の額に手をかざしてゆっくりと目を閉じた。手のひらから彼の頭に力を込めるイメージを浮かべながら唇を開く。

「あなたはロスマリン・アーレンハイトのものなどではなく、あなた自身のものです。あなたはロスマリン・アーレンハイトがどれほど願おうとその者の意向には沿わず、決して己を曲げない。あなたは真に自由で、誰にも隷属しない。あなたのものはあなたのもので、ロスマリン・アーレンハイトのものではありません。……目を開けてください」

　新緑の美しい瞳にロスマリンが映る。彼女は彼の少し疲れた目元を見つめ、そのまなじりを優しく撫でたくなるのを押しとどめた。彼女がまっすぐに見つめて囁くと、どこかぼんやりとしていた彼の瞳に光が灯る。解術をされるとしばらくの間、人は無我の状態になる。問われれば正しい答えのみを言い、自身が何を話したのか忘れてしまうのだ。

「あなたの目の前に見える人は、あなたにとってどんな人ですか」

「……憎むべきアーレンハイト家の長女」

　ゆっくりと紡ぎだされる言葉に、どうしてか胸が締め付けられる。ロスマリンは知らず知らずのうちに目のふちに涙がたまっていることに気付いて俯く。

　答えはわかっていた。初めから知っていたことだ。

「そうです。殿下の憎むべき相手です」

「僕の精神を歪め、傍若無人に振る舞った」

「おっしゃるとおりです」

「僕を嫌い、最後には僕を遠ざけた」

「……それは違うわ」

　無我になっている相手に何を言おうと無駄だ。そう習って、さらに父に拷問される人々を見てよく理解していた。だからこそ、口を開いてしまったのかもしれない。

「……殿下の精神を歪め、傍若無人に振る舞いました。殿下の憎むべき相手です。ですが、私が殿下を嫌ったことは一度もありませんでした。殿下がいつかお戻りになる日を心からお待ちしておりました。あなただけが私の世界の光だった。だから」

　ギルフォードに本音を打ち明けられるのはこれが最初で最後だ。それなら彼女は悔いなく終わりを迎えたかった。

「だからどうか、ギルは生きて。たくさんの人を助けて。顔も知らない子どもに躊躇いなくハンカチを差し出してくれるような、そういうあなたがとても好きだったの」

「……ようやくその名で呼ぶ気になってくれたんだね」

　穏やかな声色で囁かれ、ロスマリンは弾かれるように顔をあげた。勢いよく顔をあげたせいで、下瞼に引っかかっていた涙は大粒の雫となって彼女の頬をこぼれ落ちていく。しかし彼女はそのことに気付くことができないほど、ギルフォードの表情に釘付けになっていた。

「どうして笑っていられるの……」

「君がやっと、ちゃんと僕の名を呼んでくれたからに決まっているよ」

「術が解けなかった？」

「君は本当に用心深いなあ」

　──だって、術が解けた状態のギルが私に微笑みかけてくれるはずがないもの。

　ギルフォードは彼女の心情とは裏腹に、愛おしき者を見つめるような瞳で彼女を見下ろし、その涙に表情を歪めた。

「ああ、泣かないでロジー。君を泣かせたかったわけじゃない」

「泣いてなんか」

　自分が泣ける立場にいるはずがない。ロスマリンは自身に言い聞かせるように何度も強く瞼を瞑るのに、そのたびに涙があふれだして止まらなくなってしまった。

　泣きたい夜はいくつもあった。自身が仕出かした仕打ちの恐ろしさに、そして自身の胸の内に湧き上がる恐ろしい執着心に怯えて、ロスマリンは孤独な夜にいつも震えていた。しかし一度として涙を見せたことはなかった。

「君がつらい思いをしてもなお僕を助けようとしていたことを知っている。ロジー、すべてわかってるんだ。だからもう一人で抱え込んだり、自分のせいだと思ったりする必要はない」

　ギルフォードの言葉はまるでロスマリンを慰めようとしているかのようだった。節くれ立った彼の指先がロスマリンへと伸びる。その手は優しく彼女の頬を流れる涙を撫でた。

「どうして」

「君は勘違いをしている。僕は君が思うような紳士ではないし、君が苦しんでいることを知っていても十四年も助けに行くことすらできずにいた愚か者だ。……顔も知らないような子どもにハンカチを差し出したんじゃない。密かに好意を持っている女性が困っていたから、下心があって差し出したんだ」

「……嘘よ」

「ああ、僕も結構君に嘘をついているよ。僕は君の術になんて、ほとんどかかっていなかった。君があまりにも苦しんでいるようだからかかったふりをしていただけだ。僕には呪術や毒の類が効きづらい。……いや、もう少し正確に言うと、効果を知っている術にはかからないんだ。君にかけられた幻惑もはじめのうちは効果を感じていたけど、理屈がわかってからは苦しくもなかった。けれど君は僕が術にかかっていないことに気付くと、苦しみながら僕をますます罰しなければならないようだった。……だから、かかったふりをすることにした」

　長年かかっていたと信じ込んでいた術がギルフォードにはかかっていなかった。ロスマリンが計り知れない衝撃に言葉を失っていると、彼は隠すことなく苦笑を浮かべて、ロスマリンの乾いた頬を撫でた。

「びっくりして涙が止まってしまったみたいだ。隠し事もたまには悪くないね。……君に夢を渡る力があると気づいてからは、特に君に心酔しているふりをしなければならないと躍起になった。君を疑う気持ちなんて一か月もしないうちに消え始めていた。だからかかったふりをしたんだ。……君は僕には初めから無関心だったし王子として敬意を表してはいても、決して僕を特別には思っていないだろうと感じていたから。術にかかっているふりをすれば僕の頭の中にある君への邪な感情が見られても、術のせいにできるだろう？　それで君を怖がらせなければ、僕がどれほど馬鹿らしく見えようが気にならなかった」

　ギルフォードの告白は、まるで幼い頃の彼がロスマリンに心を寄せていたかのようだ。にわかに信じがたい言葉に、彼女は狼狽えながら声をあげた。

「……でも、そんな、そういう夢を見たことはないわ。いつもあなたの夢は、私が恐ろしいことをして、あなたが苦しむ夢ばかりだった」

　ギルフォードの夢は彼が邪術にかかったふりをしてからもずっとロスマリンの暴虐を止めようとするものばかりだった。だからこそ彼女は彼が術にかかり、本当は彼女を恐れているのに、媚びを売っているのだと信じ込んでいたのだ。

　混乱するロスマリンの頬を撫でたギルフォードが思案しつつ答えを囁く。

「ああ、詳しくはわからないけれど、たぶん君の夢渡りの秘技は相手の心のすべてを覗く力というよりは、憎悪や恐れといった負の感情を見ることができる力なんだと思う。僕は僕の存在のせいで君が傍若無人に振る舞わざるを得ない状況のことを、心から苦しく思っていたから。あの頃はどうして悪夢ばかりを見るのか理屈がわからなかったけれど、君の力を模倣するようになってよくわかった」

「力を模倣する……？」

「僕の力は女性を孕ませるだとか……、ちょっと適当なことを言ったんだけど……、あれは弟の秘技を模倣したもので……ごめん。本当は毒や術、秘技を模倣したり、浄化したりできる物なんだ。うまく使いこなせば相手の力を利用することもできる恐ろしい力だよ。だから僕も、君の夢に渡ることができた。……すぐに後悔したけどね。夢の中で君は公爵に虐げられていた。そこから守ることには成功したけれど、次の瞬間には僕が君を狙う恐ろしい男に変えられていた」

「……その夢は、……でも私、あなたのすることに恐れを感じてなんていなかったわ」

　ロスマリンはギルフォードの私室に軟禁されてからたびたび見る夢を思い返して呟いた。

　確かにギルフォードが言うような夢を見ていた記憶はある。しかしロスマリンにとって、ギルフォードの行いは決して恐ろしいものではなかった。

「うん。僕はどうやらその部分を勘違いしていたんだ。……これは君がしている勘違いと同じだよ。僕は僕のせいで君が傍若無人に振る舞わざるを得ない状況を心から恐れていた。君も同じなんじゃないかな。君が恐れるのは僕自身じゃなく、君の術のせいで僕が君に心酔している状況だろう」

「……っ、それは……」

「心当たりがあるようだね。……僕の模倣の能力は完璧なコピーではないんだ。だからこそ、悪夢に苦しむ君を守ろうとしていたはずがかえって傷をつけてしまった。だけど君の力を模倣することで、ようやく君の力が人の負の感情を見るものだと気づいた。何度か君の秘技を模倣して他人の夢に渡ってみたけど、見るのはいつも恐れやよからぬ謀略、怒りに満ち溢れた悪夢ばかりだった。こんな恐怖に晒される覚悟で君はいつも僕の夢にきてくれていたんだと改めて確認できたよ」

　この部屋で眠るといつも、ロスマリンはおかしな夢を見た。それがギルフォードの夢渡りによって作り上げられた夢だったとは思いもしなかった。

「悪夢ばかりを見ると知っていて、どうして何度も私の夢に……？」

「……そうすれば、過去の君を助けられる気がしたんだ。君が十四年前、夢の僕を必死に守ろうとしてくれた時のように。まあ、君のようにうまくはできなかったけどね。でもあの男に殴られる君を黙って見ているよりはずっといい」

　──今度こそ僕が君を守る。

　ギルフォードが口にしていた言葉だ。それがまぎれもない彼の本心だとしたら。

「……どうしてそんなことを」

「君のことがずっと好きだったからに決まってる。……僕こそ聞きたいよ。あれほど苦しむと知っていて、どうして君は僕を助けようと思えたのかな」

「それは……」

　答えはただ一つだけだ。ロスマリンはギルフォードが満足げに微笑んでいるのを見て、彼がすでにその答えの名前を知っていることに気が付いた。

　──こんな夢のようなことがあっていいの？

　ロスマリンは震える唇でその答えを言葉にしようと口を開きかけ、そこでようやくギルフォードの異変に気付いた。

「ギル……？」

「なあに。答えを聞かせてよ」

「待って、あなた、すごく顔色が悪いわ」

「……そんなことはない。ほら、答えを聞かせて。それで僕にキスをしてよ。ずっと君に焦がれていたんだ」

　ギルフォードはロスマリンの夢に渡って、過去のロスマリンがその父からどのような仕打ちを受けていたのかを知っている。それはつまり、ロスマリンが長年中毒症状に悩まされていたことを知っているということだ。

『本当は毒や術、秘技を模倣したり、打ち消したり浄化したりできる物なんだ』

『今度こそ僕が君を守るよ』

　その言葉が嘘ではない真のことであるとしたら。

「ギル……、まさか」

　最近のロスマリンは頗る調子がよかった。毒を飲まなくなってから一か月以上も時が経過しているというのに、ほとんど中毒症状に悩まされることもない。一方でギルフォードは日ごとに顔色が悪くなっていた。

「ロジー、また変なことを考えていない？」

「ねえ、私の毒を、どうしたの」

「……やっぱり気付かれてしまった」

　ギルフォードはロスマリンの毒を肩代わりするために、彼女に術をかけて己の体に毒を移していたのだ。彼女の腹に刻まれているのは、妊娠を促進する類のものなどではない。

　ロスマリンの全身から一瞬にして血の気が引いていく。彼女は震える指先で彼の額に触れ、すでに彼が高熱を出していることに今さらながら気付いてしまった。

「ギルだめよ。横になって。今すぐ私に毒を戻して！」

　ロスマリンは極度の混乱に声を張り上げながらギルフォードを寝台に押し倒して、すぐに布団をかけた。

「わかった、わかったから。横になるよ」

「早く毒を私に戻して！」

　ロスマリンの突然の動きに目を丸くしていたギルフォードが、ますます焦る彼女の手をやんわりと掴んで困ったように笑う。

「ロジー。君の頼みでも、それはできないよ」

「どうして」

「どうしてって、君がいない世界になんて意味がない」

「ギル！」

　どうしてこれほどまでに優しい人が、苦痛を味わわなければならないのだろう。ロスマリンは無情な現実に胸を潰されるような思いでギルフォードの胸に縋りついた。指先が冷たい。ロスマリンは心からギルフォードを失うことを恐れ、全身が震えだしていることに気付いた。

「落ち着いて。大丈夫だから。僕は毒を浄化できるって言っただろう。これは君が受けた毒があまりにも多すぎるから、浄化の反動で体が過剰に反応しているだけだよ。死にはしない」

「でも、……でも、こんなに苦しそうなのに」

　──どうしてこれまで、一度もその可能性を考えなかったのだろう。己の調子がいつになくよいことには何度も気付いていたというのに、ロスマリンはそれがギルフォード手によって与えられた安らぎだということを少しも考えなかった。

　ロスマリンは寝台の横に膝立ちになってギルフォードの頬を撫でながら強い後悔に唇を噛み締めた。

「ほら、そんなに唇を噛んだらまた血が出てしまう。ロスマリン、笑ってくれ」

「あなたがこんなに苦しんでいるのを、どうやって笑って見ていろと言うの！」

「……それが君に与えられた苦しみなら、そのすべての苦しみを代わりに背負ってあげたいと思うのが僕の愛なんだよ」

　ロスマリンの破裂しかけていた怒りのような感情が、ギルフォードの真っ直ぐな答えにかき消される。

　その想いは、ロスマリンの心にある愛と同じだ。

　ロスマリンもギルフォードが苦しむたびに、降り注ぐ苦しみのすべてから彼を守りたいと思っていた。そのせいですべてが己に降りかかろうと構いもしなかった。ただ一度、優しく手を差し伸べられただけで、ただ一度微笑みかけられただけで、それだけが大きな理由になってしまう。それが愛なのだ。

　そうだと知っていたからこそ、ロスマリンはそれ以上ギルフォードを責めることができなくなってしまった。ギルフォードは額に汗を浮かべながらも懸命にロスマリンを笑わせようと笑みを浮かべている。

「でも……、でもそれって……、ねえ、本当に死なないのね？」

「そうだよ。もう嘘はつかない」

「ギル……」

　これほどまでに愛おしい存在を人は何と呼ぶのだろう。ロスマリンは己の人生に愛を語らうために存在する言葉など必要がないと思っていたから、その感情を正しく言葉にすることができなかった。

「はは、どうしたんだ。また泣きそうな顔をしてるよ」

「私にとってもあなたは、あなたがいなければこの世界なんてすべて意味がないと思うくらい大切なの。だから……、絶対に置いていかないで」

　結局ロスマリンは、ギルフォードの言葉を返すだけの陳腐な愛を吐いた。それなのに、ギルフォードはこの世のすべての幸福を両手に掴んだかのような笑みを浮かべて言った。

「ようやく君の本当の言葉を聞くことができた……、っ、ロジー」

「っギル、」

「ごめん、少し眠くなってきた、な」

「誰か、……医師を」

「必要ない。……少し寝て、……君が口づけてくれたら、きっと元気になるから。……だから少し、休むよ」

　荒い息を吐いて目を瞑るギルフォードを見て、耐えられずにロスマリンは大粒の涙をこぼした。中毒症状がどれほど苦しいものであるかは身をもって体験している。彼女は乱れた呼吸を整え、浅い呼吸を続けるギルフォードの目を手のひらで覆った。ゆっくりと静かに呪文を唱えて目を瞑る。

　ギルフォードは言った。愛する者に降りかかる苦痛のすべてを代わりに引き受けたいと。ロスマリンもまったく同じ気持ちだ。

「ねえギル。それなら私たちは、苦しいことのすべてを半分ずつ持ち合いましょう。そうしたらきっと、もっとずっと一緒にいられるわ」
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「今日も声をかけられなかったのですね」

「……話しかけられると思うか？　彼女はこちらを見もしないのに」

「彼女がハンカチを返したいとおっしゃった時、素直に『ではお礼は不要ですから、今度一緒にお茶でもしませんか。二人だけで』とでも言えばよろしかったでしょうに」

「ビットーリオ、その言葉はもう五十回は聞いた」

　──これは随分と古い記憶だわ。

　ギルフォードの夢に現れた彼はまだ公爵家に監禁される前の幼い姿だ。この頃からビットーリオ教皇と親しい間柄であったらしい。チェスをしながら世間話に興じている。ロスマリンは夢の中に入り込んですぐにカーテンの近くに身を隠した。

「アーレンハイト公女についてはただ父上から良好な仲を保てと言われているだけだ」

「普段あれほど反発なさっている父上に義理立てを？　もう少しマシな言い訳を考えたほうがいいですね。兄上はこれほどわかりやすいのですから」

「……うるさい。ビットーリオ、本当にお前が聖職者になるのか？　これほど腹黒いのに、よくもまあ教会はお前を許したものだ。……ほら、お前の番だ」

「転移の秘技を持つ第二王子の力を手に入れておきたいのでしょう。私は兄上と争う意向などありませんし、聖書片手に適当にやりますよ。……それより私は兄上が妙に初恋を拗らせて、公女に乱暴を働く日が訪れるのではないかと心配でなりません。その場合は兄上の恋心をその辺の犬にでも転移して差し上げなければ」

「そのような日はこない！」

　──ビットーリオ教皇がギルフォードの弟で、第二王子？　そして二人が話しているのは私のこと？

　夢の中でもビットーリオはひたすらに笑みを浮かべている。ギルフォードはその笑みを一瞥して苦虫を噛み潰したような表情を浮かべるも、それ以上口を開くことはなかった。

　自然と場面が変わり、ギルフォードは複雑な表情で遠くを見据えている。場面は王宮の庭園で彼の視線の先には小さな池を見つめる少女が佇んでいた。

『今日こそ話しかけに行こうか？　今日は少し顔色がよさそうで安心したとか？　いやこれでは毎回公女ばかりを盗み見ていることに気付かれてしまう。別に特別に好意があるわけではない。ただいつもつまらなさそうで、話しかけてみれば笑顔が可愛くて、いや、別に好きなわけではないが……』

　ロスマリンは一瞬、自身の頭の中に流れ込んできた彼の言葉に目を見張った。これまで夢渡りをして人の心の声が聞こえてきたことはなかった。

　──それほどギルフォードが私に心を許してくれているということかしら？

「ギルフォード、お前とアーレンハイト公女の婚約が決まった」

　ロスマリンが狼狽えている間に場面が切り替わり、ギルフォードは謁見の間で礼を取っていた。婚約が決まってから彼が誘拐されるまではそう長くかからない。

『僕が公女と？　信じられない。僕は悪い気はしないけれど、公女はどうだろう』

　不安げなギルフォードの声が頭の中に響く。彼の予想のとおり、二人のみで開かれた茶会に現れた幼いロスマリンは表情を変えることなく彼を見据え「本当に私でよろしいのですか」と呟いた。

　意中の公女からよい感触を掴めなかった彼は、以降それを忘れようとますます政務に顔を出し、一方でビットーリオとのチェス勝負に躍起になっていた。しかし政で貴族たちの注目の的となりつつあった彼はとうとう公爵の逆鱗に触れ、公爵家に攫われる。

　誰に誘拐されたのかも、これからどのような仕打ちに遭うのかもわからない幼いギルフォードは怯えを気丈にもひた隠している。しかしやがて自身を攫いだしたのが公爵家の令嬢であることを知って言葉を失った。

『なぜ、どうして君が』

「うるさい犬だこと。いい？　これからあなたは私の犬になるの。もっとお利口でいられるよう、躾けてあげるから喜びなさい」

『違う。公女はこのようなことを口にする人ではない。……公女は美しい宝石よりも、移り変わる景色に目を奪われるような人だった。決して人前に出ようとはせず、静かに佇んでいるような令嬢だ。それがどうしてこのようなことを』

「ご主人様の靴を舐めてごらんなさいよ」

『どうしてこれほど残虐なことができるんだ。……君は本当に僕の知る君なのか』

　ギルフォードは次第に酷くなる拷問に驚き狼狽え、ついには暴言まで吐いた。

「なんというおぞましいことをするんだ！　どれだけの数の人を傷つけた！」

「いつか天罰が下る」

　疑念に苛まれて口に出したその言葉にも、幼いロスマリンは顔色一つ変えない。

『君は本当に、君の意志でこんなことしているのか』

　彼は何度かロスマリンに同じ術を見せられると次第にその仕組みを理解し、やがて効果を打ち消して術にかかっているふりをした。ロスマリンの拷問は体罰よりも幻覚を見せる類の精神攻撃が多かったため、術の仕組みに気付いてからのギルフォードの苦痛はそう多くはなかった。首筋や腕、足首には何度も抵抗を試みたせいで切り傷が絶えなかったが、彼はそのような傷は些末なものだと放置していた。それによって彼は真実の片鱗を見ることになる。

『……誰かが降りてくる』

　地下の部屋に降りてくるのはロスマリンに限られていたが、ギルフォードは一階から聞こえる足音の数や違いを聞き分けて、この邸に相当の人数がいることを把握していた。

『公女だな』

　その中でも一際小さな足音がロスマリンの物だった。彼の体感ではその日の時刻はすでに深夜頃だった。この時の彼はロスマリンに何の思惑があるのかわからずどのように振る舞うべきかを考えあぐね、結局抵抗に疲れて眠ったふりをすることにした。

「……眠っているの？」

『起きていたらどうするつもりなんだ』

　ギルフォードは内心狼狽えながら寝息を立てつづけ、ついにロスマリンが己の横に座り込んだ気配を感じ、乱れかけた呼吸を努めて続けた。彼女がこそこそと何かをしている空気を感じ取り、ギルフォードは恐る恐る薄目を開いて様子を窺う。

『……毒か？　それならどうしてこんな夜中に隠れてここに来たんだ？　……いや、これはただの軟膏なのか？』

　ロスマリンの手には何か薬のような物があった。彼女はギルフォードの傷ついた手首を痛ましそうに見つめ、ゆっくりと手を伸ばす。

「……ものすごく痛いでしょう。こんなことしかできないけど、少しでも傷が残らなければいいわ」

　それは王宮の庭園でも、この地下の部屋でも、一度も聞いたことのないような感情のこもった声だった。これがロスマリンの偽りの姿であるなど、誰が言えるだろう。

　ギルフォードは事情を問い詰めたくなる心を必死に押し隠し、彼女の独白を聞き続けた。

「あなたを今すぐに解放してあげたいけれど、……それは難しそうだわ。時間をかけて信頼を勝ち取って……、あなたが自分の意志でここを離れたことに気付かれない状態にしなければ、きっとあなたは殺されてしまう。もっと早くにあなたから興味を失うように仕向けられればよかったのだけれど……、ごめんなさい」

『何が起きているのか、もっとちゃんと話してくれ』

「……もう行かないと。ねえ、ギルフォード様、どうかあなたがこの国を導いてください。いつかあなたにかけたすべての術を解くから、ですからお願いです。傷つくすべての人を救ってください。私は……、きっと地獄行きだから、私以外のすべての人を」

『ロスマリン……！』

　ギルフォードの心の叫びを知ることなく、幼いロスマリンは階段を駆け上がって行ってしまう。彼はその足音が遠ざかるとすぐに瞼を開き、呆然と階段の先を見つめていた。

　──まさかすべて気づかれていたなんて。

　夢に入り込んだロスマリンはその場面を見つめながら、信じられない光景に目を見張っていた。彼女が言葉を失ううちにも幼いギルフォードの心の声はすべて彼女の耳に漏れ聞こえてくる。

『たまに上の階で聞こえる怒鳴り声は公爵の物か？　それならば傷をつけられているのは』

　ギルフォードは悪い予感を振り払うように首を振ったが、それから彼の耳にロスマリンが虐げられる音が聞こえるようになるまでに時間はかからなかった。

『ロスマリンは公爵から暴力を受けている。僕が術にかからなければかからないほど、その頻度が増えている。あれほど悪かった夢見も改善されている。おそらくロスマリンの秘技だろう。……彼女は自身の命が脅かされているにもかかわらず僕を守ろうとしているんだ』

『早くここを出なくてはならない。ロスマリンも連れて逃げなければ』

　ギルフォードへの助けの手は、ロスマリンが予測していたよりもずっと早くに差し伸べられていた。しかし彼はすぐにそれを実行することはなく、ロスマリンの様子を窺っていた。

「殿下。公女はどうやら、私たちが内部に侵入していることに勘付いているようです。これ以上この場に留まっているのは賢明ではないでしょう」

「なぜ彼女が気付いているとわかった」

「……私たちに、どのように逃げるべきかをそれとなく聞かせていると感じましたので」

『ロスマリン。僕が逃げたら、その後君はどうなるんだ』

　ギルフォードは騎士から決断を迫られ、深夜にこっそりと地上へと足を伸ばした。かすかに光が漏れる公爵の私室から公爵とロスマリンの声が聞こえてくる。彼はその声を頼りに暗がりの中を歩み、扉の前で耳を傾けた。

「……ロスマリン、まさかあれに情を移してはおるまいな」

「当然ですわ。初めから好みじゃありませんもの。しいて言うならそうですわね、顔は悪くありませんが……、もっと美しい顔なんていくらでもあるでしょう」

　ロスマリンの悪態に公爵が笑う。

　ギルフォードはロスマリンが己を大切に庇護していることには気づいていたが、彼女に特別な好意を持たれているという確信を得ることはついぞなかった。

「殿下、やはり公女を信じるのは危険です。恐れながら申し上げますが、我々はこれから一時的に国王を敵に回し、隣国に身を寄せることとなるのです。決して楽な旅ではないでしょう。その場に、あのようなか弱いご令嬢を連れ歩くわけにはまいりません」

『初めからロスマリンを連れて逃げようと決意していたのは僕だけだったわけか。……君を守りたかった。だが僕にはまだ力が足りない』

　ギルフォードは己の手を握りしめながら後悔を振り払い、やがて深く息を吐いて小さく呟いた。

「……わかった。今夜ここを出る。ロスマリンは連れて行かない。……だが、婚約関係を継続しておく。賢いロスマリンならおそらく適当な嘘を繕って暴力から逃れる術を見つけだすはずだ。騎士も何人か残しておけ。ロスマリンが吐いた嘘が公爵に露見せぬよう、側近になり、彼女に力を貸してほしい」

「しかし」

「彼女は僕の恩人だ。……この決定を覆すことはない」

　なおも言い募ろうとする騎士を黙らせたギルフォードはロスマリンが寝入ったことを確認し、彼女の部屋に忍び込んだ。青白い顔色で眠るロスマリンは生気を失っているように見えた。ネグリジェを捲れば隠しようのない暴力の痕が窺える。

「ロジー、……これほどの痛みに耐える君を、どうして僕は置いていけるんだろうね」

　ギルフォードも彼のこの先の旅路が決して安全なものではないことを理解している。協力してくれる騎士もまたロスマリンの献身のすべてを見ているわけではなく、彼女に対しては半信半疑の状態だ。それでもギルフォードはこの別れに、身を引き裂かれるような痛みを感じていた。

「ロジー」

　ギルフォードがロスマリンの笑顔を見ることはほとんどなかった。

「君の人生の行く先が地獄だというのなら、僕も一緒に行くよ。この場所に置いていく僕の方がよっぽど惨いことをしている。だからロジー、きっと生きていてくれ。僕に君を救うチャンスをくれ。このような薄情なことを仕出かす僕に、君はもう二度と微笑んでくれないだろう。それでもいい。君が健やかに生きて笑顔でいられる日を作ることができるのならば」

　ギルフォードはただ、ロスマリンの笑顔が見たかった。

「……僕は君が言うとおり、この国の王位を目指す。だから君は……、ああくそ、だめだ。嘘でも僕のことを忘れていいなんて言いたくないな」

　幼いギルフォードはこの時ようやくその胸の内にある痛みが恋によって形作られたものであることを理解し、愛おしげにロスマリンの頬に触れた。

「……その時もしも君がまだ苦しみの中に生きていたら、今度こそ、なりふり構わずに君を助けるよ。たとえそれを君が望んでいなくとも。……君はどうやら望みが少ない慎ましやかな性格のようだから」

　ギルフォードは最後に精一杯の笑みを浮かべて、眠るロスマリンの額にキスを落とし、彼女の幸福を願った。

　しかしそれは、初めから叶わぬ夢だった。

　監禁生活を抜け出してからのギルフォードは一時的に隣国に身を寄せ、父の解毒と解術、そして学びに全力を注ぎ、王位を目指すこと以外に目を向けようとはしなかった。ロスマリンの様子は月に一度手紙で報告を受けていたがすべては形式的なもので、実情にはそぐわないものになっていた。彼女への暴力の数は減り、日々宝石や高価なものに包まれ満ち足りた生活を送っている。断片的に見ればそれは確かにロスマリンの生活の一部だった。しかし彼女はその裏で公爵の毒に苦しみ、血を吐くような思いで日々を過ごしていた。ギルフォードはそのことを知らず、ついに国王から呼び出されて事の顛末を知ることとなる。

「お前とアーレンハイト公女の婚約を解消した。長年お前を苦しめてすまない。これでようやく忌々しき公爵家を取り潰すことができる」

　王の毒と術を解き、ようやくアーレンハイト公爵家が行ってきた悪事の証拠が出そろった。王はギルフォードの功績を認め、王位を譲るとも公言した。あともう少しでロスマリンの願いを叶え、彼女を迎えることができる。ギルフォードは愚かにもこの瞬間まで、そのような楽観的な未来を夢想し続けていた。

「……父上、今何とおっしゃいましたか」

「婚約は解消した。公爵家からの要請じゃ。こちらに落ち度はない」

「……アーレンハイト公爵が婚約の解消を？」

　信じがたい言葉を聞いたギルフォードは、己の耳を疑いただ王の言葉をなぞる。呆然と立ち尽くす彼はその言葉に王が深く頷くのを見て、全身から力が抜けそうになった。

　実のところギルフォードは、公爵家が一向に彼との婚約を破棄しない姿を見て、ロスマリンとの縁はまだつながっているものだと慢心し安堵していた。ビットーリオ以外誰一人としてそのことを指摘する者はいなかったが、彼はやはりロスマリンにただならぬ想いを寄せていたのだ。

「いずれにせよ公女はもう子を産めんだろう。お前が公女を擁護する気持ちはわかる。だが」

「どういうことですか」

　王は長年アーレンハイト公爵の作り出した毒に悩まされていた。解毒のために力を使ったギルフォード自身が知っていることだ。ギルフォードもアーレンハイト公爵家に攫われた際、初めに毒のようなものを飲まされた記憶がある。だがそれを娘にも飲ませているとは思いもしなかった。しかし真実を語る王の表情は相変わらず硬いままだ。

『まさか。そんなはずはない。ロスマリンはいつも僕を気遣っていた。毒に苦しむ体では不可能だ。──いや、ではロスマリンはどうしていつも青白い顔をしていたのか』

　一つひとつの不可解な過去が繋ぎ合わされ、残酷な答えが導き出される。ギルフォードはその答えを知るのが酷く恐ろしく、指先が震えるのを隠すことができなかった。鏡を見なくとも表情が強張っていくのを感じる。耳元では甲高い音が鳴り響いていた。

「あの娘はわしよりもずっと前から毒を飲まされ続けている。……もう助からん。お前がよくわかっているだろうに」

「……そのような報告は一度も受けていません」

「お前を案じる騎士の気持ちも察してやってくれ。公女は助からん。他でもない公爵が、公女はあと一年と持たずに死ぬと言っておるのだ」

『では誰がロスマリンの身を案じ、彼女の笑顔を守るというのだ』

　痛ましげな表情で王がギルフォードを見下ろしている。王は数年前からロスマリンの事情に気付いていたのだ。気付いていて、ギルフォードがロスマリンの救出を強行せぬよう、緘口令を敷いていた。

　ギルフォードがのうのうと生きている間、ロスマリンは絶えず苦痛に喘いでいた。その事実を知り、彼は血の気が引いた拳を握りしめ、強く奥歯を噛み締めた。

『こんな結末を、誰が許すか』

「今すぐに王位継承を認めてください。戴冠式などは後回しで結構です。父上、痛む胸がおありでしたら、どうかお許しください」

「だが息子よ」

「ロスマリンは私があの邸から逃げる日まで、決して私の命を諦めませんでした。あの邸でただ一人彼女だけが私のために盾となり、苦しみを和らげてくれていました。そんな忠臣をなぜ捨て置けるのですか」

「公女はそれを望んでいるのか。あれはもう、死を受け入れているように見える」

　どうしてそのような惨い仕打ちを許すことができるのだろうか。ギルフォードはふがいない己への怒りに唇を噛み締め、力強く王へ言葉を返した。

「そうだとしても、それを強要したのは我々です」

「……ギルフォード！」

「止めないでください。父上とは、これ以上争いたくありません」

「……仕方あるまい」

　王位継承はアーレンハイト公爵家を分家に至るまで取り潰した後に行われるはずだった。しかしそれではロスマリンを救うには遅すぎる。

『どうか間に合ってくれ』

　祈るような気持ちで公の場に立ったギルフォードは、ようやく再会できた愛おしい人の姿に釘付けになった。十四年ぶりに見るロスマリンはやけに胸部を露出したドレスを身に纏い、顔色を隠すように厚化粧をしている。掴み寄せた腰は薄く、触れる手首は今にも折れてしまいそうだ。王の言葉のとおり彼女はすでに死を覚悟しており、ギルフォードの手で命を散らされることを望んでいた。

『たとえ君が望んでいなくとも、僕は今度こそ君を守るよ』

　ギルフォードの周囲にはまだロスマリンの素性を怪しむ者も少なくはない。さらに公爵もいまだ健在だ。捜索の範囲を広げてはいるが、ギルフォードは狡猾な公爵がそう簡単に姿を現すはずもないだろうことを予測していた。

『自由に外へ出してあげることはできない。王宮も決してすべてが安全とは言えないだろう。離宮に監禁し、僕の手つきの女性だということをほのめかせばいい。……どれほど嫌われようと、結局僕はロスマリンに触れなければならない理由がある』

　この時ギルフォードはビットーリオを脅し、彼の持つ転移の術を模倣することに成功していた。この方法は術を受けた相手との身体接触を増やすことで成功率が高まるものだ。

『……君には嫌われてしまうだろうね。もともと興味など持たれていないことも知っている。けれどこれしか方法が思いつかない。──どれほど嫌われてもいい、罵られてもいい。ただ君に生きていてほしい』

　その一心でギルフォードはロスマリンの体に触れ、純潔を奪った。過ぎる毒を持つ彼女の体は衰弱しきっており、交接は間違いなく最も効率的に彼女の毒を吸収できる方法だった。このまま続ければ半年も経たないうちにロスマリンの体調は元に戻り、ギルフォードも自然回復することができるだろう。このまま毒によって衰弱し、うまく拒絶できない彼女の体を奪い続ければ。

『まるで君自身が毒みたいだな』

　ギルフォードは嫌がられていると知っていても、一度ロスマリンを知るとその手を止めることができなくなっていた。彼はいつしかそれが解毒のための行為なのだと汚い口実をつけて、彼女の体に触れているようにさえ錯覚するようになった。

　ロスマリンを蝕んでいた毒の効果は強く、ギルフォードの力をもってしても簡単に抑え込むことはできない。毒のせいで意識が朦朧とする中、幻聴まで聞こえる始末だ。ギルフォードは苦笑しつつも気を失ったロスマリンの髪を一房掴み寄せ、口づけを落とす。

「君を守るよ。どれほど君に嫌われてもいい」

　いつの間にか周囲は真っ暗闇に包まれていた。まるで公爵家の地下のようなところだ。ギルフォードはその場に座り込み、己の行いがどれほど身勝手であったかを思い出し顔を顰めた。暗い場所でただ一人体を折り曲げて座り込む彼の姿は道に迷った子どものようだ。夢渡りしたロスマリンはその姿を見かね、彼の前へと姿を現す。

「……ギル」

「……はは、ついに君の幻聴が聞こえるようになってしまった」

「幻聴なんかじゃないわ。嫌っていたことなんて一度もない」

「都合のいい夢を見ているみたいだ」

「違うわ。これは夢だけれど、私の言葉は嘘じゃない。あなたも嘘をつかないと誓ってくれたでしょう。私も誓うわ」

　ギルフォードがどれほどの思いで苦しい半生を生き抜いてきたのか、ロスマリンはすべてを盗み見てしまった。彼女はギルフォードがどれほど心を砕いてくれていたのかを知り、目に浮かんだ涙を拭うことさえ忘れて彼の目の前にしゃがんだ。

「……ロスマリン？」

「ええそう、あなたのロスマリンよ」

　震える唇で囁くと、ギルフォードは気恥ずかしそうに頭をかいてぽつりと呟いた。

「もしかして、夢を渡ったのかな」

「あなただってそうしていたんだもの。お相子だわ」

　ギルフォードの反応はまるで見られたくないものを見られてしまったかのようだった。ロスマリンはそのわかりやすい姿がおかしくて声をあげて笑った。彼はロスマリンの態度に虚を衝かれたような顔をして、次第に顔をほころばせる。

「君が笑ってくれて嬉しいな。だけどもしかして……、全部見られてしまった？」

「全部見たわ」

「じゃあ、僕がどれほど間抜けな愚か者であったか知られてしまったんだね」

『ロスマリンだけには知られたくなかったのに』

　ギルフォードの話す言葉とともに、ロスマリンの頭の中に彼の心の声が反響する。彼女はその可愛らしい悪態にくすりと笑って優しく囁いた。

「心の声まで丸聞こえよ」

「聞こえなかったふりをしてほしい」

　確かにロスマリンだけには知られたくなかっただろう言葉を、彼女はたくさん聞いてしまった。珍しく恥ずかしそうに頬を染めるギルフォードを見て、ロスマリンは彼の頬を撫でながら再び口を開いた。

「ええ、いいわよ。その代わりに、毒を受けるのはもうやめて。……と言ってもあなたは聞いてくれないだろうから。……あなたが毒を打ち消すことができるという話に嘘がないのはよくわかったわ。……だから、あなたの意志を止めはしない。でもね、ギル。あなたが苦しむのを指をくわえて見ているなんて、絶対に嫌だわ。あなたの苦しい夢は私が全部救ってみせる。夢の中ならきっと、あなたより上手に人助けができるわ」

「……君をこれ以上傷つけたくない」

「あなたが一人で傷ついている姿を見ている方がつらいの。ねえ、わかるでしょう。私もあなたと同じ気持ちなの。あなたの苦しみの全部、私が受け止めてしまいたい。けれどあなたはそれを許さないだろうから。私たちの痛みは二人で半分にしましょう」

　──そうして側にいるうちに、二人の苦しみは幸福に変わっていくはずだ。

　ロスマリンは己の心の内にある楽観的な未来予想に笑いながら、夢の中のギルフォードの頬を撫でた。

「本当に、敵わないな。……わかったよ。それじゃあ僕は、君が毎日夢に現れてくれるのを心待ちにしているよ。そのうち君が現れるのを期待して目を覚まさなくなるかもしれない。ロジー、僕はそんな馬鹿なことを考えるくらい、君に夢中なんだ。だからどうかもう二度と命を投げ出そうとしないで」

　ロスマリンが死を覚悟していると知った時のギルフォードの絶望がどれほどのものだったのか、ロスマリンはすでによく知っている。彼女は茶化すことなく頷いてギルフォードの頬に両手で触れ、約束を囁いた。

「わかったわ。でもね、ギル。きっと過去や恐怖を繰り広げる夢なんかよりもずっと、現実の明日の方が美しいわ。だから目を覚まして。あなたが恐怖の中で眠ったら、何度でもキスをしにくるわ。約束よ。……ねえ私の王子様、あなたは私みたいな悪女のキスでも目を覚ましてくれるのかしら」

　ロスマリンが細やかな冗談を囁いて口づけを落としたら、ギルフォードは一瞬呆気に取られて、夢の終わりに大声で叫び出した。

「もちろんだ！　それに、僕は君のキスがほしくて何度でも胸を躍らせながら悪夢だって心待ちにするよ！」

　本来のギルフォードはきっと、少しお茶目な可愛らしい性格なのだ。ロスマリンは十四年越しに知った事実に微笑みながら目を閉じ、やがて現実の世界に戻ってきた。

「……ついでに君は悪女なんかじゃない」

「目覚めて一番に言うのがそんな言葉なの？」

　少しだけ拗ねたような表情を作ったギルフォードがおかしくて、ロスマリンは思わず笑い声をあげてしまう。ギルフォードは彼女が隠すことなく笑みを浮かべる姿を見て、静かに微笑んでいた。

　彼は額に汗を浮かべながらも上体を起こして寝台の上に座り、ベッドの脇に膝立ちになったまま眠り込んでいたロスマリンを抱き起し、自身と同じように寝台に座らせた。

「……ロジー、おはよう。それから……、僕は君が好きだ。……知っているとは思うけどね」

　ギルフォードの美しい瞳が惜しげもなくロスマリンにさらけ出される。彼女はその幸福でいっぱいになる胸を押えて可愛らしく囁いた。

「ええ、それはもう。よく見せていただいたから」

「酷いことをしてごめん。いや、早く助けられなくてごめん」

「確かに驚いたわ。突然その……、あんなことをするような人には見えなかったから、何かに操られているのだと思ったわ」

「そうではないんだけどね……」

「でも、理由があったのはよくわかったわ。……私を助けるためにしてくださったのも理解してる。だけどどうせなら、……いえ、きっと何を言われようと私も信じられなかっただろうとは思うけれど……。どうせなら、ちゃんと気持ちを通じ合わせてからがよかった。……それに妊娠するだなんて、どうしてそんな嘘を吐いたの」

　ロスマリンもこれがわがままだということは重々承知している。しかしギルフォードは本心が聞きたいと言っていたのだ。彼女はそのことを思って、心を偽るのをやめた。

「そうでも言わないと君は……、僕が君を救うために体を張るなんて言ったら、君は逃げ出してしまうだろう。それに君は、君の体に誰かの命があると知っていて命を投げ出せるような人じゃない。実際、君を孕ませることだって考えなかったわけじゃないんだ。……でもやめたよ。君が、あんまりにも悲しい顔をするから」

「それはあなたが正気に戻った時、きっと悲しい思いをすると思ったから……」

「僕は至って正常だよ。君との子どもがほしい。好きな女性と家庭を築きたいと思うことはおかしなことじゃないだろう」

　ギルフォードはまっすぐにロスマリンの瞳を見つめて囁く。ロスマリンはその言葉があまりにもまぶしくて、目を細めてしまった。これまでの人生で、彼女は一度も自分との未来を切望する人の言葉を聞いたことがなかったのだ。

　──こんなに幸福なことがあっていいのかしら。ギルはいつも言葉を尽くしてくれているのに、どうして私はそれを信じられなかったのだろう。

　ロスマリンは長い間ギルフォードを信じきれずに傷つけてしまったことを猛省し、もう二度と彼を悲しませる言葉など使わないと固く誓い、静かに口を開いた。

「でも今はだめよ。……だって、私たちの子に毒が移ってしまうかもしれないもの。そんなの絶対にだめだわ」

　──叶うならば、私もあなたとの幸せな未来を思い描いてみたい。それがあなたの心を苦しめないのなら。

　ロスマリンは己の思いが正しく彼に伝わることを願いながら呟いた。彼は彼女の姿を見て三度目を瞬き、ゆるゆると口角を上げる。

「じゃあ、完全に浄化が終われば、僕と君の人生の先に、そういう未来があってもいいと思ってくれているのかな」

「……そういう未来があるなら、もう二度と死んでもいいなんて思えないと思ってしまうくらいには」

　ロスマリンは惜しげもなく本心をさらけ出すと、胸の内に溜まっていた黒いしこりがすっと消えていくような感触を味わった。ギルフォードの新緑の瞳に映る彼女は、いつになく晴れやかな笑みを浮かべている。

　──人を愛する気持ちがこんなに素敵なものだなんて、あなたがいなければ私は一生知ることもできなかった。

「ギル、私、あなたのことがとても好きみたい。夢を見ているみたいなの。こんなに胸がどきどきして、息をするのが少し難しくて……、でもあなたから目を離したくないの。なんて素敵な気持ちなのかしら」

「ああ、困ったな。僕は舞い上がってまだ夢を見ているのかもしれない」

　ロスマリンが真剣に胸の内を明かすと、ギルフォードは赤くなった顔を隠すことなくまじまじと彼女を見てその頬に触れ、ここにロスマリンが存在していることを確認してからほっと息を吐いた。忙しない態度に彼女も自然と笑みが浮かぶ。

「見ての通り、私もとっても舞い上がっているわ」

「君の意志を無視するようなことばかりしてごめん。嫌われてもいいから君に生きてほしかったんだ。でも君がもし許してくれるというのなら、今度は君の許しを何度でも乞うてから君に触れることにする」

　幼いギルフォードは、ロスマリンに声をかける理由をいくつも考えていた。本来の彼は、相手の心の機微に慎重で、特に好かれたい相手には大胆な行動など取れない性格なのだ。彼らしい言葉にロスマリンは思わずまた笑い声をあげてしまった。

「僕は真剣に言ってるのに」

「あはは、ごめんなさい。違うの。……別に何度も許しを乞うたりしなくたって、きっともう私はいつでもあなたの誘いを断らないだろうから」

　ロスマリンが笑いながらギルフォードの手を自分の手を重ねる。いじらしい誘惑でギルフォードは顔を真っ赤にしてしまった。

「……ああ、君って本当にずるいな」

「本心なのに」

「わかっているから心臓に悪いんだ。……じゃあ、また、……君を誘ってもいい、かな」

　顔を真っ赤にしながら囁かれ、ロスマリンは同じように頬を染めながらギルフォードの瞳を見上げた。

「だめな理由がないわ」

　ロスマリンが本心を囁くと、ギルフォードは瞳を輝かせてロスマリンに口づけた。口づけはロスマリンが期待したような軽いものではなく、深く絡みつくような熱いものだ。

「っ、ん、ふ……っ、ギル、」

　ロスマリンは酸欠になって慌ててギルフォードの胸を叩き、その体が再び熱を発していることに気付く。

「ね、まっ、……っ」

「ああ、最高の気分だ。ロジー」

「っ、ギル、あなた熱、が」

「可愛いロジー、ねえ、今すぐ君に触れてもいい？」

「まって、あ、」

「君に触れたら全部よくなるよ。それに僕は一日も早く君に残る毒を消してしまいたいんだ。だからロジー、願いを叶えてくれないかな」

　ロスマリンは少し前までギルフォードを可愛らしい性格の男性だと思っていたことを早々に後悔してしまった。

　──ギルフォードは無茶で無謀な戦いにも不屈の精神で挑み続ける勇敢な男性だったわ。

　そのような男が、一度断られたくらいで意向を曲げないことを彼女はこの一か月でよくよく理解させられていた。

「ねえロジー、僕が君にどれほど焦がれているか知っているだろう。君の慈悲を与えてくれ」

「休んでいた方がいいのに……」

「これ以上焦らさないで」

　ロスマリンは結局、囁きながらもキスを続けるギルフォードに屈して大きなため息を吐きつつ口づけを返した。

「……ギル、絶対に無理をしないって約束できる？」

「もちろんだよ、僕のお姫様。ほらもういいだろう。君に愛を証明させて」
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「あ、ねえっ、だめだ、ってば……っ」

「はは、何が、だめなのかな」

「熱、あがってる、わ」

「君に興奮しているだけだよ」

　ロスマリンのネグリジェを乱しながら、ギルフォードが彼女の肩口に口づける。彼がどれほど口づけようと、今日のロスマリンは恥じらいながら体調を心配するだけでまったく抵抗を見せなかった。

「ああ、可愛い。ロジー、君を頭から食べてしまいたい」

「っ、ああ、もう……っ、だめだ、って」

　ロスマリンは抱きしめたギルフォードの背中が異様に熱いことに気付いてからどうにか彼を止めようとしているが、勢いはますます強まるばかりだ。早すぎる展開に目を回しているうちにネグリジェは脱がされ、あっという間に一糸纏わぬ姿になってしまった。結局彼女は早々に寝台に押し倒され、彼を見上げる以外のことができなくなっていた。

　ギルフォードが一瞬手を止めて感嘆のため息を吐く。

「君が僕の人だと思うと、たまらない気分だよ。ロジー」

「熱が出て、気分が変に高揚しているだけ、よ」

「可愛いロジー、心配をしてくれるのもうれしいけど、今は僕に集中してほしいな」

　ギルフォードの熱に潤んだ瞳で見つめられ、ロスマリンはぐうと押し黙ってしまった。ロスマリンとて最愛の人と触れ合いたくないわけではない。彼女の思いを察したのか、ギルフォードはくつくつと喉で笑って耳元に優しく口づけた。

「君が好きだ。ロジー、この想いを知ってくれ」

　ギルフォードは隠すことなく思慕の言葉ぶつけ、優しく胸のふくらみに触れた。円を描くように柔らかく揉みしだき、躊躇うことなく中心に咲く蕾を甘く引っ掻く。

「っ、あ……！　んっ」

「すごいね、もうこんなに固くしているんだ。君も僕に触れられたかったと思っていいかな」

　ギルフォードの言葉には以前のような痴態をからかう響きは一つもなかった。むしろ彼は彼女が乱れるたび嬉々として表情を緩め、ロスマリンの顔を見下ろしていた。固く立ち上がった蕾を気まぐれに引っ掻きながら、息を乱すロスマリンを観察し、時折口づける。ロスマリンはギルフォードの手つきに翻弄されるだけでも精一杯なのだが、彼が返事を待っているのだとわかり、乱れた呼吸のまま愛を囁き返した。

「……っ、私も、ギル、好き、……よ。っあ、……あなたに触れられたく、て、こんなふうに、なってしまうの」

　ロスマリンの両足の間にはギルフォードの左足が差し込まれている。その膝が時折ロスマリンの中心に触れるたび、彼女はその場所がぐっしょりと濡れていることを感じさせられていた。上から見下ろすギルフォードにそれが見えていないはずがない。彼女が気恥ずかしさに耐えかねて足を擦り合わせると、彼は目に激しい欲情を滾らせて唾を呑んだ。

「……本当に、熱が上がってしまいそうだ」

　熱っぽく呟かれた言葉にロスマリンが心配の声を投げかけるよりも先に、ギルフォードはがっしりと彼女の腰を掴んで秘所へと顔を寄せた。ロスマリンは慌てて止めようとするが、しっとりと濡れた彼の舌は躊躇うことなく蜜を舐めた。

「っ、ひああっ……！　あっ、ギル……っ、ああああっ」

　はしたなく音を立てて蜜を飲み込み、ロスマリンの陰核を執拗に舐める。そのたびロスマリンは言葉にならない嬌声をあげてびくびくと腰を震わせた。過ぎる快楽に腰を浮かせても、ギルフォードは彼女を逃がすことなく熱心に秘所に舌を這わせている。

「あ、あっ、ギル、……っギル……っ、あ、あんっ」

　ロスマリンが思わずギルフォードの腕を掴むと、彼は片手を腰から放して彼女の手を握った。触れる指先は熱い。ロスマリンはやはりギルフォードの体調が万全ではないことを察したものの、次なる快楽に絡め取られ、思考をまとめることもできずに嬌声をあげた。

「っああああ……！」

　ギルフォードはロスマリンの陰核をれろりと舐めしゃぶりながら蜜壺へと長い指を侵入させ、腹を内側から撫でるように膣壁をなぞった。強い刺激を受けたロスマリンは、耐えることなく快楽に流されて深い法悦の波に呑まれる。下腹部がどくどくと心臓のように脈打って、ギルフォードの指先をきゅうきゅうと奥深くへ呑み込もうとしていた。

「ロジーはここが本当に好きだね。中から腹をなぞられるといつも僕を離そうとしない」

「あ、あっ、……っ、ギル、」

「うん、ここにいるよ」

　ロスマリンは激しい快楽の余韻で、うまく言葉を発することもできない。ようやく顔をあげたところで見えたギルフォードの唇はてらてらと彼女の蜜で濡れ光り、彼女はますます顔が熱くなってしまった。

「……っ、ロジー、顔をそらさないで」

　ギルフォードが囁きながらロスマリンの頬に手を寄せ、耳元に音を立てて口づける。ロスマリンは繰り返される誘惑の仕草に目眩を覚えながらのろのろと顔を向け、やはり彼の顔が赤らんでいることに気付いた。

「ギル」

「うん？　どうしたのかな」

「やっぱりあなた、熱が高いわ」

　ロスマリンはギルフォードの額に手を寄せ、明らかに彼の体が発熱していることを確認した。心なしかいつもより息も上がっている。しかし彼女がどうにか行為をやめさせようと体を起こしかけても、ギルフォードの手に制されてしまった。

「ギル？」

「だめだ。最後まで君に触れたい」

「でも……」

「君には絶対に移らないし、浄化作用で熱くなっているだけだ。僕自身は至って正常で、何ともない」

「息が上がってるのに？」

「……少しだるいだけだよ」

　頑なに不調を認めようとしないギルフォードの姿を眺め、ロスマリンは一つため息を吐いた。彼がどれほどの思いで十四年間を生きてきたのかを知っている。ロスマリンをどれほど愛してくれていたのか、すべて見てしまった。思いが通じ合った今、ロスマリンの死を恐れる彼がどれほど彼女に触れたいと思っているのか、彼女にもわからぬわけではないのだ。

「ロジー、僕は」

「わかったわ。もうやめようなんて言わない。私もあなたに触れたいもの。でも、これ以上無理をするのはだめ。……今日は私がするから、それで許して、ギル」

　ロスマリンはギルフォードの耳元に囁きながら全体重をかけて彼をシーツの上に寝転がらせ、素早く腰に跨った。ギルフォードの目がぱちくりと瞬くのを見て自然と笑みが浮かぶ。

「ロジー？　何を」

「あなたがしてくれるように、私もしてみたいの」

　呆然とするギルフォードの服についたボタンを一つずつ外し、露になった肌に口づける。それだけでギルフォードはびくりと体を震わせた。ロスマリンは彼の反応を見てさらに気をよくして彼の下履きに触れ、勢いよく脱がせた。

「ロジー、待って」

「嫌だわ」

　ギルフォードの制止を聞くことなくロスマリンは彼の強直を目にして恍惚と微笑む。質量感のあるそれは天井を向いてそそり立ち、淫靡な匂いがする。彼女は自身の下腹部が疼くのを感じても隠すことなく欲望を受け入れた。熱のせいで体がだるいのか、ギルフォードはろくな抵抗をすることもできずにロスマリンにされるがままになり、彼女が彼の胸の頂に口づけると、熱い吐息を吐き出した。

「ギルもこんな気持ちだったのね」

「っ、ロジー、もう、いいから」

「だめ。私がするわ。……だからギルは気持ちがいいところを教えて」

　ロスマリンは男性の体に自ら触れた経験などない。ゆえに恐る恐る彼の隆起する筋肉に触れ、口づけてぺろりと猫のように舐めた。そのたびギルフォードは降り積もる劣情に顔を歪めていたのだが、彼を気持ちよくさせようと躍起になっている彼女が気付くことはない。

　そのままギルフォードの全身を慈しむように口づける。特に傷跡が残る足首や手元、首筋などは何度も許しを請うようにキスを落とし、優しく傷跡をなぞった。その行動はまさにギルフォードの傷を癒したい一心で行われたものだが、情欲に浮かされるギルフォードには恋人の可愛らしい誘惑にしか見えず、今にもロスマリンに襲い掛かりたい欲求と、ロスマリンが己を心配してくれている姿をもう少し見ていたいという邪心の狭間で揺れ動いていた。

「もう、いい……っ、ロジー」

「でも、ここがまだだわ」

　ロスマリンはギルフォードの赤くなった耳に囁きながら強直に触れ、彼の顔を見下ろす。

「っ、……っ、ロジー」

　ギルフォードの表情は決して嫌がっていない。ロスマリンはそれをしっかりと確認し、躊躇うことなく彼のいきり立った強直を口に含んだ。ギルフォードのそれはロスマリンの小さな口には到底収まりきらず、ロスマリンはちろちろと先端を舐めつつ彼の表情を窺う。しかしロスマリンは、彼の剛直の裏筋を舐め啜ったあたりで、彼の妖しげな視線に気づいてしまった。

「あ……っ、あまり、よくない、かしら」

　まるで餌を狙う獰猛な獣のような眼だ。ロスマリンは思わず狼狽えて口を離すが、ギルフォードの視線が緩むことはない。

「ギル……？」

「ああ、とてもいいよ。夢みたいだ」

「じゃあ、もう少し……」

「でももう終わりにしよう。ロジー、君の愛はよくわかった。とてもうれしいよ。確かに体がつらいから、君で癒してくれ」

「ええ。だから今、っ、きゃあ!?」

　今そのようにしていると答えるはずだったロスマリンの口から小さな悲鳴が発せられた。ギルフォードが彼女の両脇に手を差し入れて、目にも止まらぬ速さで彼の腰の位置に膝立ちにさせる。ロスマリンは彼が何をさせるつもりなのかわからず声を上げようとして、眼前に見えるそれに言葉を詰まらせた。

「ロジー、きてくれ。君の中に入りたい」

　ロスマリンの目にまざまざとギルフォードの昂ぶりが見せつけられている。ギルフォードはわざわざ腰を下ろせばすぐにでもつながることができる場にロスマリンを置いて、その時を待ちわびていた。

　欲情に歪むギルフォードの表情に、ロスマリンの下腹部の疼きがいっそう強まる。それが欲情であるということをロスマリンははっきりと理解させられていた。しかし彼女はどのようにしてギルフォードのそそり立つ怒張を呑み込めばいいのかわからない。期待に震えながらも次の行動に悩み、すっかり狼狽えてしまった。

「ギル、でも……、こんなに大きいものが入るとは思えないわ」

「いつも奥まで咥えてくれているだろう。大丈夫。ゆっくりと腰を落として。僕も手伝うよ」

　寝台に寝転んだギルフォードに腿を撫でられ、ロスマリンは静かに頷く。そのままゆっくりと腰を落として、秘所に彼の切っ先が擦れた瞬間、堪えきれずに声をあげてしまった。

「ひゃんっ、……っ」

「ああ、しっかりと濡れているね。これならきっと少しも痛くないはずだ」

「……っ、わか、ったから」

　そもそもロスマリンはギルフォードとの行為に痛みを感じたことなどない。だがそれを伝える余裕などなく、彼女はちらりとギルフォードの微笑みを見つめ、ようやく覚悟を決めて彼自身を中へと呑み込んだ。浅く射し入れるだけでたまらなく中が擦れる。

「っ、あああ……っ、っあっ、ひぅ、っ～～～！」

　ロスマリンはゆっくりと中に彼のものを呑み込んでいくつもりが、初めに訪れた強い快楽のせいで全身から力が抜け、勢いよくギルフォードの太腿に座り込んでしまった。剛直が抉るように最奥を叩き、視界が白に染め上げられる。

「っひぁああぁん……！」

　途方もない快感にロスマリンは一瞬呼吸の仕方さえ忘れるほど感じ入ってギルフォードの胸に倒れ込んだ。彼女が絶頂に追いやられてひくひくと体を震えさせるたび、彼の怒張が細かく彼女の膣壁を擦り、彼女を更なる高みへと追いやる。

「っ、く、……っ、ロジー、上手、だね。……っほら、好きに動いて見せて」

「あ、ああっ……、まって、まだ……っ、だめ」

　少し擦れるだけでたまらなくよく、ロスマリンは指先一つ動かすことができなくなってしまった。ギルフォードを気持ちよくさせたいが、それよりも先に自身が快楽を極めてしまう。彼女はのろのろと体を動かしては彼の胸に倒れ込み、荒い呼吸を繰り返している。しばらく児戯のような動きを続けているうちに、ギルフォードは喉を鳴らして笑いながらロスマリンの髪を撫でた。

「はは、ロジー、まるで僕の体で遊んでいるみたいだね」

「あっ、ちが……っ、あなたに、気持ちよく、なって、……ほし、っんあああ!?」

　ごちゅん。淫がましい音とともに、ロスマリンの視界が真っ白に弾ける。彼女は一瞬、自身の身に何が起こったのかわからなかった。ただギルフォードの胸にしがみつき、はくはくとままならない呼吸を繰り返している。

「うん、もう十分気持ちがいいよ。……でもこれだけお預けを食らって我慢できるほど、僕はできた男じゃないってことを、君はもう知っているよね」

「ギル、」

「いい子だね。君は十分頑張ったから休んでいていいよ。あとは僕がやるから心配しないで」

　耳元に囁かれた言葉にロスマリンが顔をあげたその瞬間、ギルフォードは彼女の腰を掴んで浮かせ、すぐに彼の腰へと打ち付けた。

「──ッ!?」

　卑猥な音を立てながら粘膜同士が激しく擦れ、次に奥に叩きつけられる音を聞いた途端、ロスマリンは爪先がぴんと張りつめて、言葉なく絶頂に上らされた。ロスマリンが全身に電流を流されるような激しい衝撃に囚われていてもなお、彼は腰を打ち付けることをやめず、熱心に彼女の中を蹂躙している。

「あ、っああああ」

　過ぎる快楽にロスマリンは無意識に腰を浮かせかけ、すぐにギルフォードの手に阻まれる。

「ロジー、ほら、逃げちゃだめだよ。ちゃんと奥まで咥えて。君は一番奥をぐりぐり擦られるのが好きだったよね？　ほら、これだよ」

「っ、あ、あああ〜〜〜っ!?　だめ、……だめっ！」

「気持ちがよくない、のかな」

　──そんなはずがない。

　ロスマリンは必死に首を横に振ってギルフォードの首にしがみつく。

「っ、きもちが、いい、わ。っん、あなたもそうだったら、うれし……っんあああっ……！」

　ロスマリンは必死に伝えようとしているのに、途中で中を穿たれて高い嬌声をあげた。そのことを抗議しようと彼を見上げ、その表情がどうしようもなく緩んでいることを知った。

「ギル、」

「僕も気持ちがいいよ。っ、君がもっと僕でよくなっている姿を見せて、ロジー。君が好きだ。もう絶対に手を離さないから」

「っ、あああっ、わたしも、……っわたしも、ギル、あなたがすき……っ！」

　ロスマリンが応えるように叫ぶと、ギルフォードは瞳に甘い熱を灯して彼女の口を塞いだ。動きがいっそう激しくなり、ロスマリンはただ揺さぶられているだけで精一杯になる。息を乱したギルフォードに抱き着いて、からからに乾いた喉で声を張り上げた。

「……っ、あ、ああっ、好き。好きっ……！　あっも、……っギル……っひああああ！」

「……く、ぁっ！」

　ひと際激しい快楽に身を染められたロスマリンがギルフォードを強く締め付けると彼も抗いがたい快楽に身をゆだね、素早くロスマリンの中から強直を引き抜いて痙攣する白い腹に欲望をまき散らした。

「ごめん、汚してしまった」

　激しく息を切らしたギルフォードが慌ててロスマリンの腹を拭おうとする。その手を彼女はそっと制止させた。

「……私は汚れてなんかいないわ。あなたもそうだと言ったでしょう？」

「それとこれとは意味が違うよ」

「違わないわ。それにこれはギルが私で気持ちがよくなってくれた証だわ」

「……その姿を見ているとまた君を襲いたくなるから勘弁してほしいな」

　──そんなこと、我慢しなくてもいいのに。

　ロスマリンは胸の内に浮かんだ言葉を隠し、シーツを纏ってからギルフォードの上に布団をかけた。

「ロジー？」

「やっぱり無理をしたじゃない」

「はは、いや、無理というか、張り切りすぎたというか」

「どっちも同じだわ。お願いだからちゃんと休んで。……もう二度と置いて行ったりしたら許さないんだから」

　ロスマリンが可愛らしく睨みつけると、ギルフォードはしばらくの間、光り輝く至宝を眺めるかのように目を細めてロスマリンを見つめ、やがて決意の灯った凛々しい表情で彼女に誓いを立てた。

「今度こそずっと側にいると誓うよ。それにもう、君を傷つけるようなことはしないし、誰にも君を傷つけさせない。……君には窮屈な思いをさせるけれど……、もう少し待っていてほしい。必ず僕があの男を葬る」

　──傷なんていくらでもつければいい。

　ロスマリンは内心そう思うもののやはり口には出さなかった。ギルフォードはロスマリンが己の体を大切にすることを望んでいるのだ。

「……お父様は、まだ生きているのね」

「そうだね。……これは公爵家には知られていないことだろうが、秘技というのは秘技を持つ者が生きていなければ成立しないものだ。つまりすでに公爵が死んでいれば君も僕もこれほど苦しまされてはいないだろう」

　ギルフォードにとってもロスマリンにとっても公爵は仇のような存在だ。自然と表情がこわばるロスマリンを見て、ギルフォードは努めて声を明るくした。

「大丈夫だよ。もうあの男に助力するような者はほとんどいない。君が危害を加えられることは二度とない」

「……私はあなたが無理をしていなければそれでいいわ」

　その言葉こそがロスマリンの本心だった。憎むべき公爵も、今の彼女には遠く霞んだ存在だ。このまま愛する人に危害を加えることなく消えていくのなら、それでもいいと思っていた。しかしロスマリンはその後、この考えを改めることとなる。

　夢を見たのだ。

『おのれギルフォード・ベルハイム。地獄に突き落としてくれるわ』

　アーレンハイト公爵が、ロスマリンの最愛の人を葬り去る夢を。
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　その日は朝からギルフォードがいない日だった。前日の夜にたっぷりと抱き合い、思いを何度も確かめ合ってから、ギルフォードに聞かされていたのだ。

『明日は王宮で開かれる諮問会に出席しなければならないから、夜まで戻ってくることができないんだ。ごめんね、はやく君を自由にさせてあげたいんだけど……』

　ロスマリンはその言葉に頷き、確かにおとなしく待っていると約束をしたはずだった。しかし昼に強烈な眠気に襲われて見た夢の中、彼は諮問会から戻る途中で公爵に剣を突き刺されていた。

　ロスマリンの指先は夢から目覚めたばかりのはずが氷のように冷たく、全身が震えていた。窓から見える景色は暗く、激しく窓を叩きつけるような雨の音と雷鳴が聞こえる。彼女が今しがたまで見ていた夢と全く同じ最悪の天候だ。夢の中の彼が受けた傷は致命傷だ。彼は浄化という極めて優れた秘技を持っているが、傷口を治すことができるわけではない。

　ロスマリンは先日ギルフォードから、彼女の秘技について、相手の恐れや怒り、謀略を映す夢に潜りこむものなのではないかと言われていた。

「もしそうだとしたら、……この夢も誰かの恐れか謀略、ということ？」

　これがただのロスマリンの恐れが見せた夢であればいいが、彼女は己の夢が過去に見た記憶以外の物であったことがないことを覚えている。

　──もしもこれが父の謀略を表す夢だとしたら。

　ロスマリンは青ざめた顔色を隠すこともなくふらふらと立ち上がり、その足で部屋の扉の前に立った。

「ギル……」

　口にはしないものの、ギルフォードはロスマリンを部屋の外に出すことをあまり快く思っていない。彼女は他者を欺き続けるために悪女のような振る舞いを十四年間も続けていたのだ。彼女によからぬ感情を持つ者は少なくない。ギルフォードが彼女をその視線に晒すことをよしとしないのは当然のことだ。陰謀渦巻く王宮に、死を望むロスマリンを放り出すわけにはいかない。そのように考えていたはずだ。

　実のところロスマリンは彼の側にいることができるのなら王妃になどなれなくともよかった。むしろ反逆者の一家に生まれギルフォードの尊い体に傷までつけてしまったのだ。王妃のような存在になれるはずもないと諦観している。思いを通じ合わせてからはギルフォードの立場を慮って、ひっそりと息を殺しながら生活をしていた。

　──でもごめんなさい、ギル。私だってあなたが傷つくところを黙って見ていることはできない。

　ロスマリンは意を決して扉を開き、人気のない離宮を走り出した。ギルフォードと二人で歩く時には短く感じられた廊下も、今では先の見えない長いトンネルのように見える。時折激しい光とともに轟音が響き、ますます天候は悪化するばかりだ。それでも彼女はくじけることなく離宮を走り切って、乱れた呼吸を整える間もなく夢に映った場所へ向かった。走る度、ギルフォードの瞳と同じエメラルドグリーンのロングトレーンドレスが揺れる。ロスマリンは走るには適さないドレスの裾を両手で掴んで、額の汗を拭う暇もなく足を動かし続けた。

　──父は物陰に隠れてギルフォードの背後を狙っていた。そこが危険な場所であることを早く伝えなければ……。

　ロスマリンは決して父と対峙するつもりなどなかった。ギルフォードに何度も命を粗末にしてはならないことを言い含められていたからだ。ゆえにこのような事態でも彼女は決して危険に飛び込むことはせず、ギルフォードに危機を知らせるために走っていたのだ。全速力で走り続けるロスマリンの視界に貴族の後姿が映る。彼女はそれがこの国の宰相であることを認識し、ようやく足を止めた。

「お待ちください！　レファンダル宰相閣下！　ギルフォード様に危険が迫って……」

「我が娘よ、待ちわびていたぞ」

　ぞっとするほど低く憎悪に塗れた声が耳元で囁かれる。ロスマリンはその声を発した相手が誰であるのか振り返り見る前に口を布で覆われ、よく知った甘ったるい毒の香りを嗅いでしまった。せめて危機的な状況であることを宰相に気付かせようと視線を送り、その相手が襲われるロスマリンを無表情で見下ろしていることに気付いた。

　──ああなんてこと。あなたも父側の人間だったのね。

　ロスマリンは間違いなくギルフォードに危害を加えようとしているだろう相手に気付きながら、そのことを伝えることのできない歯がゆさに唇を噛み締めつつ、結局大きな抵抗をすることもできずに意識を失った。
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　鼻が曲がりそうなほど甘い匂いがする。ロスマリンは薄らと覚醒し、すぐにその匂いに眉を顰めた。

「そのような顔をされるのは心外だな、娘よ」

　視界は相変わらず真っ暗で、ロスマリンの目には誰の姿も見えない。彼女は石畳の部屋に寝そべっているらしいことを感じて体を起こそうとするが、両手足に枷が付けられているらしく、立ち上がることはかなわなかった。

「……なぜあなたがここにいるの」

　そのような中でも、彼女にはその者の表情が手に取るようにわかった。アーレンハイト公爵は娘を折檻する時いつも奇妙なほど興奮を覚え、気色の悪い笑みを浮かべていた。

「ロスマリン、お前は生みの親になぜそのような態度がとれるんだ」

「まさか宰相閣下まで傀儡にしたなんて、虫唾が走るわ」

「やつの虚栄心を満たしてやったまでだ」

「ご自分の行いを正当化なさるのが得意だこと」

「少し放し飼いをしているうちに、随分と礼儀作法を忘れてしまったようだ。……どうやらお前は秘技を覚醒させたようだ。褒めてやろう。今ならその力を無駄なところで使用していたことを許してやってもいい。お前は何らかの形で人間の心を読むことができるのだろう。その力であれの寵をほしいままにし、こうしてここに帰ってきた。そうだろう」

　ロスマリンはこの公爵の言葉が最終警告であることをよくわかっていた。指先が小刻みに震え、脳裏にこれまでの痛みの数々がよぎる。それでも彼女は努めて気丈に振る舞った。

「何のことだかさっぱりわからないわ」

　──あなたを守ることができるのならば。あなたと未来を歩むことができるのならば。私はこの場所で、どれほど酷く折檻をされても構わない。

「寛大な父はお前を許そう。……己の欲する者のため刃を振るう姿は美しい。ロスマリン、お前は美しく成長してくれた。その体で王子を誑かした。どれほど忠臣が宥めようと、お前を妃にすると言って聞かぬほどだ。よくやった。褒めて遣わそう」

「あなたのためなんかじゃ……っ」

「お前がそのようになるために、私はお前に心を残してやったのだ」

　──心を残す？　冗談じゃないわ。

　ロスマリンは日々したくもない悪事に手を染め、良心の呵責に苦しみ続けてきた。いっそ心などなくなってしまえばいいと思うほど苦しい日々だった。完全に閉ざしかけていた心を溶かしたのも、生きる希望を授けてくれたのも、ただ一人ギルフォードだけだ。

「お前にはさらに特別な毒を。……自我を忘れ、私の思い通りになる。私の最高傑作がようやく完成するようだ。お前はあの王子を愛するように私を愛し、私の人形となるのだ。最高の褒美だろう」

　嗅ぎ慣れた匂いの中に、つんと鼻の奥を刺激する匂いが混じっている。明らかに危険な香りが近づいていることを察し、体が傷つくこともいとわずロスマリンは全力で暴れた。

「絶対に嫌よ！　あなたの思い通りにはさせない！　私が愛するのはギルだけだわ！　ギル！　ッギル！　私はここにいるわ！」

「無駄なあがきをやめろ」

　ギルフォードを助けようと飛び出してきたはずが、結局捕まってしまった。きっとギルフォードはロスマリンの行動を咎めるに違いない。そうだと知っていても彼女は彼に会って、いつものように説教をされたかった。

『決して命を投げ出そうとしないで。ロジー、今度こそ僕が君を守るよ』

　柔らかな声を思い出して、ロスマリンは手首が痛むことも気にせず暗闇の中から愛おしい人の名を叫んだ。

「ギル！」

　喉が枯れるまで叫び続けようと決めていたロスマリンは突如漏れ出した光と何かを蹴破る音に反射的に目を瞑り、恐々と目を開いた。

「ロジー、迎えに来たよ」

　光を背負うようにしてギルフォードが立っている。ロスマリンはその姿を見た瞬間、頬に温かい涙が伝うのを感じた。

「ギル、」

　ロスマリンが泣きながらギルフォードへと手を伸ばしかけ、手枷に阻まれる。その姿を見たギルフォードは安心させるように微笑んでいた表情を一瞬で失くした。ギルフォードは表情を失っている時が一番恐ろしい。思わず黙り込んだロスマリンとは対照的に、公爵は立ち上がってロスマリンの首筋にナイフを押し付けた。少し前まで公爵がロスマリンに飲ませようとしていたらしい紫色の液体が床を濡らしている。

「……っ、くるな」

「クロヴィス・アーレンハイト。無駄な抵抗はやめておけ。これ以上僕を怒らせないでくれ」

　ギルフォードは至って冷静に言葉を吐き捨て、冷ややかに公爵を見下ろしている。最愛の人間を人質に取られているとは思えぬほど冷酷な姿に、公爵は額に冷や汗を浮かべていた。

「世迷言を」

　ロスマリンに触れる手もじっとりと濡れている。その不快さにロスマリンが顔を顰めると、ギルフォードの視線はさらに冷たくなった。

「警告はしたからな」

　ロスマリンは公爵がギルフォードの冷めきった言葉を受けて微かに体を震わせたことに気付いた。

　──いや、違う。これは怯えからくる震えではない。

「っ、ぐっ、ごはっ……っ、う、ぐぁっ……!?」

　公爵が突如として床に蹲り、血を吐いてもがき苦しんでいる。その姿はまるで彼の毒に長年侵され続けた者の中毒症状のようだ。ロスマリンは怯えながら慌てて距離を取ろうと立ち上がりかけて躓き、素早く移動してきたギルフォードに支えられた。彼は言葉なくロスマリンの枷を外し、すぐに彼女を抱き上げる。

「っうぐっ、……きさま、なにを……っ」

　ギルフォードは地獄にのたうち回る公爵を冷ややかに一瞥し、静かに口を開いた。

「お前に手を貸そうとする愚か者どもはすべて裁かれ、ようやくお前の番が来たというわけだよ。知っているかな。我が弟は触れた相手の穢れを他の接触者に移すことができる。お前も貴族の端くれだったのだから、信仰心がなくともあやつに触れたことはあるだろう」

　公には伏せられているが、ギルフォードの弟ビットーリオはこの国一番の聖職者だ。彼はたびたび夜会に現れ、笑みを浮かべながら様々な貴族たちと握手を交わしている。ロスマリンも聖水を汲んでもらった時、微かに手と手が触れ合っていた。

　──今まで以上に体が軽い気がする。

　つまりビットーリオが移転させた穢れとは、間違いなく彼女が長年受け続けた公爵の毒だ。

「クロヴィス・アーレンハイト。残念だがお前は王家だけではなく、神殿からも見放されてしまったようだ。弟が授ける穢れは自身の秘技によって生み出されたものであっても浄化する以外に解く方法がない。その上その毒に侵された体は一年と持たないだろう。……ああ、これはお前の方がよく知っていることだったな」

　ギルフォードの声色には隠すことなく侮蔑の色が浮かんでいる。公爵は何人もの罪なき人間を残虐に扱い、彼の父であるこの国の王にさえ刃を向けたのだ。ギルフォードが怒りを露にするのは当然の結果だろう。それに彼はロスマリンに傷をつける者を許容するような愚鈍な人間ではない。ロスマリンはギルフォードの腕の中から虫のように背中を丸くして血を吐き続ける公爵の姿を見て、ようやく全身の力を抜いた。

　──私が恐れていた人はもうこの世にはいない。今はただ、奪われた力を嘆く滑稽な男がいるだけだ。それにギルが、私を守ってくださる。

「ギル、もういいわ。私、ここを出たいの」

　ロスマリンはなおも何かを言いたげにしているギルフォードの服を握りながら囁き、彼の胸に額を擦らせた。これ以上ギルフォードに汚らわしい男の姿を見せたくない一心で抱き着くと、彼はぴくりと反応してロスマリンの体を優しく抱き直した。

「ああ、そうだね。ごめんロジー。このようなおぞましい場所は君には似合わない。すぐにここを離れよう」

　ギルフォードの冷えきった表情は消え去り、心配そうに眉を曲げながら笑みを浮かべている。ロスマリンはそのことに安堵しながら彼の頬に口づけ、ゆっくりと歩き続ける彼の瞳を見つめた。

「幻滅したかな」

「……なぜ？」

「来るのが遅くなったうえに恐ろしい姿を見せたから」

「遅くなんてないわ。それに私のために怒ってくれたんでしょう。……あなたとの約束を無視して部屋を出てしまったのは私だもの。私こそ幻滅されていないか心配だわ」

「僕が君に幻滅する日などこないよ。……でもこれからもずっと一緒にいたいから、危ないことをする時は必ず先に僕に相談してほしい」

　ギルフォードは懇願しながらロスマリンを馬車に乗せ、隣に座り込む。彼の手は枷に縛められていたロスマリンの手首を優しくなでていた。その手首からもすっかり傷跡が消えている。ビットーリオはロスマリンについたすべての傷を公爵に移したらしい。

「ごめんなさい。相談をしに行くつもりだったの。でも……。いいえ、これは言い訳よね」

　ロスマリンは己の行動を心から反省して視線を落とす。その姿を見たギルフォードは切なげに眉を寄せ、すぐにロスマリンの顎を優しく掬って顔を上げさせた。彼は気落ちするロスマリンに努めて笑みを見せ、彼女の冷えきった手に彼の大きな手を重ねる。

「いや、君の住まう離宮が僕の行動範囲から離れすぎているのが悪いね。……君が僕のために命を投げ出したわけではなかったなら、……本当によかった。もちろん君が襲われたことは許しがたいが、そうか。僕を訪ねようとしてくれていたんだね」

「結局捕まってしまったけれど。そういえば宰相閣下はどうされているの？　彼は父とつながって……」

　ロスマリンは心が落ち着き始めるとこれまでに起こったすべての出来事を思い出し、矢継ぎ早に言葉を重ねようとする。しかしギルフォードは彼女のその口に優しく口づけて、静かに囁いた。

「ロジー、もう他のことは気にしなくていい。僕の優秀な新しい宰相エルマーがすべて片付けてくれるから。それよりも僕は君に残った毒をすべて浄化したいんだ」

「毒なんて……、見てのとおり少しも残っていないわ」

「いいや、表面に見えていないだけだ。君の美しい心に傷がついてしまっているかもしれない。……君に残る悪しき記憶のすべてが消えたらいいのに」

　ギルフォードはロスマリンの体を抱きしめながら囁き、許しを請うように彼女の瞳を見つめる。彼はロスマリンの本当の言葉が聞きたいと言っていた。彼女はそのことを思い出し、彼の抱擁に身をゆだねながら呟いた。

「……怖かったわ。あなたの名を叫んでいないと、どうにかなってしまいそうだった」

「ロジー……」

「できるなら、……もっと強く抱きしめてほしいの」

「君が許してくれるならいくらでも抱きしめるよ」

　ギルフォードの鼓動は彼女がいつも聞いているものよりもずっと早い。誰よりもロスマリンの身を案じていてくれたのだろう。彼はロスマリンが部屋を抜け出したことに気付いただけで慌てふためき、絶望に突き落とされるのだ。ロスマリンはそのことを改めて思い出し、彼の頬を撫でた。

「ギル、もっとあなたに触れたいわ。……キスがしたいの」

　先ほどよりも熱の戻った表情で囁くロスマリンに、ギルフォードは甘い笑みを浮かべて口づけた。彼はロスマリンの縛められていた手首に口づけ、公爵に触れられていた肩に口づけ、馬車が離宮にたどり着くまでに、ロスマリンの体のいたるところに口づけて彼女の不安を消し去った。二人は音もなく見つめ合って唇を寄せ合い、馬車が止まったところでようやく口づけをやめる。

「は、ぁ……、降り、ないと」

「ああ、そうだね。僕に掴まって」

　すでに息が切れているロスマリンとは対照的に、ギルフォードは爽やかに微笑んでいる。彼は微笑みを湛えたままロスマリンの体を彼のマントで覆い、横抱きにして持ち上げた。離宮にはロスマリンが今まで一度も目にしたことのなかった給仕が溢れている。その様子をぼんやりと見つめているうちに彼女の視界は真っ暗になった。どうやらギルフォードに頭からマントをかぶせられたようだ。

「ギル？」

「僕以外は見ないで」

　この世で最も美しい人が懇願している。ロスマリンはそのおかしさに小さく笑っていた。

　──夢を見ているみたい。けれどこれが彼の本心だということを私はもう知っている。

　ロスマリンは感極まって彼の首に抱き着き「あなたしか見えない」と彼女の秘密を惜しげもなく囁いた。彼女の言葉を聞いたギルフォードは一瞬背筋を震わせて急くように歩き出す。彼の足は迷うことなく二人を浴室へと運んでいき、ロスマリンは浴槽の中にそっと座らされた。彼はそのまま服を脱ぐことなく同じ浴槽に入り正面からロスマリンを抱きしめる。

「ギル？」

「幸せすぎてどうにかなってしまいそうだ。君が君の意志でここにいるのが信じられない」

「私は私の意志でここにいるわ。あなたが助け出してくれたんじゃない」

　ロスマリンはギルフォードの腕の中で顔をあげ、彼の頬に張り付いた髪をそっと撫で、瞼に口づける。ロスマリンは己以上にロスマリンを深く思いやるギルフォードの姿がたまらなく愛おしく感じ、慰めるように彼を抱きしめ返した。

「ねえギル、私、私たちの不安を解く方法を一つ知っているの。ギル、たくさんあなたに触れていい？」

「……君こそ無理をしているんじゃないかな」

「いいえ、ただ、あなたに触れてほしいの。そうすればきっと、悪いことなんてすべて忘れられるわ。それにギル、私は今日たくさん約束を破ってしまったのよ？　お仕置きをしなくちゃいけないと思わない？」

　囁きながら口づけて、頬が染まったギルフォードの瞳を見つめる。ロスマリンの誘惑に、ギルフォードはまた背筋を震わせた。

　彼女はギルフォードの不安を取り除きたかった。そしてギルフォードも同じように彼女の不安を取り除きたいと考えている。

「……じゃあ、僕が君の存在を確かに感じられるまで、ずっと付き合ってくれるんだね」

　ロスマリンがその言葉に頷くと、ギルフォードはぎらぎらと目を獰猛に光らせてロスマリンの唇を強引に奪った。
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「ひ、あ、っん、あんっ、あっ……！」

　ロスマリンがギルフォード自身に突き上げられるたび、浴槽から湯がこぼれ出る。彼女は浴槽の縁に両手をついて何とか体が崩れ落ちないように気を張っているが、後ろからギルフォードの昂ぶりに奥を貫かれるたび、全身が震えて止められそうになかった。

「……っ、ロジーっ、ロジー」

「ん、あ、ギル……っ、ひあああっ」

　ギルフォードはしきりに名を呼んでロスマリンの白い背中に赤い執着の証を残し、気まぐれに彼女に顔を上げさせて口づける。彼はロスマリンがかくりと腰を抜かすと彼女の体力が尽きてきたことを感じ取って素早く腹に右手を添え、ぴったりと胸板を彼女の背中に密着させた。

「っあああ、お、奥、っきもち……っ」

　ギルフォードの怒張は彼女の体には長大で、最奥まですべてを受け入れると、彼女は体を振り乱して過ぎる快楽を逃がすことしかできない。初めのうちは口づけ合うだけだった触れ合いが次第にギルフォードからの愛撫に変わり、ロスマリンはほとんどされるがままになった。

「可愛いロジー。もっと感じて」

　耳元にギルフォードの艶やかな吐息を感じるたび、ロスマリンはくらくらと視界が歪み、あられもない声を上げてしまう。

「もう君を隠しておく必要もない。……っ、君を覆い隠そうとしていた死も、取り払われた。ロジー、君は自由になったんだ」

「っ、ひ、あっ、ああっ、な、にを……っあんっ」

　ギルフォードが何か重要なことを話していることがわかっても、ロスマリンは快楽に翻弄されるたびその言葉の意味を取りこぼしてしまう。彼は懸命に言葉を聞き取ろうとするロスマリンの胸の頂を指先で執拗に擦り、淫らに腰を揺らすロスマリンを見て微笑んだ。

「君は自由に伴侶を選んで、どこへでも飛んでいける。……ロジー、たとえば君が平民のように各地を放浪することを選べば、君の好きな美しい景色を、いくらでも見ることができるようになるだろう。こんな狭苦しい所に隠れていなくていい」

「ひ、あっ、ああっ、も、もうっ、……あああっ」

「でも君は、僕とともに歩む道を選んだんだ！」

　ギルフォードはロスマリンの耳に熱く囁きながら引き抜いた強直を息つく間もなく最奥に穿ち、欲望を放った。

「っ、んああああっ……！」

　ロスマリンはギルフォードの吐精とともに高みに上り詰めさせられ、力なくギルフォードの腕にしがみつく。激しい絶頂の余韻で痙攣する体でギルフォードを振り返り、口づけを求めた。

「ギル、……っ、ん……、ぁ」

　なおもロスマリンの中に収められた熱は鎮まらぬまま、ギルフォードがロスマリンに応えて口づけを落とし、さらに口内へ舌を潜り込ませる。歯列をなぞって舌を吸うと、ロスマリンも同じように彼の口内へと舌を滑り込ませ、二人の息が整うことはなかった。

「……君が好きだ。君以外何もいらない」

「あ、……っ、ギル、好き。あなたの側にいさせて」

「うん、もう君が逃げたいと言っても、逃がしてあげられない」

「逃げたいなん、て、一度も言ってない、の……、に」

　ギルフォードはロスマリンに対し、まだ自分の方が好意が大きいと思っている節がある。ロスマリンはそれが、過去の自分の振る舞いのせいであることもわかっていた。

「……ギル、私はね、あなたが私を望んでくださるのなら、一生光の当たらない地下の部屋につながれていてもいいとさえ思っているの。私にとってはあなたが光そのものだから」

　ロスマリンはいっとう眩しいものを眺めるかのように目を眇めながらギルフォードの瞳を見つめ、睦言を囁くかのような声色でそっと囁いていた。ギルフォードはその可愛らしい眼差しとは裏腹な彼女の言葉に目を回しながら彼女の髪先に口づけて言葉を返した。

「そんな恐ろしい部屋に君を閉じ込めたりしない」

「わかってるわ。でもそうしてもいいと思えるくらい、私はあなたに夢中なの。私が世界中のすべての人に後ろ指をさされようが、悪女だと罵られようが、あなたが生きていてくれさえすれば、私はそれで構わないと思っていた。ねえ、ギル。……これって今、あなたが私のためにしてくれていることと同じよね？　だからそんなに心配しないで、私はあなたが私を思うくらい、あなたを深く愛しているのよ」

　ロスマリンの瞳は、まるで鏡に映る己のものと同じだ。ギルフォードはふとそのことに思い当たり、ゆるゆると上がっていく口角を隠せずロスマリンの唇に吸い付いた。

「……君は僕を喜ばせることばかり言う」

「あなたが喜ぶ姿が見たいんですもの」

「じゃあもっともっと僕に溺れて。ロスマリン、愛してる」

　言葉とともにギルフォードが立ち上がり、一糸纏わぬ姿のロスマリンを抱き上げる。その足で寝台へ向かって、彼女を優しくベッドに横たわらせた。彼は真上からロスマリンを見下ろし、長い入浴で赤らんだ彼女の頬を撫でて口づける。触れ合うだけの口づけで、ロスマリンはたやすく感じ入ってしまった。

「あっ、……っ、ギル」

「君の体の毒はすべて浄化されて、僕の毒もあの男に返った。……ロジー、つまりもう、君は僕の子を孕んでも問題ないということだよね？」

　ギルフォードはうっとりと囁きながらロスマリンの下腹部を撫でて、つい先ほど彼が放った欲望の残滓が彼女の蜜口からとろりとこぼれだしているのを見た。

「っ、ん、そう、だけど」

　彼は収まりきらず零れ落ちてくるそれを指先で掬いあげてロスマリンの蜜壺の中へ入れた。膣壁になじませるように執拗に擦りつけられ、ロスマリンはあっけなく達してしまう。爪先がぴんと張りつめて、おとがいをそらす。浅い呼吸を繰り返す間にも、彼女の腹は彼の指先を逃すまいときゅうきゅううねり、蜜口からは白濁した液とともに蜜が滴り落ちているのを感じた。

「っああ……！　ギル……っ」

　ロスマリンが迫りくる快楽に耐えられず声を漏らそうとギルフォードはただ愛おしそうに目を細めるだけで、指先を蜜口から引き抜くことはなかった。ひくひくと蠢く蜜壺からこぼれ出る白濁した蜜を再び中へと導き入れ、まるでたった今よいことを思いついたかのような顔をしてそっと囁いた。

「君の子はきっと玉のように愛らしいだろう。ロジー、早く会いたいからもう少し頑張ってもいいかな」

　質問を投げかけておきながら、ギルフォードは断られるなどとは少しも思っていなさそうだった。ロスマリンが首を縦に振る前に彼女の蜜口に潜り込ませた指先で中を刺激し、ロスマリンを絶頂へと導く。ロスマリンが返事をする隙くらい与えてほしいことを抗議しようと睨みつけても、彼はどこまでも嬉しそうに頬を緩めるだけだった。

「いじわる、だわ……っ、あっ」

「だってロジーがお仕置きをしてほしいと言ったんじゃないか」

　お仕置きなどと称しているが、この行為は二人にとってただの愛の行為でしかない。ロスマリンはわざとらしくあえて悪人のような表情を作る彼を見て、声を上げて笑った。

「あなたにそんな一面があるとは知らなかったわ」

　──一生、あなたとこんなふうに他愛もない悪ふざけをする日がくるとは思ってもいなかった。

「悪いことを企む僕は恐ろしい？」

　ロスマリンはすでに己の答えなど知っているだろうギルフォードに囁かれ、ますます屈託なく笑って彼に抱き着いた。寝台の上でぴったりと体を寄せ合い、目が合えば口づけて、そっと答えを囁く。

「いいえ。大好きよ。……だから少しくらい悪い事を企んでしまえばいいわ」

「たとえば、稀代の悪女に仕立て上げられた愛おしい人を、王子の命の恩人として真実を公表したりしても、君は怒らないかな？」

　悪ふざけの言葉を返したつもりが、ギルフォードは思いもよらぬ言葉を返してきた。ロスマリンは目を瞬かせ、乞うように口づけられて小さく笑ってしまう。

　──誰の目にも見せたくないくせに。どうしてこうもまっすぐに眩しい人で居続けられるのだろう。あなたはいつも清くて真っ直ぐで、正しい行いを当たり前のようにできる人だ。

　ロスマリンは幼いギルフォードが心配そうな顔で綺麗なハンカチを差し出してくれたその日を思い出し、ふいにこみ上げてくる涙をのみ込んだ。

「……それじゃあお仕置きにはならないわ」

「そう？　君にとってこれは、悪いことではないのかな？」

　ギルフォードはすべてを思いのままにすることができるのに、決してそうしない。いつもロスマリンの感情を読み解き、彼女の心を守ろうとする。彼女はギルフォードの心にも少なからず彼女と同じように、愛する者を独占してしまいたいという欲望があることを知っていた。彼はその権利を手放してでも、ロスマリンの名誉を守りたいと思っているのだ。

「ええ、悪くないわ」

　──ついでに私をあなたの妃にしてほしい。

　ロスマリンがその言葉を口にする前に、嬉々としてギルフォードが彼女の耳元に囁いた。

「じゃあ、ついでに君を僕の妃になる人だと公表しても、君は不快に思わない？」

　ギルフォードはロスマリンが告白しようとしていたことと全く同じことを囁き、真剣にロスマリンの瞳を見下ろしていた。ロスマリンは愛する人が己と同じように未来を描いている事実を目の当たりにし、隠すことなく弾ける笑顔を浮かべた。

「どうして不快になるの？　それってとっても素敵なことだわ」

　──あなたが好きだわ。きっとあなたを深く知るたび、この思いはとどまることを知らず深まっていくことだろう。

　愛するたびに、触れ合うたびに、二人の愛は深く結ばれていく。偽りばかりの関係を続けていた二人にはもう二度と嘘など必要がなかった。

「それならいい。君が悪女のふりをして僕を救ってくれたように、今度は僕が君を救うよ。だからどうか君はずっと僕だけの人でいてくれ」

　ギルフォードの偽らざる懇願に、ロスマリンは笑顔で答えた。

「ギル、知らなかったの？　私の中であなたは、とっくにただ一人の特別な存在なのよ」

　ギルフォードはその言葉を聞いても少しも疑わずにロスマリンを抱きしめ、シーツに散らばるロスマリンの艶やかな髪に口づけた。

「それは素晴らしいな。じゃあ、今日は特別な僕のために、君のすべてを見せて」

　柔らかに微笑んだギルフォードがロスマリンの火照った体にキスを落としていく。ロスマリンはその様子をベッドに寝転びながら見上げ、彼に手を繋がれるとその指先に口づけた。

「ロジー、君って本当に可愛すぎるよ」

　ギルフォードはロスマリンの行為に堪らず声を上げ、ロスマリンの頬を愛おしげに撫でる。その瞳には隠しきれない喜色が滲んでおり、ロスマリンはその目を見るだけで己の心が柔らかな熱を帯びるのを感じていた。彼女は可愛らしい彼の姿にくすくすと笑い声をあげ、同じように彼の頬を撫でる。

「あなたがしてくれていることを真似しただけよ？」

「うん、でも僕にそうされるのが嬉しくて堪らないから同じようにしてくれているんだって伝わってくる」

「あなたって心を読む力もあるの？」

「いいや。ただ君の心を知りたくて必死なだけだ」

　何一つ隠すつもりのない正直な言葉を告げたギルフォードは、気恥ずかしそうに頬を染めつつも自身の言葉を受けたロスマリンがとろけるような笑みを浮かべているのを見て、心が解けていくのを感じた。

　二人は言葉なくただじっと見つめ合い、そっと唇を重ねる。互いの舌を絡めてじっくりと求めあい、ロスマリンの息が切れるころにゆっくりと離れる。

「ロジー、君が好きだ。愛してる」

「ええ、私もよ。あなたを愛しているの」

　二人は互いだけに聞こえる声で愛を囁き、やがて子どものように笑い合って手を重ねた。

「君と一つになりたい」

　ギルフォードの囁きにロスマリンは驚くことなく頷き、彼の唇に優しく口づける。ロスマリンの返答を受け取ったギルフォードは彼女のボディラインを優しく指先でなぞっていく。頬から首筋、胸のふくらみへと手を滑らせ、固く立ち上がった胸の飾りを爪先で甘く引っ掻く。

「あんっ、……んっ」

　ロスマリンが堪えきれずに声を漏らすと、ギルフォードはますます笑みを深めて彼女の胸の飾りを口に含み、ころころと口内で嬲った。

「んんっ、あんっ、……っ」

「ロジー、本当に君は可愛い、全部可愛い。もっと感じて」

　感じ入るロスマリンに囁いたギルフォードは自身の唾液で濡れ光る胸をかりかりと片手で刺激しつつ、もう一方の手を下腹部へとゆっくりと滑らせる。そうしてロスマリンが悩ましげな吐息を漏らすたび、触れている箇所に丁寧に口づけた。やがて彼はロスマリンの両足を持ち上げて膝裏を彼の肩にかけ、秘所へと手を伸ばした。彼はその蜜口がいまだにたっぷりと濡れそぼっていることを確認し、いきり立った彼の強直をぴとりと陰唇にあてた。

「あっ……、ん」

　彼はもう何度も受け入れられた強直をまるで初めて彼女の中に侵入させるかのように丁寧に彼女の蜜口に擦り合わせ、ロスマリンが感じ入る様子を見下ろしている。あくまでもギルフォードはロスマリンに求められる瞬間を待っているのだ。ロスマリンは改めてそれを感じとり、息も絶え絶えになりながら最愛の人の名前を呼んだ。

「ギル……っ、」

「うん？」

　名を呼ばれたギルフォードは砂糖菓子のような甘い笑みを浮かべてロスマリンの赤らんだ顔を覗き込む。

「ギル……っ、あ、もう……っ、きて……っ、ギル……！」

「……うん、いいよ」

　どうにか言葉を発しているロスマリンを見て、ギルフォードはうっとりと極上の笑みを浮かべた。そうしてこれ以上は待ちきれないとばかりに早急に彼の強直を蜜口へと押し当て、予告なく最奥にそれを突き入れた。

「……っ!?　ひ、あああああぁっ……！」

　ロスマリンが欲情に溺れる瞳でギルフォードにねだると、彼は今までの緩慢な動きが嘘のように鋭く腰を穿って、ロスマリンを一瞬で高みに上り詰めさせてしまった。目の前が真っ白になり、強い電流を流されたかのような深い陶酔を感じる。

「……っ、はあ、ロジー……っ」

「っ、……ぁ、……っ、あ……！」

　ロスマリンは深い快楽に全身を絡めとられ、言葉を発することさえできない。そのような中でもギルフォードはその手を緩めることなくこつこつと奥を穿ち、吐精欲を堪えるように時折奥歯を噛み締めて、ロスマリンの手を握った。

「ああ……っ、ギル、……っ、ギル……っ」

「好きだ、ロジー、好きだ。……っ、君を、愛してる……っ、く、……っ」

　いつものようにギルフォードが片手で彼女の腹を撫でる。しかしそのまなざしはこれまでのものとは違い、慈愛に満ち溢れたものだった。

『君の子はきっと玉のように愛らしいだろう。ロジー、早く会いたいからもう少し頑張ってもいいかな』

　ロスマリンはふいに彼の言葉を思い出し、彼の行動の意図を知って胸が熱くなる。彼は心の底から、己との間に育まれる子を切望しているのだ。

「あっ、……っあ、っ、ギル……っ、あん……っ、な、中に……っ」

　心から溢れた言葉を発したロスマリンは、それを聞いたギルフォードが限界まで目を見開いて、この世で最も幸福な者のような満ち足りた笑みを浮かべるのを見た。

「っ……、ああ……っ、このまますべて君の中に……っ」

　叫ぶように言い放ったギルフォードが激しいストロークでロスマリンの膣壁を抉るように律動し、最奥を穿った。

「あ、あああっ、ひ、あああっ、ギル……っ！」

　その瞬間、ロスマリンの体は激しい法悦に呑み込まれ、最奥に入り込む彼の強直を搾り取るように収縮する。

「ロジー……っ！　っく、……っ！」

　ギルフォードもロスマリンの激しい絶頂にあてられ、堪えることなく最奥に彼の欲望を吐き出した。ロスマリンの体は中に注がれる欲望の熱を敏感に感じ取り、ひくひくと痙攣している。ギルフォードは荒い息を整えることなくその腹を愛おしげになぞり、ロスマリンに口づけた。

「あ……っ、あ、……ん」

「無理をさせすぎてしまったかな」

「だいじょう……ぶ、」

　ギルフォードはロスマリンの額に浮かんだ汗を優しく拭いながら苦笑している。大方やりすぎてしまったと反省しているのだろう。ロスマリンは彼が強引なようで他人の心の機微に繊細であることをよく知っている。

「ギルは、もう私のすべてを暴くことができたと思っているの？」

　ロスマリンは思う。ロスマリンの好意がどれほど重たいものであるのか、ギルフォードはまだ知らない。ゆえにいつも、自身の欲望を我慢しようとしてしまうのだ。

　──それならば、骨の髄まですべてを知ってもらえばいい。

「ねえギル。もっと全部を暴いてほしいの。……我慢しないで。私もあなたがもっとほしいの」

　ロスマリンが耳元に誘惑を囁くと、ギルフォードは目を獰猛に光らせて笑った。

「男を誘惑する悪い人だ」

「そんな私は嫌い？」

　ロスマリンは問いかけていながら、やはり彼の答えを知っていた。

「いいや。どんな君も大歓迎だよ。ロジー、僕の最愛の妻。僕だけの美しい人」

　答えを囁いたギルフォードと同じようにロスマリンは子どものように笑い、やがて優しく口づけを交わす。そうしてこの日の二人は夜が更けゆくまで求めあい、互いの愛を確認し合った。
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「兄上の想いがどうやら一方的ではなかったことに私も心底安堵しておりますよ」

　ビットーリオの秘術によって毒を返されたクロヴィス・アーレンハイトは今、辺境の地下迷宮の最奥に繋がれ、中毒症状に日夜喘いでいる。ギルフォードはクロヴィス・アーレンハイトに自死という安寧を与えず、死するその時まで暗闇に住まわせよと命じた。クロヴィス・アーレンハイトがロスマリンに与えた恐怖は大きい。いまだに背後から男性に声をかけられると一瞬怯えの表情を浮かべているのだ。これをギルフォードが許せるはずもない。

「……見るな。彼女が怯える」

「私を見て怯える人などいないですよ。それに危機的な状況を打開できたのは私の秘技のおかげでしょう。少しくらい義姉と親交を深めても……いえ、冗談です」

　ギルフォードは国王にアーレンハイト家の配下にいる悪しき者をすべて排除してからクロヴィス・アーレンハイトを討つよう命じられていた。そのため、彼は長年クロヴィスを泳がせていたのだ。しかしそれが結果としてロスマリンを危険に晒すこととなった。

「感謝はしている。礼を言う」

「全く心がこもっていませんが」

　教会と王家の関係が密接であることは好ましくない。第一王子として模範となる行動を心がけていた幼い頃のギルフォードなら、決してビットーリオを頼るなど考えもしなかっただろう。

　──だが正しい道を行くだけで、必ずしも守るべきもののすべてを守りきることができるわけではない。

　現にロスマリンは、その人生を汚してでもギルフォードを守り続けてくれた。

「……妙に初恋を拗らせているというのは、まああながち間違いでもない」

　彼は思う。あれほど情熱的に守っておきながら、見返り一つ求めずあっさりと死を選ぶような潔い人を相手に平常心で居られるはずもない。初めはただ美しい令嬢がいるものだと見つめていた。それが次第にほとんど微笑みもしないことへの疑問になり、真実を知るころには、ただ唯一心に刻まれた人となった。

「兄上、それは」

「──ギル！　あら、ごめんなさい、お邪魔してしまったかしら」

　白銀のドレスに身を包んだロスマリンが微笑みながら近づいてくる。ギルフォードはその姿を瞼に焼き付け、すぐに笑みを浮かべた。

「いや、今話し終わったところだよ。それよりロジー、なんて綺麗なんだ。他の誰にも見せたくないくらいだ」

「それは困るわ。今からあなたの妻だと認めてもらいに行くというのに」

「そうだった。……美しい君を誰にも見せたくはないが、僕のものだということを自慢して歩きたい気持ちもある。困ったものだ」

　ギルフォードが本心を隠すことはない。それが無駄なあがきであることを理解しているからだ。ロスマリンは美しい。そして美しいものが好きだ。彼女はいまだにギルフォードが、美麗な男を見かけるたびに内心はらはらと落ち着かない気分でロスマリンを見守っていることをよく知っている。

　そのうえで彼女はビットーリオには一瞥もくれずにギルフォードのエスコートに応じた。

「私の特別は昔からずっと、ギルだけだもの」

「それなら安心して皆に美しい僕の妻を見せつけることにしよう」

　悪しき公爵に阻まれた婚約を結び直しわずか二か月で婚姻に至ったギルフォードとロスマリンを、世は運命と呼んで囃し立てた。ロスマリンを悪女と呼んでいた一部の人間もこの日迎えた成婚式の様子を見て、口を噤んだ。普段美しく微笑んでいる二人もこの日ばかりは何事かを囁き合って、何度も子どものように無邪気な笑みを浮かべていたのだ。

　二人は王と王妃の関係になってからも互いを深く信頼しあい、いつも笑みを絶やすことがなかった。後にロスマリンは三人の子どもに恵まれ、この頃になるともはや彼女が笑わずにいられる日は一日もなかった。

　そして王はいつまでも王妃の笑顔を目撃するたび、陽の光を見るように目を眇めて彼女の姿をじっと見つめ、決して目を離すことがなかったと言う。







あとがき








　本書に最後までお付き合いいただいた皆様、本当にありがとうございました。

　今回は立場の違う二人が愛する相手の身を強く案じすぎるせいですれ違ってしまうお話でしたが、楽しんでいただけましたでしょうか？

　私自身は書き進めるうちにどんどんすれ違うシーンが多くなり、相手を思う心が強すぎてがんじがらめになっている二人にはらはらしたりしていました。

　素敵な人に憧れてその人を大切にしたいと思う心と同様に、自分を愛する心もまたとても尊いものであり、大事なことなのだということを強く感じた作品となりました。

　皆様の心にも何か素敵な思いが残ってくれているとうれしいです。




　最後になりますが、いつも私を励ましながら寄り添ってくださっている担当編集者様、麗しいイラストを作成してくださったイラストレーター様、そして何より、この作品を最後まで読んでくださった皆様に感謝の気持ちを述べさせていただきたいです。本当にいつもありがとうございます。

　またどこかでお会いしましょう。






智とも江え　千ち佳か子こ
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